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　　　　　　　　生物科学科

Department　of　Bio1ogica1Science

　本学科は，細胞生物学講座，生物機能学講座から構成

されており，細胞生物学講座では動物及び動物細胞の形

態，生化学，植物細胞の代謝機能など細胞の構造⑧機能

を中心とした教育研究を行っている。生物機能学講座で

は動物の行動生理学，神経生理学，植物の種生態，形態

形成のメカニズムなど組織⑧個体⑧集団の機能を中心と

した教育研究を行っている．以下に学科の教官（専任）

とその研究概要を紹介する．

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

を明らかにすることが研究の中心的な課題である。従来

は，アクチン線維の多形性やそれに伴う物理化学的なパ

ラメーターの変化，アクチン重合に関わる調節タンパク

質の分離精製，筋原線維形成の過程で変化するアクチン

アイソマーの定量等アクチン系細胞骨格に比重をおいた

研究を行ってきた。さらに，テスミン系繊維の筋細胞内

での分布が筋形成，生理学的状態により動的に変化する

ことを明らかにし，中間径線維の機能的役割を解明する

研究が現在遂行されている。

助教授　大島　朗伸

　アルカリ性PHで良好な生育を示す好アルカリ性細菌

の環境適応機構について研究を進めている。現在，呼吸

鎖末端酸化酵素の種類と好アルカリ性との関連性，ナト

リウムイオン低要求性の好アルカリ性3㏄棚㈱の膜輸

送系等にっいて検討中である．

大川和秋⑧
Taka－ak1OHKAwA

黒　田　正　明　⑧

Masaak1KUR0DA
西　川　彰　男　⑧

Ak1o　NIsHIKAwA

赤　間　一　仁

Kazuh1to　AKAMA

松　野　　　輝

Ak1ra　MATsUN0

大　島　朗　伸

Ak1nobu　OHsHIMA

石　田　秀樹

H1dek1IsHIDA

教授　大川　和秋

　細胞膜，特に植物細胞膜のイオン⑧水の透過の問題を

電氣生理学的手法で研究している．シャジクモ節間細胞

を主材料としてカ植物細胞の興奮性，イオン透過を研究

してきたが，その成果をもとに藍藻，大腸菌のエネルギー

変換機構を，電氣生理学的手法から開拓することを目論

んでいる．

教授　松野　　燐

　従来までの研究事項　　特に無脊椎動物の持っている

筋肉を中心にして，横紋筋⑧平滑筋の微細構造に関する

研究。

　現在の研究主題：　平滑筋⑧結合組織のキャッチ機構

の研究。微細構造，生理学的、生化学的な面からCaの

挙動に注目している。

教授黒田　正明

　アクチン系，中間径線維系細胞骨格の構造形成の過程

助教授　西川　彰男

　両生類変態期の器官の幼生型から成体型への変換機構

を，幼生型細胞のプロクラム細胞死と新たな成体型細胞

の増殖⑧分化の両方の観点から解析している。とくに骨

格筋が幼生型から成体型へと変換する機構について，筋

芽細胞のアポトーシス，増殖，筋管形成筋分化マーカー

発現を甲状腺ホルモン作用との関連で調べている。

講師　石田　秀樹

　原生動物の細胞運動，特に肉質虫類仮足の収縮や繊毛

虫類の細胞体の収縮に関与する細胞骨格の構造と機能の

解明を主なテーマとし研究を行っている。現在は，繊毛

虫∫卿o飾舳榊やS肋耐などに見られるATPを消
費しない収縮運動について，形態⑧生理⑧生化学的な手

法を用いた解折を行っている。

助手　赤間　一仁

　研究主題：植物核メチオニンtRNAイントロンの起

源及び機能，スプライシング機構の解明

　我々は既に緑色植物の核メチオニンtRNA遺伝子が

イントロンにより普遍的に分断されていることを明らか

にしている。現在，イントロンの起源や機能を明らかに

すると同時に，植物メチオニンtRNAイントロンのス

プライシング様式を前駆体tRNA分子の立体構造並び

にイントロンの切断に関与するエンドヌクレアーゼの両

側面から解析している。
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生物機能学

　　Funct1ona1B1o1ogy

内　藤　富　夫

Tomio　NAIT0H

猪　原　節之介

Setsunosuke　IHARA

杁　村　喜　則

藤　本　正　昭

Masaak1FUJIM0T0

澤　　　真知子

Mach1ko　SAwA
松　崎　　　貴

Yosh1nor1SUGIMURA　Takash1MATsUzAKI

高　畠　育　雄

Ikuo　TAKABATAKE

教授　内藤　富夫

　これまで，（1）硬骨魚類の体色変化，特に体表斑紋

の出現消失のメカニズム，（2）両生類内臓自律機能の

調節メカニズムを調べてきた。現在はこの研究を継続す

るとともに，（2）から派生した，両生類の自律機能関

連行動特に嘔吐行動および重力に対する内臓機能適応メ

カニズムの研究に取り組んでいる。

教授　藤本　正昭

　従来までの研究事項　　神経伝達関連薬物投与による

脊椎動物網膜のシナプス経路の解析と，網膜電図及び伝

播性抑制電位発生機構の解析。

　現在の研究主題　　魚類水晶体筋の収縮関連機構の薬

理学的解析及び魚類から見いだした生理活性ペプチドの

分布と機能解析．

講師　杁村　喜則

　植生分類（植物社会学）と植物相の調査，研究．

主に山陰地方の植生型と植物相の現状を把握し，氷河期

以降のそれらの変遷にっいて考察を試みる。昨今の地域

開発に関わる土地，環境改変に対して，地域の基礎的な

植物的資料の集積，解明をもって，地域の自然環境の保

全，保護について考察したい．

講師松崎貴
　毛を作り出す組織である毛包がどのように形成される

のかを明らかにするために，毛包基部の毛乳頭細胞を培

養し、この細胞に特異的に発現する遺伝子やタンパク質

を同定してその機能を調べてきた。これらの研究を継続

するとともに，毛乳頭と相互作用する毛包表皮細胞の動

態をトランスジェニックマウスを使って調べる。

助手　局畠　育雄

　多くの動物において，繁殖行動は一年に一度決まった

時期に起こることが多い。この決まった時期に起こる繁

殖行動は，内因性のリズム（概年リズム）と外的環境の

変化の相互調節機構によって生じると思われる。この調

節機構を魚類を用いてメラトニンと性ホルモンの関係か

ら調べており，’今後概年時計の関与も調べる予定である．

教授　猪原　節之介

　従来までの研究事項　　真核細胞転写促進因子の精製

と機能解析（73一’84），補体依存性殺菌因子RaRFの構

造解析とその系統発生学的考察（’80一’92）

　現在の研究主題（’86以降）：個体発生および系統発

生的側面から組織修復能を考える；器官形成と胎児組織

修復の共通項を探る。

助教授　澤　真知子

　ショ■ウジョウバエを中心とした進化，種分化の研究を

行っている．種間雑種が適応度を減少する機構を解明す

るために，ショウジョウバエ近縁種間の，生殖的隔離機

構と，減数分裂機構を含む生殖細胞の形成機構を研究し

ている．また，水棲動物の種分化様式にっいて，分子系

統学的解析を分担し，共同研究を行っている。
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　　　　　　　　生物科学科

Department　of　Bio1ogica1Science

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

大川和秋⑧
Taka－ak1OHKAwA

黒　田　正　明　⑧

Masaak1KUR0DA
西　川　彰男　⑧

Ak1o　NIsHI鮎wA

赤　間一仁
Kazuhito　AKAMA

松　野　　　輝

Ak1ra　MATsUN0

大　島　朗　伸

Ak1nobu　OHsHIMA

石　田　秀樹

H1dek1IsHIDA

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Ro1es　of　macrophages　in　programmed　ce11death

　and　remode1mg　of　ta11and　body　musc1e　of

　X脇妙㈱　肋㈱　durmg　metamorphos1s　　A．

　N1sh1kawa，　EMurata，　MAk1ta　KKaneko，

　OMor1ya，MTom1ta　H　Hayash1，H1stochem　and

　Ce11Bio1吻且O⑭：11－17．1998．

2．Charactenzat1on　ofnuc1ear　tRNATy「mtrons　the1r

　evo1ut1on　from　red　a1gae　to　h1gher　p1ants　K

　Akama　A　Nass，V　Junker　and　H　Be1er，FEBS

　Lett，417二213－218．1997．

a　Characten蝪at1on　of　a　nuc1ear　tRNAcys　gene　from

　λ湖6〃oφ跳肋α伽刎．KAkama，V．Junker　and　H

　Be1er，P1ant　Phys1o1，11㊧446．1998

4　P1ant　cytoso11c　tRNAHIs　possesses　an　except1ona1

　C541n　the　canomca1TΨC1oop　K　Akama，Y

　Yukawa，MSug1uraandISma11Nuc1e1cAc1ds
　Re＆，26：2708－2714．1998．

5．　Foot　structure　and　foot　Prote1n1n　the　cross

　str1ated　musc1esofapectm　TAbe，HIsh1da，and

　AMatsunα　Ce11Structure　Funct1on，2221－26．

　1988

　大会（熊本），1998．

zツメカエル変態期の筋成体型化におけるテスミン発

　現パターン変動，西川彰男，矢崎進，下江縮，川上

　潔，黒田正明．日本動物学会第69回大会（東広島），

　1998．

3．　Resp1rat1on－dr1ven　Na＋一pump　m　a1ka11ph111c

　3oα〃㈱S1－3　A　Osh1ma，N　Yosh1oka　and　T

　Onoda　Intemat1ona1CongressonExtremoph11es

　’98，（Yokohama），1998

4．好アルカリ性肋棚郷S1－3の呼吸鎖について　L

　田中敦，大島朗伸日本植物学会中国四国支部大

　会（米子），199＆

民好アルカリ性肋棚鯛S1－3の呼吸鎖について。田

　中敦，大島朗伸。日本植物学会第62回大会（東広

　島），199＆

aイネグルタミン酸脱炭酸酵素遺伝子の単離と解析。

　北川雅統，赤間一仁，高岩文雄，小野田哲夫．第92

　　回日本育種学会（鳥取），199τ

τ植物核tRNA遺伝子に含まれるイントロンの分子

　　解析とその起源。赤間一仁，Ar1n　Nass，Vo1ker

　　Junke巧H11dburg　Be1eL第20回日本分子生物学

　　会（京都），199τ

8．植物tRNAに見い出された例外：細胞質ヒスチジン

　　tRNAはTΨCループにC54を持っ。赤間一仁，

　　湯川泰，杉浦昌弘，Ian　Sma11日本植物生理学会

　　1998年度年会（札幌）、199＆

軌植物tRNA遺伝子のm　v1tro転写プロセッシンク

　　系の開発。湯川泰，赤間一仁，杉田護，杉浦昌弘，

　　日本植物生理学会1998年度年会（札幌）茅199＆

1αイントロンを含む植物［核tRNAMet前駆体の試験

　　管内スプライシン久赤間　仁多Vo1ker　Jmker，

　　Hi1dburg，Beier。日本遺伝学会第70回大会（札

　　幌），199＆

11．DHCBによる繊毛虫S卿08わ舳榊の収縮阻害と

　　myonemeの形態。石田秀樹，佐伯美佳，日本動物

　　学会中国四国支部大会（米子），1988

1Z繊毛虫Sp1rostomumの収縮に対するDHCBの効
　　果。石田秀樹，青野祐子，松野蝉，日本動物学会第

　　69回大会（東広島），1998

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．ツメガエル変態期の筋プログラム細胞死におけるマ

　クロファージの役割，西川彰男，村田栄子，穐田真

　澄，富田光子，林秀生。日本発生生物学会第31回

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．　Induct1on　of　ce11　d1fferent1at1on　and　Pro－

　grammed　ce11death　m　amph1b1an　metamorpho－

　s1s　A　N1sh1kawa，HumanCe11，且⑪（墨）pp167－174，
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　1997．

2．tRNAを介した種子貯蔵蛋白質の発現量の改変。ハ

　イオテクノロジー先端技術開発研究「バイテク植物

　育種に関する総合研究」赤問一仁．平成9年度試

　験研究成績（農林水産技術会議事務局），p128－129．

　1998

生物機能学

　　Functiona1Bio1ogy

内藤富夫竃藤本正昭
Tomio　NAIT0H　　　Masaak1FUJIM10T0

猪　原　節乃介　⑱　澤　　　真知子

Setsunosuke　IHARA　Mach1ko　SAwA

杁村喜則⑧小池文人
Yoshmon　SUGIMURA　Fum1to　KoIKE

高畠育雄⑧松降　貴
Ikuo　TAKABATAKE　Takash1MATsUzAKI

　　　　　　　　　　〔論文〕

1．Frog　in　space（FRIS）expehment　onboard　space

　stat1on　M1r　F1na1report　and　fo11ow－on　stud1es

　MYamash1ta，AIzum1，Kurotam，Y．Mogam1，

　M．Okuno，TNaitoh　and　RJ．Wassersug．　Bio－

　1og1ca1Sc1ences1n　Space，u（4），313－320．1997

2．Inh1b1tor　and　temperature　effect　on　cata1ase　m

　the　11ver　of　adu1t　d1p101d　and　hap1oid　Rα〃α

　閉g080　んKashiwag1，KKash1wag1，MTakase

　HHanadaMYamash1ra，TNa1tohandM
　Nakamura　Com　B1ochem．Phys1o1，　u鯛（1），

　235＿239．1998．

3．　Iso1at1on　and　characteh逐ation　of　a　noye1

　b1oact1ve　pept1de，　Carass1us　RFam1de　（C－

　RFa），from　the　bram　of　the　Japanese　cruc1an

　carp　　MFujmoto，KTakesh1ta，　X．Wang，

　ITakabatake，　　YFu］1wara，　H　　Teran1sh1，

　MOhtan1，YMuneoka，and　SOhta　B1ochem

　B1ophys　ResCommun，碧蛾436－440．1998

4　H1stod1fferent1at1on　of　ha1r　fo111c1es　m　graftmg　of

　ce11aggregates　obta1ned　by　rotat1on　cu1ture　of

　embryomc　rat　skm　ATakeda，SMatsuhashi，T．

　Nakamura，N　Sh1oya　and　SIhara　Scan吐　J

　P1ast1c　Reconstr　Hand　Surg、鎚359－364．1998

5．Eco1ogy　of　Tengkawang　forests　under　vary1ng

　degreeof　management　m　West　Ka1mantan　E

　Suzuk1，MHotta，TPartom1hard〕o，ASu1e，F

　K01ke，NNoma，TYamadaandMKaj1Trop1cs，
　7：35＿53．1997

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．A　n0Ye1vertebrate　RFamide1so1ated－from　the
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　　Japanesecruc1ancarp　MFuj1moto，Int　Symp

　　Peace　B1o1’’Evo1ut1onary　Aspects　of　Chem1ca1

　　Messengers　and　The1r　Receptors”，（H1rosh1ma），

　　1997．

z無尾目の視覚による前庭反射の抑制とその種間差。

　　山下雅道，内藤富夫，横田茂文，リチャード∫．ワッ

　　サーサク㌧日本爬虫両生類学会第36回大会（尿都），

　　1997

aカワムツ松果体でのメラトニン合成におよぼす性ホ

　　ルモンの影響。高畠育雄，北野博紀，梶谷圭一，山

　　尾美香留。日本動物学会第68回大会（奈良）予199τ

5。アシナシイモリの嘔吐反応。広山咲織，内藤昌夫。

　　日本動物学会　第68回大会（奈良），199τ

a両生類の嘔吐臨内藤富夫，広山咲織、柴生田葉子

　　山下雅道，黒谷明美，リチャードJ。ワッサーサ久

　　日本爬虫両生類学会第36回大会（京都），1997

7．A11ometory　m　vest1bu1ar　response　m　anurans，

　　MYamash1ta，TNa1toh，AKash1wag1，YKondo，

　　and　RJWassersug，32nd　Sc1ent1f1c　Assemb1y　of

　　COSPAR（Nagoya），1998

＆淡水魚カワムツ松果体でのメラトニン合成に対する

　　性ホルモンの影響．高畠育雄，梶谷圭，北野博紀，

　　鶴見東志子，高階進吾日本動物学会中国四国支部

　　大会（米子）茅199＆

λ両生類において嘔吐に先行する現象内藤富夫，柴

　　生田葉子，高畠育雄多黒谷明美，山下雅遣。日本動

　　物学会中国四国支部大会（米子），199＆

10．Emes1s　and　space　mot1on　s1ckness　m　amph1－

　　b1ansTNa1toh，MYamash1ta，AIzum1－Kurotam，

　　RJWassersug，32nd　Sc1ent1f1c　Assemb1y　of

　　COSPAR（Nagoya），1998

11。航空機弾道飛行刺激に対する両生類6種と魚類1種

　　の反応。内藤富夫、山下雅遣，高畠育男、黒谷明美

　　柏木昭彦，R　J　Wassersu＆日本動物学会第69回

　　大会（東広島），1998

12。フナの脳より単離したサブスタンスP様及び

　　FMRFa関連ペプチド。藤本正昭，王小燕．日本生

　　理学会大会（金沢），199＆

1aブルーギル水晶体筋における神経筋伝達．須山真由

　　美，前川直美，藤本正聡　日本動物学会中国四国支

　　部大会（米子），199＆

14　ヒフナ直腸の収縮に及ほす伝達関連薬物の効果。大

　　町美穂，西原清美，王小燕，藤本正昭．日本動物学

　　会中国四国支部大会（米子），199＆

15。

16．

1τ

18。

1乱

20。

21。

魚類の脳に存在する新規FMRFam1de関連ペプチ

ドとその機臨藤本正昭。日本比較生理生化学会大

会シンポジウム「生理活性ペプチドの比較的諸相」

（千葉），199＆

フナの脳より単離した神経ペプチドの網膜水平細胞

に及ぼす効粟藤本正昭，王小燕，森下文浩．日本

動物学会第69回大会（東広島），1998

Stud1es　on　the声（3）脳6fema1e　ster11e　mutant　of

1）㈹o助zZα㈱Zo〃ogαsねグ　Y　Watanabe　and

MHatsum1（Sawa），GenesGenet　Syst，聡375
1997．

テングショウジョウバエ亜群における卵成熟と雄付

属腺物質磯村文久⑱初見（澤）真知子，日本遺伝

学会第70回大会（札幌），199＆

キイロショウジョウバエ12系統における卵成熟の

研究初身（澤）真知子，森まり子，渡辺泰弘。日

本動物学会中国四国支部大会（米子），1998

ラット未成熟期の創傷治癒。小泉美智子，林雅子，

猪原節之介。日本動物学会第69回大会（東広島），

1998。

ラット表皮細胞の終末分化時におけるオルガネラの

消失とその機構。森岡清和，大室弘美，向田政博，

鮫島正純，桜庭均曾猪原節之介。日本動物学会第69

回大会（東広島），199＆

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。佐太神社境内の植物相。杁村喜則。重要文化財佐太

　神社一佐太神社の総合的研究，鹿島町，pp395－418．

　1997
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　　　　生態環境科学科

　Department　of　Eco1ogy
and　Environmenta1Science

環境生物学

　　Environmenta1B1o1ogy

前　田　泰生　⑧

Yasuo　MAETA

山　本　廣　基　⑧

Hiroki　YAMAM0T0

荒　瀬　　　栄　⑧

Sakae　ARAsE

井　藤　和　人　⑧

Kazuhito　IT0H

木　原　淳一

Jun1ch1KIHARA

本　田　雄　一

Yuichi　H0NDA

北　村　憲　二

Ken11KITAMURA

星　川　和　夫

Kazuo　HosHIKAwA

巣　山　弘　介

Kosuke　SUYAMA

　生態環境の保護や保全を指向し，生物の生存や人間活

動に関わる複雑な生態系のしくみや問題を科学的に解明

し，評価する基礎的学問分野と，これらをふまえて，人

間活動雪特に農林業における保全的環境管理技術などを

開発する応用的分野からなる。講座では主に動物生態学

と微生物生態学に関する教育⑧研究を行っている。

備されていることにあり，そこから数多くのデータが得

られてきた。訪れた外国人研究者も，長期滞在者を含め，

10ヶ国30名を数えている．

植物病理生態学分野

（本田雄一，荒瀬栄，木原淳一）植物と異種生物（特

に病原微生物）の出会いによって起こる様々な現象を，

生理，生態，あるいは分子生物学的手法を用いて解析し，

「植物の病気」の発生メカニズムを明らかにすると共に，

その成果を植物保護に活用することを目指している。そ

のために，1）病原糸状菌の形態形成に及ぼす光の影響

や病原糸状菌の感染行動に及ほす光の影響などを明らか

にして，農薬への依存度を軽減した，環境フレンドリー

な病害防除法の一つとして光質環境の調節による病害防

除法の確立を目指す「光質環境の調節による病害の防除

とその実用化に関する研究」、2）イネといもち病菌の

系を用いて，イネいもち病菌毒素の宿主特異的作用点の

解析，助ηo〃o伽属菌の基本的親和性成立に関わる因

子の探索及びいもち病菌毒素による光依存的え死斑形成

機構を明らかにして宿主植物と病原微生物の間に見られ

る親和関係の解明を目指す「病原微生物の特異的感染機

構」の研究、また，3）病原糸状菌の伝播に重要な分生

胞子の形成が紫外線等の光によって調節される機構を遺

伝子レベルで解析し，この機構の生態系における遺伝的

基礎の解明を目指す「植物病原糸状菌の胞子形成光調節

反応に関する遺伝生態学的研究」を行っている。

動物生態学分野

（前田泰生，北村憲二，星川和夫）昆虫類を中心とする

小動物を対象に，その保全と利用をめざし，主として生

態学的視点から多様な研究が展開されている。環境保全

に必要な基礎情報として「島根県の動物相のテータベー

ス作成」をすすめている

　研究テーマとしては「ハナバチ類の比較社会学」、「食

植性昆虫の種分化機構」など進化生態学的視点からの基

礎研究に加えて，環境問題と農業との関連では，「減農

薬農業のための天敵生物利用技術の開発」，「土壌動物⑧

蛾類⑧水生昆虫などの群集構造による環境評価技術の開

発」，「光質調節環境下での害虫および天敵の行動」，「ハ

ナバチ類の送粉昆虫としての利用技術の開発」などの応

用研究が行われている。その他，「各種環境ストレスに

対する動物の適応（耐寒性，耐塩性）」などの生理的基

礎研究をすすめられている。本研究分野の際だった特徴

は，世界的にも屈指のレベルのハナバチ類飼育設備が整

微生物生態学分野

（山本広基，井藤和人，巣山弘介）　土壌中に生息する

多種多様の微生物を対象にして，主として環境科学的視

点から，1）農薬の環境に対する安全性評価方法を確立

するために，特に農薬の土壌生態系への影響評価試験方

法の統一化と評価の際の考え方を示すための環境科学的

研究と，2）土壌微生物のもっ物質循環に関わる機能，

例えは，セルロースの分解，難分解性有機化学物質の分

解，窒素化合物の無機化，有機汚濁水の浄化などを生態

学的あるいは遺伝学的に解明し，これを活用した新技術

開発に取り組んでいる．現在の具体的な研究テーマとし

て，1）土壌微生物（バイオマス竃活性⑧フロラ）に及

ほす農薬の影響評価方法の確立と影響の発現機構，2）

土壌微生物の多様性を表現するための方法の確立　3）

土壌微生物のもっ難分解性化学物質の分解遺伝子の起源⑧

進化⑧集積機構の解明，4）嫌気性微生物による有機塩

素化合物の脱塩素活性発現機構の解明，5）コンクリー
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トなどへの生物膜形成機構の解明とそれを応用した水質

浄化技術の開発、などをあげることができる。

　　　　　　　　　　〔著書〕

1．Assessmg　the　s1de－effects　of　pest1c1des　on　s011

　ecosystem　YAMAM0T0，H，K　SUYAMA，K　Itoh，

　and　SR　SR0czYNsKI，肋Rωzθω8㈱To刎ooZogμ，

　γ〇五λIOS　Press，pp．295－302．1997．

2．Pr1mary　Effect　of　a　Host－Se1ect1ve　Tox1n　from

　肋〃ψo肋θ卯8θαto　M1tochondr1a　of　R1ce

　Leaves　ARAsE，S，TUEHARAYH0NDA，MNozU，

　and　P　PARK，肋Deye1opments1n　P1ant　Patho1ogy

　Vo113　9’Mo1ecu1ar　Genet1cs　of　Host－Spec1f1c

　Toxm1n　P1ant　D1sease（K　K0HM0T0and　O　C．

　Y0DER　eds，Proceedmgs　of　the　Th1rd　Tottor1

　Un1yers1ty　Intemat1ona1Sympos1um　on　Host－

　Spec1f1c　Tox1ns1997），K1uwer　Acad　Pub　pp

　115＿124．1998．

aネジレバネ類（石井実ら編「日本動物百科10昆

　虫」所収）。前田泰生，平凡社，東尿，pp84・87．

　1998。

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Phototrop1sm　of　comd1a1germ　tubes3o榊娩

　c伽θ”θo　and　its　imp1ication　in　p1ant　infection

　processIsLAM，SZandYH0NDA，P1antD1sease
　82：850＿856．1998．

2．　L1ght－1nduced　res1stance　of　broadbean　aga1nst

　3oカ㎎施α脇昭αIsLAM，S　Z，Y　H0NDA　and　SσARAsE，

　Journa1of　Phytopatho1ogy，且盈㊧479・485．1998

まComparative　stud1es　on　the　m－nest　behav1ors　of

　sma11carpenter　bees，the　genus　Cθ湖物α（Hym－

　enoptera，　Anthophondae，　Xy1ocopmae）　　I，

　Cθ㈹肋α（Cθ湖肋α）oωo〃γ肋㈱α，Part2　MAETA，

　Y，E　AsENsIo　de1a　SIERRA　and　S　F　SAKAGAMI

　JPn．J．Ent．，⑮騒：471－481．1997．

4アイヌハキリバチの若干の生態的知見。前田泰生，

　中国昆虫、且且：19－29，199τ

民スズバチネジレバネの生態的知見。高橋公貴璽前田

　泰生多同，u二31－37，199τ

aスズバチネジレバネの新分布地。同，u：3a

τ合成幼若ホルモン処理によるマメコバチの人為的休

　眠覚醒。同，n39－46，199τ

8．Anoteonthepo11mat1onof0昭oκ肋8ヵα胞㈱

　　（Orch1daceae）　SUGIURA　N　and　Y　MAETA，Ann

　　Tsukuba　Bot．Gard”蝸：69－74．1997．

9．A　new　host　record　of　P物socψ肋Zαo6so〃榊

　　Krober　from　Japan　（D1ptera，Conop1dae）

　　MAETA，Y，T　OHNUMA　and　K　GOUK0N，JPn．J

　　Ent，儘5850．1997

1αHost　body　size　as　a　factor　determming　the　egg

　　comp1ement　of　Streps1ptera，an　msect　paras1te

　　MAETA，Y，K　TAKAHAsHI　and　N　SHIMADA，Int　J

　　Insect　Morph＆Embr1o1，珊27－37．1998

11．Feedmg　behav1or　and　food　consumpt1on　m

　　3o励㈱（3o肋㈱）螂物8underart1fic1a1cond1－

　　t1on（Hymenoptera　Ap1dae）HANNAN，MdA，Y

　　MAETA　and　K　HosHIKAwA，Ent　Sc1，1．27－32．1998

1Z　D1scovery　of　soca11nests1n　a　b1yo1t1ne，basica11y

　　so11tary　ha11ct1ne　bee，　ムα8zogZ088勿㈱　　（ムαszo一

　　σZ08醐榊）　榊肋肋物　（VAcHAL）　（Hymenoptera

　　Ha11c1t1dae）．MIYANAGA，R，Y　MAETA　and　G

　　MIzUTA，Ibid，且。165－169．1998

13．Notes　a　ma1e　s1eepmg　aggregat1on　ofム鯛づo一

　　σZ03脇榊（C肋o勉o㈱α）ん泌物勿㈱ω鯛θ（Hymeno－

　　ptera：Ha11ct1dae）MIYANAGA，R　and　Y　MAETA，

　　Ib1d，且　357－358．1998

1全日本産カマバチ類の生態に関する研究（14）トビイ

　　ロカマバチ肋μogo伽妙㈱妙伽ゐPERK1Nsの子

　　孫の性比とサイズに及ほす寄主幼虫の齢及び寄主の

　　性の影響．北村憲二。昆虫，且．1－8．1998

1
。

　　　　　　　　〔学会講演〕

ラッカーゼによるフヱノール酸化反応に及ぼすフル

ポ酸の影響，井藤和人⑳巣山弘介⑧山本広基，第

13回日本腐植物質研究会講演要旨集多叫36－37．

1997．

Z2，4－D資化性菌の単離とその性質。百田禎郎⑧神田

　理恵⑧杉山寛⑧巣山弘介⑧井藤和人⑧山本広基，日

　本農薬学会第23回大会講演要旨集雪叫119．1998

a水田の土壌生態系に及ほす農薬の影響評価一環境要

　因および薬剤濃度の変動一。岡本悠子⑧巣山弘介⑳

　井藤和人⑧山本広基，日本農薬学会第23回大会講

　演要旨集，p．121．1998．

4水田の土壌生態系に及ぼす農薬の影響評価一微細藻

　類相の変動一。山田正二郎霧岡本悠子鰭大谷修司⑧

　巣山弘介⑧井藤和人霜山本広基，日本農薬学会第

　23回大会講演要旨集，叫122．1998．
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5。水田の土壌生態系に及ほす農薬の影響評価一土壌微

　　生物数およバイオマスの変動一。熊谷幸子⑧藤井久

　　美亀賀川泰弘⑧岡本悠子⑧巣山弘介⑧井藤和人⑧山

　　本広基，日本農薬学会第23回大会講演要旨集，

　　pユ23．　1998．

a水田の土壌生態系に及ほす農薬の影響評価一土壌微

　　生物活性の変動一。板持美保⑧賀川泰弘⑧岡本悠子⑧

　　巣山弘介露井藤和人⑧山本広基，日本農薬学会第

　　23回大会講演要旨集，p124．1998

7．土壌微生物フロラに及ほす農薬の影響一炭素源資化

　　能の多様性に基づく評価一．井藤和人⑧巣山弘介⑧

　　山本広基，日本農薬学会第23回大会講演要旨集，

　　pユ25．　1998。

＆水田土壌の微生物バイオマスおよび活性の年間変動。

　　巣山弘介⑳熊谷幸子⑧板持美保⑧井藤和人竃山本広

　　基，日本土壌肥料学会講演要旨集第44集，映36．

　　1998．

臥機能的多様性に基づく土壌微生物群集構造の解析．

　　井藤和人⑧本井則久函巣山弘介像山本広基，日本土

　　壌肥料学会講演要旨集第44集，p37．1998

1α　Ant1funga1substance（s）mduced　by　red11ght　m

　　broadbean1eaves　IsLAM，S　Z，Y．H0NDA　and　S．

　　ARAsE平成9年度日本植物病理学会関西部会講演

　　要旨予稿集。p23，199τ

11．　Product1on　　of　a　　host－se1ect1ve　　tox1n　　by

　　肋卯妙o材加帥㎏αand　its　mode　of　action．

　　ARAsE，S．，TUEHARA，YH0NDA，MNozu，andP

　　PARK，Abstract　papers　of7山ICPP，vo12．1998

1Z　P妙o助肋oηαヵα肋伽o”αにおける光による遊走子

　　のう形成誘導の作用スペクトノk片岡　舞⑳本田雄

　　一，平成9年度日本植物病理学会関西部会講演要旨

　　予稿集。叫59，199τ

13．Some　character1st1cs　of　red11ght－mduced　ant1－

　　funga1　substance（s）　Produced　in　broadbean

　　1eaietsagamst3o〃㎎施α肋昭αIsLAM，＆ZηY

　　H0NDA，and　S　ARAsE平成10年度日本植物病理学

　　会大会講演要旨予稿集，p40，199＆

14光質環境の調節による病害防除技術に関する研究。

　　本田雄一雪平成10年度日本植物病理学会学会賞受賞

　　講演雪1998．

1a単独性アルファルファハキリバにおける花資源選択

　　性高橋公貴⑱前田泰生，平成9年度日本応用動物

　　昆虫学会中国支部⑧日本昆虫学会中国支部合同大会

　　応動昆中国支会報，4⑪：26．1998．

岨

1τ

1＆

1
．

2
。

3
。

4

5
。

a

τ

＆

ッヤハナバチ類の巣内行動と社会　前田泰生，平成

10年度島根県局等学校理科教育研究会，1998

宍道湖⑧中海に生息するフナムシ個体群の分化につ

いて。津下麻樹⑧星川和夫，日本ベントス学会第

12回大会，皿24，199τ

摂食行動の異なる2種のテントウムシ幼虫の体表炭

化水素。宮本圭　郎竃岩津晶子⑧星川和夫，平成

9年度日本応用動物昆虫学会中国支部⑧日本昆虫学

会中国支部合同大会．応動昆中国支部報，4⑪：26．

1998。

　　　　　　　　〔その他〕

Response　of　pathogen1c　fung1and　p1ant　to11ght

and　the1r1mp11cat1on　m　p1ant　d1sease　contro1

H0NDA，Y，Proceedmgs　of　the1st　Intemat1ona1

Semmar　Research　Network　for　Sustamab1e

B1oproduct1on　System　on　Env1ronmenta1Con－

servat1on，P5－12．1997

光質利用による病害防除に関する研究。本田雄一雪

日植病報　触：232－234，199＆

イネいもち病菌の生成する感染誘導因子荒瀬栄，

日本植物病理学会平成9年度植物感染生理談話会，

pp．69－78，199τ

タケ⑧ササのいもち病菌の生態．荒瀬　栄雪農薬グ

ラフ，且44：2－5，199τ

タケ⑳ササ類のいもち病。（内藤秀樹⑧八重樫博志

監修「いもち病一研究と防除一」所収）。荒瀬　栄，

日本バイエルKK，p皿30－34，199τ

いもち病菌毒素による光依存的壊死斑形成における

01の生成。荒瀬栄予細胞情報伝達とそれに関わ

る分子認識機構の解明（平成9年度教育改善推進費

研究成果報告書，研究代表者尾添嘉久）茅pp61巧8．

1998。

他花受粉性ハウス作物におけるマメコバチの実用化

前田泰生，平成7年度～9年度科学研究費補助金

（基盤研究（B）（1），研究成果報告書y11＋101pp，

1998．

地域昆虫相の解明，その方法と問題点（1）、星川

和夫⑱鈴木邦雄男昆虫と自然多鑓（10）：32－35雪199τ

9，What　hapPen　m　Japanese　Butteriy　fauna－In

　re1at1ontorecentg1oba1warmmg　HosHIKAwA　K，

　Proceed1ngs　of　the1st　Intemat1ona1Semmar

　Research　Networkfor　Sustainab1e　Bioproduction

　System　onEny1ronmenta1Conservation　p37－45，
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1997。 森林環境学

　　Forestry　and　Environment

北尾邦伸　　井口隆史
Kunmobu　KITA0　　　　Takash1IGUcHI

片桐成夫　　小池浩郎
Sh1geo　KATAGIRI　　　Koich1ro　KoIKE

川口英之　　長山泰秀
H1deyuk1KAwAGUcHI　Yasuh1de　NAGAYAMA
山　本　伸　幸

Nobuyuk1YAMAM0T0

　現在は人間と森林との関係が乱れている。人間と森林

がより好ましい関係をもち，森林の健全な保全と利用を

はかるためには，森林についての自然科学的解明と社会

科学的アプローチの双方が不可欠である。環境問題は基

本的には社会システムの問題であり，そして，生態学的

な自然認識を踏まえて解決していくべき問題である．

　当講座では，このようなかまえをもって，Eco1ogy

系とEco－P1ammg系に大別して研究教育を行い，共通

して森林環境問題にあたろうとしている。

　Eco1ogy系の研究内容

　Eco1ogy系研究室の研究教育分野は森林生態学と森

林生産学に分かれている。森林生態学分野は，森林生態

系の機能，構造および物質生産，物質循環を中心に研究

教育する分野で，森林生産学分野は、森林の造成，更新

および森林の維持管理を主に研究教育する分野である。

また、Eco1ogy系研究室では附属生物資源教育研究セ

ンター森林科学部門の教官2名にも加わってもらって教

育研究を行っている．しかし，Eco1ogy系研究室では

教育研究分野によって二分されているのではなく，お互

いに協力し合って雪森林生態系に関する基礎的な研究を

行うとともに林業を中心とする人間との係わり、環境と

の関わりについて研究を行っている。

　基礎的な研究では森林生態系における物質循環研究，

主にリターフォールや降水による養分還元量に関する内

部循環の研究，森林による資源利用様式に関する研究，

森林における樹木の繁殖⑧更新に関する研究，土壌での

有機物分解に関する研究，土壌における窒素の無機化能

硝化能とそれの決定要因に関する研究などが挙げられる。

これらの研究は森林生態系での物質の動きが樹木と土壌

間だけではなく，外界とも密接に関係しあっているため

に未解明の部分も多く，今後は三瓶演習林の広葉樹二次
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林を中心に物質循環を明らかにするとともに，地球環境

の変化によって森林生態系がどのように影響されるのか

を明らかにする必要がある．

　林業を中心とした人間との係わりの研究としては，マ

ツクイムシ被害を受けた里山アカマツ林の物質循環およ

び披害後の植生の変化に関する研究，焼畑にともなう火

入れが土壌の窒素動態や植生の回復に及ほす影響の研究

手入れ不足が問題となっているスギ，ヒノキ人工林の物

質循環に関する研究などが挙げられる．これらの問題は

これからの林業が如何にあるべきかを生態学的に考える

ものであり，林業の振興に必要なものである．

　さらに，環境と関わる研究としては酸性降下物の森林

生態系への影響について明らかにすることを目的とした

林内雨，樹幹流の化学的組成に関する研究，樹幹流が土

壌の化学性および土壌生物の動態に与える影響の研究が

ある。

　また，国内だけではなく，中国南部森林と人間活動の

相互作用に関する地球環境科学的研究として，中国江西

省で荒廃馬尾松林の物質循環と人間の干渉との関係，お

よび森林の燃料としての利用が地球環境に及ぼす影響に

関する研究を行っている。

Eco－P1ammg系の研究内容

　研究教育分野は森林計画学，森林環境評価学，森林経

済学に分かれている．

　森林経済学分野では特に次の4点に重点をおいて研究

している．①農家林家による育林経営，とりわけ農林複

合経営の一環としての林業の実態とその発展可能性にっ

いて茅②林家の協同組織としての森林組合が地域林業に

果たすべき役割，その森林組合が取り組むべき方向と可

能性について，③後発林業地における公社造林，公団造

林等の公的分収造林の実態とその諸問題及びその対応策

について争④中国山地とりわけ島根県の山村振興，山村

地域開発方策について。

　森林環境評価学分野では森林のもっいわゆる公益的機

能を対象にして，市場メカニズムでは評価されない木材

生産機能以外の森林の多様な社会的価値の計測およびそ

れらの社会的存在実態の把握を行っている。また，アメ

ニティ等の主観的価値の計測を含む、森林環境効果の社

会的評価手法の開発に関する研究を行っている。

　森林計画学分野では，森林生態学，森林経済学，森林

社会学，森林環境評価学等の研究成果を吸収して総合化

し，実態に即して情報処理するとともに、森林に健全で

合理的な姿騨形を与えていくための計画手法の開発に取

り組んでいる。価値軸を設定し，歴史的風土としての森

林を対象とし，いかに森林の保全と利用に秩序を与える

か，多様な森林にそれぞれどのように社会的位置を与え

るかが課題となる．森林⑧林業の流域管理システムおよ

び計画システムとしての市民参加⑧合意形成を中心に研

究を行っている。

　全般的には，森林セクターを包括的に把握するための

統計システムに関して，理論的⑧実証的研究を行ってお

り，森林資源勘定概念の拡充，および地理情報システム，

リモートセンシング技術の当分野への応用等に特に力点

を置き，特色をもたせて研究教育に取り組んでいる。

　　　　　　　　　〔学術論文〕

1．「安定社会」にむけての山村の役割。北尾邦伸、林

　業経済，騒88：13－20，199τ

Z　The　nature　of　satoyama　and1ts　sustamab1e

　ut111zat1on，Kunmobu　KITA0，Proceed1ngs　of

　IUFRO　Sympos1um1n　Kyoto1997”Sustamab1e

　Management　of　Sma11Sca1e　Forestry”，p119－121．

　1997．

a風土⑧文化の伝承の場としての里山。北尾邦イ軋　ラ

　ンドスケープ研究，飢（4）：287－289，199＆

4。三瓶演習林内の人工林集水域における水⑧物質収克

　片桐成夫⑧稲葉英昭⑧新村義昭，山陰地域研究，岨

　1＿12．　1997。

5
。

6
。

7
．

1
。

2
．

マツクイムシ被害林における土壌窒素の無機化能，

硝化能にっいて。片桐成夫⑧金子信博⑧長山泰秀⑱

井関寛人⑧山下多聞，日林論，且帆487－490，199τ

Effects　of1eaf11tter　m1xtures　on　the　decompos1－

t1on　of　Q〃θκ脇s8θ榊α肋and肋κ〃86θ〃8zプZoγαus1ng

f1e1d　and　1aboratory　m1crocosm　methods

SALAMANcA，　FE，　N　　KANEK0，　S　KATAGIRI，

Ecolog1ca1Eng1neenng，1⑪53－73．1998

Nutnent　dynam1cs　m　decompos1ng　forest1eaf

11tter二A　compar1son　of　f1e1d　and1aboratory

m1crocosm　approach　SALAMANcA，F　且，N

KANEK0，S　KATAGIRI，J　For　Res，　艶91－98．1998

　　　　　　　　〔学会発表〕

落葉広葉樹林内の小渓流における有機物流入⑧流出

量にっいて、片桐成夫⑧勝部竜彦，第39回日本緑

化工学会研究発表要旨集，皿270－273，199＆

「日本型デカップリング対策」の条件検討（1）過

疎山村集落の変貌と現状．井口隆史⑧伊藤勝久⑧鹿
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　取悦子，第109回日本林学会大会講演要旨集p69

　1998．

3．「日本型デカップリング対策」の条件検討’（2）直

　接所得補償の方法試論．伊藤勝久⑧鹿取悦子⑧井口

　隆史，第109回日本林学会大会講演要旨集，p69．

　1998．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．島根県林業公社経営検討委員会報告書。北尾邦伸，

　p，1－31．　1998．

z太田川流域調査報告書一「緑と水」としての森林の

　多様な整備一．北尾邦伸，全国森林組合連合会刊，

　1－11，　97＿143．　1998．

a流域林業活性化情報に関する調査（皿）報告書，北

　尾邦伸，日本木材総合情報センター刊，p110－122．

4大学生ボランティアによる植付⑧下刈作業の試み一

　隠岐島前での島根大学の事例から一。長山泰秀⑧竹

　下幹夫⑧鹿取悦子⑧井口隆史，森林応用研究，7

　183＿184．　1998。

生態環境工学

　　Eco1og1ca1Engineer1ng

相　崎守　弘　　⑧

Mor1h1ro　AIzA㎜

長縄貴彦　　⑧

Takah1ko　NAGANAwA

秋葉道宏
M1ch1h1ro　AKIBA

若　月　利　之

Tosh1yuk1WAKATsUKI

佐　藤　利　夫

Tosh1o　SAT0

　本講座は，人間や生物全般の生存の基本的環境である

水圏や土壌圏の維持や修復を通して緑の地球を取り戻す

ための，地球にやさしい技術の開発を目的としている。

生態学を基礎にしながらも，環境保全のみならず，すで

に劣化した生態環境の修復，さらには望ましい生能環境

の創出を可能にする生態工学技術，エコテクノロジーに

関する教育研究を行っている。具体的には沿岸水域や湖

沼水環境の再生，ビオトープの造成，ヨシ等を利用する

植生浄化，土壌圏の機能を利用する汚水の浄化技術，さ

らには，清浄で安全な生活環境の創造，環境低負荷型浄

化技術の開発と応用を目指した研究等である。韓国や中

国など東アジアのみならず，東南アジアの熱帯林の再生，

熱帯アフリカの砂漠化防止等，劣化環境の修復技術の研

究開発を行っている。

　（相崎守弘）1）地理情報システムを利用した流域管

理手法に関する研究，2）ヤマトシジミを活用した水質

浄化に関する研究，3）アオコの種組成変化の要因に関

する研究，4）水耕生物口過法を用いた水質浄化に関す

る研究，5）宍道湖⑧中海の環境に関する研究，等を主

要課題として取り組んでいる。

　（若月利之）1）ガーナ，ナイジェリアの劣化集水域

の食糧増産と生態環境の修復を計る「水田と森のエコテ

クノロジー」開発プロジェクトを国際協力事業団等と共

同して実施している．2）土壌圏の生態工学的機能を強

化して生物系排水を浄化及び循環利用する多段土壌層法

を開発し曾家庭排水，下水道処理水，河川の局度浄化へ

の応用を検討している。

　（長縄貴彦）1）土壌からの炭酸ガスの発出に関する

多面的研究，特に，簡便な測定法の開発，野外での要因

解析，炭酸ガス発生遠度の炭酸ガス濃度依存，土壌によ

る炭酸カス吸着等の研究，2）数量的手法やコンピュー

ターの土壌学分野への適用，具体的にはコンピュータシ

ミレーション，統計解析等を行っている邊

　（佐藤利夫）1）水系有害微生物の制御技術の開発
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（固定化殺菌剤，電気的殺菌技術の開発），改質無機材料

による栄養塩の除去とリサイクルシステムの構築に関す

る研究，3）浄化と有害微生物の制御を同時に行うこと

ができる多機能性浄化材料の開発，4）廃棄物の利用に

関する研究（発電所の排出灰を利用した生物易着生コン

クリートの開発）．

　（秋葉道宏）1）ヨシを中心とした人工湿地の創出技

術開発，2）固定化微生物を用いた窒素除去に関する研

究，3）底生生物が底質環境形成に果たす役割に関する

研究，4）富栄養化した湖沼水の物理化学的処理手法の

開発，5）ゼオライト水耕法による下水の局度処理に関

する研究，6）紙パルプエ場の物質フローの解析とゼロ

エミッション化の研究を実施中。

　　　　　　　　　　〔著書〕

1。水生植物を使った水の浄化（工業技術会編「河川⑧

　湖沼の水質浄化技術の開発と汚染対策」所収）。相

　崎守弘，工業技術会，東示，p皿118－127，199＆

Z　Afr1can　Based　Sawah　Systems　for　the　Integrated

　Watershed　Managementof　Sma11In1and　Va11eys

　m　West　Afnca肋FAO　and　Japan　FAO　assoc1a－

　tion　edited，一肋8ガ肋砿o郷αZα〃d　Tθoん切oαZ0ゆガo郷伽

　肋θ1）ωθZoゆ榊励α〃肋〃αg㈱励げS舳〃一SoαZθ

　1閉妙zo〃WAKATsUKI　T，Y　SHINMURA，E　OT00，

　andαOLANIYAN，FAO　and　Japan　FAO　assoc1a－

　t1on，Tokyo，pp56－79．1998

3．S011env1ronment　and　tree　spec1es　d1vers1ty1n

　trop1ca1ram　forest，West　Sumatra，Indonesla肋

　AScHULTEandDRUH1YAT（Eds）∫o伽oグ
　肋吻oα1Fo㈱玄肋08μs彪刎島　C肋伽ね㈱枕島

　EooZo卿　　o勉δ　肋καg㈱θ〃　　KUB0TA　D，　T

　MAsUNAGA，HERMANsAH　A　RAsYIDIN，M　H0TTA，Y

　SH1NMURA　and　T　WAKATsUK1，SPr1nger－Ver1arg，

　Ber11n，pp159－167．1998

全D1str1but1on　character1st1cs　of　mmera1e1ements

　m　trees　of　trop1ca1forest，West　Sumatra，

　Indones1a　MAsUNAGA　T，n　KUB0TA，M　H0TTA，Y

　SHINMURA，and　T．WAKATsUKI，肋榊，pp168－174．

　1998．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1。ヤマトシシミを利用した汽水域の水質浄化に関する

　基礎的研究，相崎守弘，森岡美津子，木幡邦男，用

　水と廃水，40二142－147，199＆

Z中海本庄工区の水質特性Lagma（汽水域研究），

　5：　175＿182．　1998。

a

4

魚投入実験池で見られたフェオ色素組成の特徴と底

泥への沈降．中島淳，福島武彦，相崎守弘，水環境

学会誌，碧1：288－294，199＆

屋外実験池を用いたラン藻類優占に及ぼす魚の影響

に関する研究。福島武彦，相崎守弘，松重　夫，松

永千絵，細見正明，青山莞爾，水環境学会誌，2五．

520＿529．　1998o

aヤマトシジミを用いた汽水性汚濁水域の浄化相崎

　　守弘，福地美和，用水と廃水，4⑰二894－89＆199＆

a　Nutr1t1ona1character1st1csofm1nera1e1ements　m

　　treespec1esoftrop1ca1ramforest，WestSumatra，

　　Indones1aMAsUNAGAT，皿KUB0TA，MH0TTA，

　　and　T　WA鮎TsUKI，S011Sc1．P1ant　Nutr，43405－

　　418．1997

τ　Soi1degenerat1on　durmg　the　penod1967－1995m

　　Bang1adesh，LCarbonandn1trogen　ALIMM，

　　SM　SAHEED，D　KUB0TA，T　MAsUNAGA，and　T

　　WAKATsUKI，Idem蛾863－878．1997

＆　S011degenerat1on　durmg　the　penod1967－1995in

　　Bang1adesh　II　Se1ected　chem1ca1characters　ALI

　MM，SMSAHEED，DKUB0TA，T　MAsUNAGA，and
　　T　WAKATsUKI，Idem4認879－890．1997

9．Human　ecosystem　and　ethnopedo1ogy，A　case

　　study　of　the　S1p1sang　Y111age，m1dd1e　stream　of

　　BatangAna1Watershed，WestSmatra，Indones1a

　　肋4th　Intemat1ona1Conference　East　and　South－

　　east　As1a　Federat1on　of　S011Sc1ence　Soc1at1es，

　　’’S011Qua11ty　Management　and　Agro－Ecosystem

　　Hea1th’’，ed1ted　by　Korean　Soc1ety　of　S011Sc1ence

　　andFert111zer，Cheju，KAMID0Uz0N0A，F　IsHIDA，

　　DARMAwAN，and　T　WAKATsUKI，pp37－50．1997．

1O．Degenerat1on　of　paddy　s011s　dunng　the　period

　　1967－1995mBang1adesh　ALIMM，SM　SAHEED，

　　T　NAGANAwA，and　T　WAKATsUKI，Idem，pp51－63．

　　1997．

11．Ethnopedo1ogy　and1nd1genous　farm1ng　systems

　　of　Ikwo　and　Iz1，N1gena　IsHIDA　F，A．KAMr

　　D0Uz0N0，and　T　WAKATsUKI，Ide叫pp103－113．

　　1997．

1Z　Enhancement　and　contro1of　the　funct1ons　of　s011

　　resources　for　b1ogen1c　wastewater　treatment　by

　　mu1t1s0111ayer1ng　method　TAHIR　Y，T　HARADA
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　　and　T　WAKATsIKI　Idem，pp241－252．1997

1＆Wastewatertreatmentstudyusmgthemu1t1－s011－

　　1ayenngsystem　ATTANANDANA　T，B　SAITTHITI，S

　　TH0NGpAE，S　KRITApIR0M　and　T　WAKATsUKI，

　　Idem，pp417－426．1997．

14．　SPac1a1d1str1but1on　of　trees　and　s011edaph1cs

　　status　m　trop1ca1ram　forest1n　West　Sumatra，

　　Indonesia　MAsUNAGA　T．，D．KUB0TA，M．H0TTA，

　　and　T　WAKATsUKI，Idem，pp444456．1997

15．Nutr1t1ona1charactenst1cs　ofmmera1e1ements　m

　　1eavesoftreespec1es1ntrop1ca1ra1nforest，West

　　Sumatra，Indones1a　MAsUNAGA　T，D　KUB0TA，M

　　H0TTA，and　T　WAKATsUKI，S011Sc1P1ant　Nutr，

　　44：315＿329．1998－

16．Mmera1compos1t1on　of1eaves　and　barks　m

　　a1ummun　a㏄umu1ators1n　a　trop1ca1ra1n　forest

　　m　Indonesia　MAsUNAGA　T，D　KUB0TA，M　H0TTA

　　and　T　WAKATsUKI，Idem，4盈347－358．1998

1τSpac1a1d1stnbut1onpattemoftreesmre1at1onto

　　so11edaph1cstatusmtrop1ca1ramforest1nWest

　　Sumatra，Indones1a　I　D1stnbut1on　of　accumu1a－

　　t0L　H0TTA　M，Y　SHINMURA　and　T　WAKATsUKI，

　　Trop1cs，7：209－222．1998

1＆Ind1genous　r1ce－based1ow1and　farmmg　systems

　　ofNupe，Nigena．IsHIDAF，AKAMID0Uz0N0and

　　T　WAKATsUKI，Japanese　J　Trop1ca1Agncu1ture，

　　42（1）：18－28．1998．

1乱Usmg　po1yo1ef1n－coated　urea　m　m1and　va11ey　s011s

　　ofWest　Afr1ca　FAsH0LA　OO　and　T．WAKATsUKI，

　　肋　16肋Wor1d　Congress　of　S011Sc1ence，

　　Sympos1um　No14，”Matchmg　fert111鴉rs　to　crop，

　　pasture　and　tree　demands　1n　sustamab1e

　　agrosystems”，Summanes，且285and　CD－ROM

　　pub11cat1on：pp1－7，CIRAD，Montpe111er，France，

　　1998．

2αPedosphare　eco1og1ca1eng1neer1ng　enhancement

　　and　contro1of　the　funct1ons　of　s011resources　for

　　b1ogen1c　wastewater　treatment　by　mu1t1s011

　　1ayemg　methods　TAH眠Y　and　T　WAKATsUKI，

　　Idem，Sympos1um　Nα21，Durab1e　management

　　of　wastewater　and　sewage　s1udge　m　agricu1ture，

　　Thoughts　on　the　evo1ut1on　of　the　nsk　concept，

　　Summar1es，亙．432，CD－ROM　pub11cat1ons　pp1－5．

　　1998．

21。

22．

1
。

2
。

a

SPat1a1　d1str1but1on　of　tree　spec1es　and　s011

edaph1c　status　m　trop1ca1ram　forest1n　West

Sumatra，Indones1a　MAsUNAGA　T，D　KUB0TA，

and　T　WAKATsUKI，Idem，Symposium　Nα33，

Susta1nab111ty　of　s011fert111ty　under　forests　and

1nd1cators　to　measure　s011changes　Summaries，

碧：617，CD－ROM　pub11cat1on，pp1－7．1998

Ethnopedo1ogy　and　md1genous　farmmg　systems

ofIgboandNupe，N1ger1a　IsHIDAF，A
KMID0Uz0N0，　and　T　WAKATsUKI，　Idem

Sympos1um　No45，Attetudes　to　s011care　and

1and　use　through　human　h1story　summanes碧

815，CD－ROM　pub11cat1ons，pp1－5．1998．

　　　　　　　　〔学会発表〕

GISを利用した流域管理一清明川を例として一，相

崎守弘，松重夫、三浦真吾，第32回日本水環境

学会年会講演集，p．58，199＆

中海本庄工区の水質特性，相崎守弘，秋葉道宏，日

本陸水学会第63回大会講演要旨集，皿203，199＆

里山と棚田からアフリカと地球環境の再生を展望す

る．若月利之，公開シンポジウム「日本の里山とア

フリカ⑧地球環境」，JICA／島根大学／ガーナ作物研

究所，研究協カプロジヱクト「農民参加によるアフ

リカ型谷地田集水域の環境保全型総合開発」発足記

念，島根大学，199τ

4森と水田のアフリカ型エコテクノロジーの可能性

　若月利之，京都大学アフリカ地域研究センターシン

　ポジウム「アフリカ在来農業の可能性」，京都，

　1998。

臥　Nutritiona1　characteristics　of　tree　species　in

　trop1ca1ra1n　forest　in　West　Sumatra　N1trogen

　and　carbonstat帆HERMANsAH⑧増永二之竃堀田

　満⑧若月利之、日本土壌肥料学会講演要旨集，第

　44集，大阪府立大学，堺雪p．110，199＆

a

7
田

＆

Nutnt1ona1　charactenst1cs　of　tree　spec1es　1n

trop1ca1ra1n　forest　in　West　Sumat峨Mmera1

comPOs1t10nmbarksamP1esUsHERW⑳増永二
之⑧堀田満⑧若月利之雪同上，皿110，199＆

インドネシア西スマトラ熱帯雨林樹木種の栄養特性一

土壌養分環境との関わり．増永二之竃久保田大輔⑧

HERMANsA肝WUsHER⑧堀田満⑧若月利之事同上、

叫111，199＆

S011sofmaエorwet1andm　WestAfr1ca　Eco1og1ca1
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　　miuences　on　m1cronutnent1eve1s　and　d1str1bu－

　　t1on　BURI　MM　and　T　WA鮎TsUKI，同上，p122

　　1998．

臥動的土壌生成学一生成と侵食のダイナミックパラン

　　スの重要性若月利之，同上，P123，199＆

1α西スマトラ州，アナイ川集水域上流部，アイルアン

　　ゲ村の土壌特性⑧人⑧景観に関する研究上堂園明⑧

　　石田（藤間）英子⑧DARMAwAN⑧若月利之，同上，

　　p．126．　1998．

11．ナイジェリア中部⑧ヌペの土壌区分とその特性石

　　田（藤間）英子⑧上堂園明⑧若月利之，同上P126，

　　199＆

12．農業的土地利用による土壌理化学性の変化一茶園と

　　それをとりまく土壌環境。端郁也⑧植田尚文⑧若月

　　利之，同上，P．130，199＆

13．Prob1ems　and　v’ar1at1ons　m　s011fert111ty1eve1s

　　assoc1ated　w1th　m1t1a1Sawah　deve1opment　m

　　m1and　va11eys　of　West　Afr1ca　DEKYI　S．and　T

　　WAKATsUKI，d1tto，p139．1998

14．Water　chem1stry　of　po1yo1efm　coated　urea1n

　　sandy　s011（Masa　tsuch1）FAsH0LA　OO　and　T

　　WAKATsUKI，d1tto，p．172．1998

15．西スマトラ州熱帯多雨林の樹木種の多様性を支える

　　土壌環境（第5報）．久保田大輔⑧増永二之⑧若月

　　利之，同上，P．221，199＆

1a西アフリカにおげる環境保全型総合農村開発の試み

　　若月利之，国際地域開発学会シンポジウム「サブサ

　　ハラのアフリカの農業農村開発」，東尿，199＆

1τ西スマトラ熱帯雨林における樹木の栄養特性増永

　　二之⑧W．UsHER⑧HERMANsAH⑧久保田大輔⑧堀田

　　満畿若月利之，第8回日本熱帯生態学会大会講演要

　　旨集，北海道大学，札幌，199＆

18．S011qua11ty　character屹at1on1n　re1at1on　to　tree

　　spec1es　d1vers1ty1n　trop1ca1ram　forest，West

　　Sumatra，Indones1a　KUB0TA皿，TMAsUNAGA，and

　　T　WAKATsUKI，In16山Wor1d　Congress　of　S011

　　Sc1ence，Sympos1um　No11，”B1od1vers1ty　and　s011

　　funct1omng”Summanes且　208，Montpe111er，

　　France，1998．

岨多機能性無機水質浄化材による浄化槽処理水の殺菌

　　と水質改善。佐藤利夫亀砂山俊二⑧鈴木　喬⑧大久

　　保彰，第11回全国浄化槽技術研究集会講演要旨集多

　　p85－92，　199τ

2㏄銀胆時アパタイトによる水中微生物の殺菌⑧不活性

　　化砂山俊二⑧佐藤利夫⑧小野寺嘉郎、無機マテリ

　　アル学会第95回学術講演会要旨集，p58－59，199τ

21。銀胆時テニオライトによる水中微生物の殺菌⑧不活

　　性化砂山俊二⑧佐藤利夫⑧小野寺嘉郎，無機マテ

　　リアル学会第96回学術講演会要旨集雪叫62－63．

　　1998．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．Record　of　d1scuss1ons　between　the　Japanese

　　Imp1ementation　Survey　Team　and　the　Autho－

　　r1t1es　concemed　of　the　Govemment　of　the

　　Repub11c　of　Ghana　on　the　Japanese　Techn1ca1

　　Cooperat1on　for　the］omt　study　pro］et　on’’The

　　Integrated　Watershed　Management　of　In1and

　　Va11eysmtheRepub11cofGhana”WAKATsUKIT，

　　WSALHAssAN，AYATsUBAYAsHI，OBHEMENG，and

　　WAD0TE，Accra，p1－14．1997

2。ガーナ共和国⑧研究協力「農民参加によるアフリカ

　　型谷地田総合開発実施協議調査団報告書」．若月利

　　之⑧藤原勉⑧増田美砂⑱田中香織，国際協力事業団，

　　ppユー88．　1997．

aアジァ的水田が西アフリカの農業と環境を救う。若

　　月利之⑧新村義昭，カーナ研究協力「農民参加によ

　　るアフリカ型谷地田総合開発」，JICA　News，No

　　295．　19970

4土壌圏の生態工学の試み：多段土壌層法による土壌

　　資源の汚水浄化機能の強化と制御システムの開発．

　　若月利之（代表），RITE優秀研究企画平成9年度

　　研究成果報告会，要旨集，皿8ト89，199τ

a生物系排水の多段土壌層式局度処理及び循環システ

　　ムの開発。若月利之（代表），平成7－9年度科学研

　　究費補助金（基盤研究B2）研究成果報告書，pp1－

　　104．　1998．

aサバンナの伝統農業と調和する水田農業とアグロフォ

　　レストリーに関する実証的研究、若月利之（代表）多

　　平成8－9年度科学研究費補助金（国際学術研究一学

　　術調査）研究成果報告書，p臥1－176，199＆

τサハラ以南アフリカに地球と日本再生の夢を見る。

　若月利之，世界の農林水産，5月号，叫2－3，。199＆

＆根据多段土壌層法的処理．白松松重⑧若月利之雪増

　永二之，第2回中日上海環境保護決策和技術交流会

　論文集，p叫77－81，199＆

臥ゼオライト水耕法の処理特性に及ぼす滞留時間の影

　　響。細田真由美，秋葉道宏，相崎守弘，日本水処理

　生物学会誌，1736，199τ
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10。有機汚濁化した底泥の硫化物生成速度に及ぼす底生

　　動物の影響．秋葉道宏，横山幸典，今岡務，日本水

　　処理生物学会誌，1760，199τ

11．紙パルプ産業の個々のプロセスにおける現状の物質

　　フローの解析，秋葉道宏，相崎守弘，西村修，文部

　　省科学研究費重点領域研究‘6ゼロエミッショゾ’平

　　成9年度研究成果報告，p皿34－35，199＆

12。紙パルプ排水処理施設の個々のプロセスにおける水

　　質浄化性能の現状。秋葉道宏，浪越淳，相崎守弘，

　　西村修，第6回資源環境連合部会研究発表会講演要

　　旨集，108－111，199＆

岨A　Study　on　Phosphorus　and　N1trogen　Remova1

　　from　Secondan1y　Treated　Sewage　by　Zeo11te

　　Hydropon1cs　of　F1ower　P1ant－Effect　of　the

　　GrowthofImpat1enson　TreatmentPerformance

　　AKlBA　M，M　Hos0DA，M　AIzAK1，大韓環境工学会

　　論文抄録集，叫593－597，199＆

　　　　　　生命工学科

Department　of　Life　Science
　　　and－Biotechno1ogy

応用生命工学

　　App1ied　Bioscience　and　B1otechno1ogy

松　田　英幸　　⑧

H1deyuk1MATsUDA
横　田　一　成　　⑧

Kazush1ge　Y0K0TA

長　屋　　　敦　　⑧

Tsutomu　NAGAYA

西　村　浩　二

Koh〕1NIsH㎜URA

澤　　　嘉　弘

Yosh1h1ro　SAwA

川　向　　　誠

Makoto　KAwAMUKAI
田　中　克　典

Katsunon　TANAKA

教授　松田　英幸（H1deyuk1Matsuda）

　微生物の優れた機能を遺伝子レベル等で解明し，その

応用を目指している．新微生物のキトサン等を分解する

酵素の遺伝子の構造解析と，変異導入他により有用機能

を付与した酵素の分子設計や，遺伝子工学によるキトサ

ナーゼ等有用物質の生産制御，海藻粘性多糖類の抗菌，

免疫強化活性の解明とその応用等，機能性多糖に関する

糖鎖及び蛋白工学的研究を，共同，分担で進めている．

教授　澤　景弘（Yoshih1ro　Sawa）

　微生物竃藻類由来のアミノ酸代謝とりわけ窒素代謝に

関与する酵素群（グルタミン合成酵素，アミノ酸脱水素

酵素，トランスアミナーゼ）の構造⑧機能相関の解明と

これらの酵素の特性（熱安定性，基質特異性）をタンパ

ク質工学の手法を用いて改変し，アミノ酸生産，アミノ

酸⑧ケト酸定量等への応用を目指している。

教授　横田　一成（Kazush1ge　Yokota）

　細胞の活性化や抑制等に関与する細胞情報伝達物質の

うち，リン脂質関連物質やエイコサノイドの生合成や代

謝反応系，さらにそれらの細胞応答での発現調節に関す

る生化学的および分子細胞生物学的研究を行っている。

アラキドン酸カスケード反応を食晶由来成分や医薬成分

で調節できれば，ヒトの健康に望ましいエイコサノイド

の生成バランスに制御できる可能性がある。
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教授　川向　誠（Makoto　Kawamuka1）

　分裂酵母の細胞周期を調節するシクナル伝達系の解析

をテーマとし，現在cAMP経路やRas－MAPキナーゼ

経路の新たな制御遺伝子，その産物の機能解析を進めて

いる。これとは別に，電子伝達系の構成成分であるユビ

キノンの生合成経路の遺伝子解析，生産性の向上および

抗酸化物質としての役割について研究している。

助教授　長屋　敦（Tsutomu　Nagaya）

　脂肪酸に酸素を添加するリポキシゲナーゼ（LOX）

は，動植物において広く存在し重要な情報伝達系に関わっ

ている。このLOX酵素蛋白質の反応特性と構造の関係

の解析を遺伝子工学的にキメラ酵素を作製するなどして

行っている。また，植物細胞におけるLOXの発現の調

節についてジャスモン酸などとの関連の研究を行ってい

る。

助教授　田中　克典（Katsunor1Tanaka）

　高等真核生物のモテル系として非常に優れている分裂

酵母を材料にして，染色体DNA複製開始に重要な働き

を果たすORC複合体を細胞周期制御との関連を中心に

研究している。また，染色体DNA分配やテロメアの長

さの制御に関与するユビキチン様ファミリータンパク質

の機能解析を行っている。

助手　西村　浩二（Kohj1N1shmura）

　アラキドン酸代謝の食餌因子による制御の研究を動物

培養細胞を用いて免疫工学的手法⑧分子細胞生物学的手

法を用いて行っている。また内分泌撹乱物質の作用機序

の解明と内分泌撹乱物質の作用を抑制する物質を食餌因

子から探索する研究も行っている。アポトーシスの誘導

を食餌因子により制御して癌の抑制や癌の予防への応用

を指向している．

　　　　　　　　　　　　〔著書〕

1．Mod1f1cat1on　of　membrane　phospho11p1ds　w1th

　n－6and　n－3essent1a1fatty　ac1ds　regu1ates　the

　gene　express1on　of　prostag1and1n　endoperox1de

　synthase1soforms　upon　agon1st　st1mu1at1on

　YOKOTA，K，K　TSURUHAMI，and　K
　TAKINAMI　　Essent1a1　Fatty　Ac1d．s　and

　E1cosan01ds，ed　by　R　A．RIEMERSMA，et　a1

　AOCS　Press，Champa1gn，68－73pp1998

2．Mod1f1cat1on　of　membrane　phospho11p1ds　w1th

　n－6and　n－3　essent1a1fatty　ac1ds　and　regu1at1on

　of　arach1donate　cascades　m　cu1tured　Madm－

　Darby　canme　k1dney　ce11s　YOKOTA，K，T

　MORISHIMA，K　KANAUMI，K．TSURUHAMI，

　T．KISHIMOTO，and　K　TAKINAMI　Advances

　mB1otechno1ogy，edbyAPANDEY
　Educat1ona1Pub11shers＆　D1stnbutors，New

　De1h1331－349pp1998

a分裂酵母のシクナル伝達系．川向　誠，遺伝子の構

　造と機能（駒野徹　編）学会出版センター、87－96

　　　1998

4．酵母の染色体複製開始機構．田中克典，遺伝子の構

　造と機能（駒野徹　編）学会出版センター，45－54

　　　1998

1
。

2。

3
。

4。

　　　　　　　　　　〔論　文〕

C1on1ng　of　the8d8λ　gene　encoding　so1anesy1

d1phosphate　synthase　from　　亙〃odo6αo肪

oα抄8〃α肋8　and　1ts　funct1ona1　express1on　1n

E8cんθηo肋α　ooκ　and　Soooんα仰o㈹μoθ8　0θ昭〃z8zαθ

OKADA，K，Y　KAMIYA，X　F　ZHU，K．SUZUKI，

K　TANAKA，T　NAKAGAWA，H．MATSUDA
and　M．KAWAMUKAI．J．Bacterio1。，179：5992－

5998．1997

　Gerany1　gerany1　pyrophosphate　synthase

encoded　by　the　new1y1so1ated　gene　GGPS6from

λ湖6〃oψ鮒肋α肋πα1s1oca11鴉d　in　m1tochondna

ZHU，XF，K　SUZUKI，T　SAITO，K．OKADA，K

TANAKA，T　NAKAGAWA，H　MATSUDA　and
M　KAWAMUKAI　P1ant　Mo1Bio1．35331－341．

1997

Mo1ecu1ar　c1onmg，nuc1eot1de　sequencmg，and

regu1at1on　of　the　o肋λ　gene　encod1ng　one　of

ch1tmases　from肋彪ω6αoθグsp　G－1．PARK，J　K

T　OKAMOTO，Y　YAMASAKI，K　TANAKA，T

NAKAGAWA，M　KAWAMUKAI　and　H
MATSUDA　J　Ferment　B1oeng84493－501．1997

Ident1f1cat1on　of　a　CAP　（adeny1y1cyc1ase－

assoc1ated　protem）　homo1ogous　gene　from

ムθ〃玄閉〃89δodθ8and1ts　funct1ona1conservat1on

w1th　yeast　CAPs　Zhou，G　L　K　TANAKA，T

NAKAGAWA，　H．　MATSUDA　and　M．
KAWAMUKAI　M1crob1o1ogy，144　1085－1093．

1998．
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5Mo1ecu1ar　c1on1ng　and　mutat1ona1ana1ys1s　of　the

　dゐA　gene　encod1ng　decapreny1d1phosphate

　synthase　from　　α〃oo〃o6αo肪　　8肋o理μo〃s

　OKADA，K．，T　KAINOU，K．TANAKA，T．

　NAKAGAWA，　H　MATSUDA　and　M
　KAWAMUKAI　Eur　J　B1ochem，255（1）52－59．

　1998
a　B1o1og1ca1s1gn1f1cance　of　the　s1de　cha1n1ength　of

　ub1qumone1n　Sαoo肋㈹榊μcθ8c伽ω棚αθ．OKADA，

　K，T　KAINOU，旺　MATSUDA　and　M．
　KAWAMUKAI　FEBS　Lett，431241・244．1998

7．Cyste1ne　uptake　for　a㏄umu1at1on　of　g1utath1one

　by　the　cyanobacter1um　S幽θoんo㎎s娩　stram

　PCC6803．　SUGINAKA，　K．，　KYAMAMOTO，

　HASHIDA，YKONO，YSAWAandH　SHIBATA，
　B1osc1B1otechno1B1ochem，艶424－428．1998

8．　Crysta111zat1on　of　the　a1an1ne　dehydrogenase

　from肋o榊棚〃物Z妙〃刎例　SSEDELINKOVA，

　S，DWRICE，HSHIBATA，YSAWA　and
　PJ　BAKER，Acta　Cryst　⑰54407－408．1988

臥　Ana1ys1s　of　the　structure　and　substrate　b1ndmg

　of　P物oη物zδ吻例Zα抄zδθ〃刎a1an1ne　dehydrogenase

　BAKER，PJ，YSAWA，HSHIBATA，SE．
　SEDELNIKOVA　and　DWRICE，Nature　struc－

　tura1b1o1ogy45561－567．1988

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．Mod1f1cat1on　of　membrane　phospho11p1ds　w1th

　n－6and　n－3essent1a1fatty　ac1ds　and　regu1at1on　of

　arach1donate　cascades　m　cu1tured　Madin－Darby

　canme　kidney　ce11s　　YOKOTA，　K，　T

　MORISHIMA，K　KANAUMI，K　TSURUHAMI，

　and　T　KISHIMOTO，Internat1ona1Conferenceon

　Front1ers　in　B1otechno1ogy，Noyember26－29，

　Tr1vandrum，Ind1a，Abstract，p48－49．1997

2。必須脂肪酸による細胞膜リン脂質の修飾とII型シ

　　クロオキシゲナーゼアイソフォーム遺伝子の発現調

　節，横田一成⑧鶴喰寿孝竃長屋敦⑧地阪光生⑧

　滝波弘一ぎ日本農芸化学会誌，72，187．1998

3．Mad1n－Darbyイヌ腎臓細胞株の膜修飾でのn－6及

　びn－3系列必須脂肪酸の用量依存性と必須脂肪酸代

　謝浜口剛生⑧長屋　敦⑳地阪光生⑧滝波弘一⑧横

　田　成，同，72，177．1998

4オイルボディ表層膜タンパク質の機能とリパーゼ作

5
。

6
。

7
．

＆

用，岡田忠倫⑧長屋　敦⑧横田　成⑧滝波弘一，同，

72，　123．1998

ダイズ種子及びトウフのオイルボディ，滝波弘一⑧

小林健治⑧地阪光生⑧長屋敦⑧横田一成⑧新谷浩

介⑧原安夫，日本食晶科学工学会第45回大会

1998

トウフ製造用水としての電解機能水の有効性，小林

健治⑧滝波弘一⑧地阪光生⑧長屋敦⑧横田成⑧新

谷浩介亀原　安夫，同，1998

λ湖肋doゆ8zs励α肋伽のGGPPsynthaseの1っは

ミトコンドリアに局在する，朱　旭募⑧岡田憲典⑧

斉藤武⑧田中克典⑧中川強⑧川向誠⑧松田英幸，

日本生物工学会大会講演要旨集，p36．1997

シイタケo妙遺伝子ホモログのクローニング，周

国雷紬宍戸和夫⑧川向　誠⑧中川　強⑧田中克典⑱

松田英幸茅日本農芸化学会西日本支部大会講演要旨

集，叫20．1996

臥大腸菌オクタプレニルニリン合成酵素（IspB）は

　　生育に必要である，峰平勝⑧岡田憲典⑧戒能智宏総

　　中川　強⑧田中克典⑧川向　誠⑧松田英幸，日本農

　　芸化学会西日本⑧関西支部合同大会およびシンポジ

　　ウム講演要旨集，叫31．1997

1α海藻多糖類食晶の大腸菌0157に対する抗菌活性

　　にっいて，矢倉美代⑧三木康成⑧木村隆之⑧田中克

　　典⑧中川　強⑧川向　誠⑧松田英幸，同，叫89．

　　1997

11。

1z

13。

14

キノコ由来のCAPの解析とそれに相互作用する因

子の検索，山本孝治⑧周　国雷⑧田中克典⑧中川

　強⑧松田英幸雪川向　誠，第15回YEAST
WORK　SHOP講演要旨集，p18．1997

分裂酵母のLaホモログとRasシグナル伝達系雪和

久利智美⑧梅田　真⑧田中克典⑧中川　強⑧松田英

幸⑧川向　誠，同，皿19．1997

出芽酵母0RC5遺伝子と相同性を持っ分裂酵母遺

伝子の解析，辻井良政⑳村上洋太⑧田中克典、同，

皿20．1997

分裂酵母Orp5pと相互作用する因子の単離と解析，

二室孝子⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠⑧田中克

典，同，皿21．1997

1a　Sクo物肋ars　bmd1ng　prote1n1（Abp1）1s1nyo1ved

　　m　both　DNA　rep11cat1on　and　chromosome　segre－

　　gat1on，Y　MURAKAMI，and　K　TANAKA　The

　　3rd　UK－Japan　Ce11Cyc1e　Workshop　Ce11Cyc1e

　　Meetmg　Abstract，p70．1997
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岨Genet1c　ana1ysls　of　the　mutants　that　bypass　the

　　ras　def1c1ent　phenotype1n　So肋るosαooんo”o〃妙oθ8

　　クo肋θKAWAMUKAI，M，M　UMEDA，F　OZOE，

　　S　KATAYAMA，　K　TANAKA，　and　H
　　MATSUDA同，皿73．1997

17．　Ident1f1cat1on　and　character1zat1on　of＆カo閉6θ

　　○ゆ5＋gene　c1ose1y　re1ated　to∫　oθ昭〃zszαg　ORC5，

　　K　TANAKA，F　MATSUNAGA，　and　Y
　　MURAKAMI同，p84．1997
18。出芽酵母0RC5遺伝子と相同性をもっ分裂酵母遺

　　伝子の解析，田中克典⑧松永藤彦⑧村上洋太，日本

　　分子生物学会年会講演要旨集，p245．1997

1軌広宿主域プラスミドRSF1O1OのDNA複製開始因

　　子RepCタンパク質の作用機構，奥田兀美⑧増井克

　　彦⑧中山大介⑧酒井　裕⑧田中克典⑧駒野徹，同，

　　p．251．1997

20。ルα肋o卿8の新規GGPPsynthase（GGPS6）は

　　ミトコンドリア局在型酵素である。岡田憲典⑧朱

　　旭募⑧鈴木謙吾⑧斉藤武⑧田中克典⑧中川　強⑧川

　　向　誠⑧松田英幸，同，p337．1997

21．シロイヌナズナサイクロフィリン遺伝子の発現解析，

　　斉藤　武⑧芦田裕之⑧田中克典⑧川向　誠⑧松田英

　　幸⑧中川強，同，皿380．1997

2Z分裂酵母の新規なユビキチン様因子Pmt3タンパク

　　質の解析，西出純子⑧村上洋太⑳田中克典，同，

　　p－426．　1997

2＆分裂酵母㈱結合タンパク質Abp1はDNA複製と

　　染色体分配に関与する，村上洋太⑧田中克典，同，

　　p．427．1997

24　シイタケムθdo伽80妙ホモログ遺伝子の単離と酵

　　母での発現，周　国雷⑧宍戸和夫⑧宮崎安将⑧中川

　　　強⑧田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p451．

　　1997

25。分裂酵母の㈱1欠損株の胞子形成不能を回復させ

　　る81α1遺伝子の解析，梅田　真⑧和久利智美⑧田

　　中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑳川向　誠，同，

　　p．451．1997

2a　シロイヌナスナ気孔形成変異株の単離および解析，

　　武内洋志⑧蛯原桃恵⑧田中克典⑧川向　誠⑧松田英

　　幸⑧芦田裕之⑧中川強，同，p471．1997

27．大腸菌オクタプレニルニリン酸合成酵素の部位特異

　　的変異導入による鎖長変化と温度感受性株の解析，

　　戒能智宏竃岡田憲典⑧田中克典⑧中川　強⑧松田英

　　幸⑧川向誠，，同，叫653．1997

2＆分裂酵母の新規ユビキチン様タンパク質，西出純子⑧

　　藤本康洋⑧川向誠⑧中川　強⑧松田英幸⑧田中克

　　典，日本農芸化学会会誌講演要旨集，72．17．1998

29．分裂酵母のPHB－po1ypreny1d1phosphate
　　transferase遺伝子の解析，内田尚徳⑧岡田憲典⑧

　　戒能智宏⑧鈴木謙吾⑧田中克典⑧中川　強⑧松田英

　　幸⑧川向　誠，同，72：26．1998

3α様々なイソプレノイド側鎖長を持つユビキノンの出

　　芽酵母内での合成，戒能智宏⑧岡田憲典⑧峰平勝⑧

　　田中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠，，同，

　　72：26．　1998

31。〃碗脇6α6肪o肋os伽o肋z伽83001由来キトサナー

　　ゼの変異導入による活性部位の検索，下野久美子⑧

　　立石美和⑧太田ゆかり⑧田中克典⑧中川　強⑧川向

　　　誠⑧松田英幸，72137．1998

32．キトサナーゼを生産する肋肋功αo肪
　　○肋08απo肋肋8菌の分類上の位置づけと類縁菌

　　の検索，朴　齊穫⑧下野久美子⑧松尾安浩⑧太田ゆ

　　かり⑧田中克典⑧中川強⑧横田明⑧川向誠⑧

　　松田英幸，同，72137．1998

3a分裂酵母のCapと相互作用する因子の検索，山本

　　孝治⑧周　国雷⑧田中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑧

　　川向　誠，同，72：226．1998

34分裂酵母のRasシグナル伝達系の下流に位置する

　　s1a1遺伝子，和久利智美⑧梅田　真⑧田中克典⑧

　　中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠，同，72226．1998

3a分裂酵母のRas1シグナルを負に抑制する㎜d25遺

　　伝子，尾添富美代⑧尾則美穂⑳田中克典⑧千菊夫⑧

　　中川　強亀松田英幸竃川向　誠，同，72227．1998

36。〃挑脇肋o柳o肋08脇o肋物83001が生産するキ

　　トサナーゼ（Cho）の機能部位の解析，下野久美子⑧

　　立石美和⑧松尾安浩⑧朴齊樫⑧太田ゆかり⑧中川

　　　強⑧田中克典畷川向　誠鰯松田英幸，キチン⑳キ

　　トサン研究，4：186－187．1998

37．

3＆

39。

Ident1f1cat1on　of　CAP（adeny1y1cyc1ase　assoc1－

ated　protem）homo1ogous　gene　from　mushroom

and1ts　funct1ona1express1on1n　yeast　Zhou，G∵L，

and　M　KAWAMUKAI，Yeast　Genet1cs　and

Mo1ecu1ar　B1o1ogy　Meetmg　Abstract，p．115．1998

分裂酵母のユビキチン様因子による蛋白質修飾機構，

西出純子⑧西智子⑧田中克典，第31回酵母遺伝学

フォーラム講演要旨集，叫8．1998

分裂酵母のByr2シグナルを負に抑制するRad24

及びRad25，尾添富美代⑧黒川留美紬恵良綾野⑧
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　　田中克典⑱中川　強感松田英幸⑧川向　誠，同，

　　p－24．1998

40．分裂酵母の2っのCENP－BホモログAbp1とCbh

　　は重複した機能を持つ，村上洋太⑧J－KLEE　J

　　HURWITZ⑧田中克典，同，p49．1998

41．分裂酵母Orp5タンパク質の解析，加藤太陽⑧松永

　　藤彦⑧村上洋太⑧田中克典，同，p52．1998

42．　　Compartmentat1on　　of　gerany1gerany1

　　d1phosphate　poo1s　inλ㈹6〃ψ8zs　OKADA，K，T

　　SAITO，T　NAKAGAW　and　M　KAWAMUKAI
　　16th　Intemat1ona1Conference　on　P1ant　Growth

　　Substances；ABSTRACT，1998

43．Orp5，a　subun1t　of　f1ss1on　yeast　ORC，1s　mv’o1ved

　　m　the　m1t1at1on　of　DNA　rep11cat1on　and　the

　　rep11cat1on1nh1b1t1on　checkp01nt，F

　　MATSUNAGA，K　TANAKA，H．KATOH，Y
　　MURAKAMI　Co1d　Spr1ng　Harbor　Laboratory

　　Sympos1umonDynam1cOrgan1zat1onofNuc1ear

　　Funct1on　Meet1ng　Abstract　p176．1998

44。〃挑ω助oo柳o肋08伽o肋肋伽83001及び新規キト

　　サナーゼ生産株の系統学的位置づけ，松尾安浩⑳朴

　　　齊灌⑳下野久美子⑧太田ゆかり⑧田中克典⑱中

　　川強⑧横田明⑧川向誠⑧松田英幸，日本生物

　　工学会大会講演要旨集，p163．1998

伍大腸菌度Cu／Zn－SODの機能解析，尾長谷　真⑧角

　　田真弓⑧芦田裕之⑧河野泰久⑧柴田均⑧澤嘉弘，

　　日農化誌（西日本支部⑧関西支部合同支部大会），

　　72：p，269．1998．

46．　A1anme　dehydrogenase　from　cold－adapted

　　manne　bacter1a　gene　c1on1ng　charactenzat1on

　　and　homo1ogy　mode1construct1on　GALKIN，A，

　　L　KULAKOVA，H　ASHIDA，Y　SAWA，N
　　ESAKI，日本農芸化学会講演要旨集，囎88．1998

4τアラニン脱水素酵素の基質結合性アミノ酸残基の解

　　析，芦田裕之⑧丸山　亮⑧中川　強亀河野泰久⑧柴

　　田均⑧澤嘉弘，同，7碧：335．1998．

48．アラニン脱水素酵素のX線結晶構造解析，

　　BAKERPJ，DRICE，芦田裕之⑧柴田　均⑧澤

　　嘉弘，日本生化学会要旨集，附740，198＆

4乱Homo1ogy　mode1based　structura1companson　of

　　two　psychrotroph1c　a1anme　dehydrogenase　w1th

　　the1r　most　evo1ut1onary　c1ose　mesoph111c　and

　　thermoph111c　counterparts　　GALKIN，　A，

　　LKULAKOVA，HASHIDA，rSAWA，NESAKI

50。

51。

　同，7⑪：828．1988。

ラン藻アラニン脱水素酵素の部位特異的変異酵素の

解析，丸山　亮⑧芦田裕之⑧中田大嘉⑧柴田　均⑧

澤嘉弘，同，70：1025，198＆

好冷菌由来アラニン脱水素酵素の補酵素特異性の改

変，芦田裕之⑧AGALKIN，LKULAKOVA，中川

　強⑧柴田均⑧江崎信芳⑧澤嘉弘，同，7⑰二
1058．　1988一

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．n－6及びn－3系列必須脂肪酸での膜リン脂質の修飾

　と細胞応答によるシクロオキシゲナーゼアイソフォー

　ム遺伝子の発現調節，横田　成，平成9年度教育改

　善推進経費（旧平成9年度教育研究学内特別経費実

　施計画書）、プロジェクト名称「細胞情報とそれに

　関わる分子認識機構の解明」尾添嘉久代表，1998

2。動物細胞のシグナル伝達系での情報脂質分子の生合

　成機構と食晶機能因子による分子調節，横田一成，

　平成9年度科学研究費補助金実績報告書，基盤研究

　（C）（2），課題番号09660139．1998

a必須脂肪酸の細胞機能と食晶機能に関するライフサ

　イエンス，横田一成，第3回市民フォーラムニバイ

　オサイェンスヘの招待一「いのち」と「食」を考え

　る，招待講演，松江，日本農芸化学会中四国ブロッ

　ク実行委員会，1998

4アラキドン酸カスケード反応に対する食晶及び加工

　食晶由来の脂質成分の細胞内相互作用に関する研究

　横田　成，平成8年度年報，財団法人飯島記念食晶

　科学振興財団，87－91pp，1998

5．大腸菌0157に対する海藻発酵食晶の抗菌性につい

　て，矢倉美代⑧三木康成⑧木村隆之⑧川向誠⑧中

　川　強⑧田中克典⑧松田英幸，特願平9－131629，1－8

　頁，1997．

αシグナル伝達と細胞骨格形成の接点，川向　誠，

　「平成8－9年度科学研究費補助金（基盤研究（C）

　（2）研究成果報告書」課題番号08660410．1998

τ酵母もガンになる？一ガン遺伝子の働きとその制御一，

　川向　誠，第3回市民フォーラム：バイオサイエン

　スヘの招待一「いのち」と「食」を考える，招待講

　演，松江、日本農芸化学会中四国フロック実行委員

　会，1998

＆Method　of　form1ng　ub1qumone－1O，松田英幸劣

　川向誠⑧中川強⑧田中克典，USSN－09／O09．895

　1－35頁，1998．
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9．　B1otechno1ogy　of　ch1tosan　and　1ts　re1ated

　　enzymes　PartVIII，松田英幸，B1otechno1ogy

　　Ut111刎ng　H1gher　P1ants　and　M1croorgamsms，

　　1－49頁，1998．

1α海洋生物資源のバイオテクノロジー，松田英幸，沖

　　縄県もずく生産組合バイオ研究会，1－4頁，1998

生命惰報工学

　　B1omo1ecu1ar　and　B1oinformat1on　Sc1ence

松井佳　久
Yosh1h1sa　MATsUI

柴　田　　　均

H1tosh1SHIBATA

山　本達　之

持　田　和　男

Kazuo　MocHIDA

尾・添一嘉．＿久、、

Yosh1h1sa　Oz0E

地　阪　光　生

Tatsuyuk1YAMAM0T0M1tsuo　JIsAKA

石川孝博⑧池田泉
Takah1ro　IsHIKAwA　　Izum1IKEDA

教授　松井佳久（Yosh1h1sa　Matsu1）

　シクロテキストリンの分子認識機能発現機構を物理化

学および有機化学の手法を用いて研究している。最近は，

NMR法を用いて包接錯体の結合定数や分子構造を解析

し，シクロテキストリンの分子認識機構を解明するとと

もに雪化学修飾によって局度な分子認識能をもつシクロ

デキストリン誘導体を合成し，その酵素類似様の触媒作

用を調べている。

教授　持田和男（Kazuo　Moch1da）

　水圏生態系の基底生物である動植物プランクトンにお

けるケミカルストレス応答機能およびアレロパシー現象

の解析⑧評価を行ってきた。有機リン系殺虫剤の長期低

濃度曝露で発現した交差抵抗性の増大機構解明，および

アレロケミカルスとして分離した細菌産生藻類増殖抑制

物質の作用機構解明を当面の研究課題としている．

教授　柴田　均（H1tosh1Sh1bata）

　活性酸素や酸化窒素化合物は，シグナル伝達機能とと

もに，過剰生産されれは，強い酸化力による生体成分の

酸化障害をもたらす．酸化窒素と活性酸素の共同作用に

よる植物感染防御のメカニズム，抗酸化成分の捕捉能力

評価，さらには酸化チタン触媒反応を介した活性酸素の

生成メカニズムを明らかにし，この活性酸素の生成系を，

殺菌，汚染分子の分解などへの応用を目指している．

教授　尾添嘉久（Yosh1h1sa　Ozoe）

　神経伝達物質受容体やイオンチャネルは，生体情報伝

達を担う分子であると同時に，様々な薬物の作用点でも

ある藺最近は，自らの仮説に基づいて設計⑧合成した分

子や天然生理活性物質をプローブとして用いて，GABA
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受容体，アセチルコリン受容体，オクトパミン受容体の

薬物結合部位の3次元構造⑧性質⑧機能を明らかにしよ

うとしている。受容体側からのアプローチも進行中であ

る．

助教授　山本達之（Tatsuyuk1Yamamoto）

　タンパク質の立体構造が決定される根本原理を解明す

るためには，さまざまな分光学的手法を組み合わせてタ

ンパク質のフォールディング過程を研究する必要がある．

現在は疎水性部位への包接化合物の結合により熱安定性

が低下したタンパク質のフォールティンク過程の解析，

また芳香族アミノ酸と包接化合物との結合定数の温度変

化の解析などをテーマに研究を行っている。

助教授　地阪光生（M1tsuo　J1saka）

　生体内脂質は，局度に制御された種々の酸化反応を通

じて様々な生理活性物質へと変換される。また，これら

の反応を司る酵素の発現および活性は，生理状態に応じ

てやはり局度に制御されている、脂質の酸化代謝に関わ

る諸酵素の構造⑧機能および発現調節機構争代謝生成物

の同定と生理機能の解析を通じ茅生体が絶妙に酵素を活

用している様子を追及している固

助教授　石川孝博（Takah1ro　Ish1kawa）

　生体は種々の環境ストレスに曝された結果，活性酸素

を生成する．活性酸素によって引き起こされる障害の防

御機構の解明とその応用に関する研究を抗酸化物質アス

コルピン酸を中心に藻類、局等植物、動物を用いて行っ

ている。また活性酸素が関わるストレス応答時のレドッ

クス調節によるシグナル伝達系の解明を目指している。

助手　池田　泉（Izumi　Ikeda）

　これまで，光学活性アレン酸ジエステルのπ面選択性

および合成素子としての有用性に関する研究を行った。

平成10年6月1日より，米国長期出張中である。

　　　　　　　　　　　　〔著書〕

1．生物工学基礎コース，分析⑳計測（猪飼篤編），山

　本達之（分担），丸善出版、東尿，p叫40－60雪199＆

2。赤外分光法（尾崎幸洋編），山本達之（分担）多アイ

　　ピーシー出版，東呆，pp239－250，199＆

　　　　　　　　　　　　〔論文〕

1．Act1ons　of　cyc11c　esters，8－esters，and　amides　of

2
。

3
。

pheny1－　and　pheny1th1ophosphon1c　ac1ds　on

mamma11an　and　msect　GABA－gated　ch1or1de

chame1s　OZOE，Y，K　NIINA，K　MATSUMOTO，

I　IKEDA，K　MOCHIDA，C　OGAWA，A
MATSUNO，M　MIKI　and　K．YANAGI，B1oorg
Med．Chem。，管：73－83．1998．

P1crodendr1n　and　re1ated　terpen01d　antagon1sts

revea1structura1d1fferences　between1onotrop1c

GABA　receptors　ofmamma1s　and1nsects　OZOE，

Y，M　AKAMATSU，T　HIGATA，I　IKEDA，K

MOCHIDA，K　KOIKE　T　OHMOTO　and　T
NIKAIDO，B1oorg　Med　Chem，筍．481－492．1998

Metabo11sm　of　fen1troth1on　m　severa1brack1sh

and　manne蟹oop1anktonspec1es　KASHIWADA，

S，K．MOCHIDA事Y　OZOE　and　T．NAKAMURA
J．Pesticide　Sci”碧墨二308－311．1998．

4．Mo1ecu1arrecogn1t1onofnaphta1ened1carboxy11c

　　ac1dreg101somersbycyc1odextrms，WHTAN，

　N　NIINO，T　ISHIKURA，A　MARUTA，T
　YAMAMOTO，and　Y　MATSUI，Bu11Chem　Soc
　Jpn。，7且，1285－1292．1998．

5．　Characteri逐aiton　of　θ〃一kaurenoic　acid　13－

　hydroxy1ase　1n　stev1o1　b1osynthesis　of　S彪砂zα

　肋脇励脇α6碗o効．KIM．K．K．and　H．SHIBATA，

　Agnc　Chem　B1otech．，螂501－507．1997
6
。 Iron　che1at1on　by　ch1orogen1c　ac1d　as　a　natura1

ant1ox1dan仁　　KONO　Y，　S　KASHINE，　T

YONEYAMA，Y．SAKAMOTO，Y．MATSUI　and
H　SHIBATA，B1osc1　B1otech．B1ochem，鑓．

22＿27．1998

τCysteme　uptake　for　accumu1at1on　of　g1utath1one

　by　the　cyanobactenum8幽θo庖o㎎s漉stra1n　PCC

　6803　　SUGINAKA，　K，　KYAMAMOTO，

　HASHIDA，YKONO，YSAWA　and　HSHIBATA，

　B1osc1B1otechno1B1ochem，鑓424－428．1998

8．Cata1ase　cata1yzes　peroxyn1tnte－med1ated

　　pheno11c　n1trat1on　KONO　Y，T　YAMASAKI，A

　　UEDA　and　H　　SHIBATA，　B1osc1　B1otech

　　Biochem。．，鑓：448－452．1998

9．　Crysta111zat1on　of　the　a1an1ne　dehyd．rogenase

　　from肋o榊棚〃物Z妙z伽〃榊。S　SEDELINKOVA，

　　S，DWRICE，H．SHIBATA，YSAWA　and
　　PJBAKER，Acta　Cryst⑰馳407－408．1988．

1α　Ana1ys1s　of　the　structure　and　substrate　bmdmg
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　　of　P肋o㈹zdzμ刎Zαφzdθ〃閉a1an1ne　dehydrogenase

　　BAKER，　PJ，　YSAWA，　HSHIBATA，

　　SESEDELNIKOVA　and　DWRICE，Nature
　　structura1bio1ogy45：561－567．1988．

11．Mo1ecu1ar　C1onmg　and　Fmct1ona1Express1on　of

　　a　Phorbo1Ester－mduc1b1e8S－L1poxygenase　from

　　MouseSk1nJISAKA，M，RBKIM，WE
　　BOEGLIN，L　B　NANNEY，and　A　R　BRASH　J

　　B1o1Chem，272（39）．24410－24416．1997

　　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。二置換二環式リン酸エステルのラットGABA。レ

　　セプターにおけるアンタゴニスト活性。巨修練⑧尾

　添嘉久⑧深田将生⑧池田泉⑧持田和男，日本農芸化

　学会西日本⑧関西支部合同大会およびシンポジウム

　講演要旨集、叫80，199τ

2。昆虫と哺乳類のGABA受容体におけるアンタゴニ

　　スト結合部位の構造　3D－QSARからのアプローチ．

　　赤松美紀⑧尾添嘉久，日本農薬学会第23回大会講

　演要旨集，p．32，199＆

a二環式チオリン酸エステルの3位にアルキル基を導

　　入するとイエバエGABAレセプターに対して高親

　和性⑧高選択性のアンタゴニストになる。巨修練⑧

　深田将生⑧池田　泉⑧持田和男⑧尾添嘉久，同，

　P．39，199＆

4フェネチルアミン，フェニルオキサゾール，および

　　フヱニルモルホリンのカイコ頭部アデニル酸シクラー

　　ゼに対する作用。中根俊哉⑧青山真登鯵Md．

　Anwar　Arf1en　Khan⑧池田泉⑧持田和男⑧尾添

　嘉久，同，叫48，199＆

5。長期農薬曝露動物プランクトンの耐性変化に関する

　研究，加藤宏昭⑧池田　泉⑧尾添嘉久⑧持田和男，

　　同，皿120．1998．

6．　Cyc11c　pheny1th1ophosphon1c　ac1d　denvat1ves

　　Actions　on　1onotrop1c　GABA　receptors　of

　　mamma1s　and　msects　OZOE，Y　and　K．NIINA，

　Neurotox’98（Intemat1ona1Sympos1um　on

　Progress　　1n　　Neuropharmaco1ogy　　and

　Neurotoxico1ogy　of　Pesticides　and　Drugs），

　Oxford，1998．

7．　　Interact1ons　of　p1crodendnns　and　　re1ated

　terpen01ds　w1th1onotrop1c　GABA　receptors　of

　mamma1sandinsects．　OZOE，Y，M
　AKAMATSU，T　HIGATA，I　IKEDA，K．

8．

9
。

1O。

11。

12．

13。

MOCHIDA，K　KOIKE，T．OHMOTO　and　T．

NIKAIDO，9th　Intemat1ona1　Congress　of

Pest1c1de　Chem1stry－The　Food－Env1ronment

Cha11enge　Book　of　Abstracts　Vo1　1，3A－019，

London，1998．

QSAR　stud1es　of　p1crodendnns　and　re1ated

terpen01ds－Structura1　d1fferences　between

antagon1st　bindmg　s1tes　on　GABA　receptors　of

msects　and　mamma1s　AKAMATSU，M，Y．

OZOE，T　HIGATA，I．IKEDA，K　MOCHIDA，K．

KOIKE　T　OHMOTO　and　T．NIKAIDO，12th

European　　Sympos1um　　on　　Quant1tat1ve

Structure－Act1v1ty　Re1ationsh1ps，　Book　　of

Abstracts，P3，Copenhagen，1998

NMR法によるシクロデキストリン包接錯体の結合

定数測定，松井佳久，Ja1a1uddin　Ahmed，徳永

修一，山本達之，第15回シクロデキストリンシン

ポジウム，東尿，1997。

タンパク質の熱安定性に与えるシクロデキストリン

の包接効果の分光学的研究，山本達之，堀博明，加

藤伸子，松井佳久，第4回「タンパク質立体構造の

構築原理」　ワークショップ，ご島，199τ

アラニン脱水素酵素の基質結合性アミノ酸残基の解

析，芦田裕之⑧丸山亮⑧中川強⑳河野泰久⑧柴

田　均⑧澤嘉弘，日本農芸化学会講演要旨集，囎

335．　1998．

Mo1ecu1ar　c1onmg，funct1ona1express1on，and

mutagenes1s　of　a　phorbo1estennduc1b1e8S－

11poxygenasefrommouseskmJISAKA．M，RB

KIM，W且BOE，GLIN，DSKEENEY，LB
NANNEY，and　A．R　BRASH，E1cosan01ds＆

Other　B1oact1ve　L1p1ds　m　Cancer，In且ammat1on

and　Re1ated　Disease，　5th　Intemat1ona1

Conference，September17－20，La　Jo11a，CA，USA，

Abstract　p29．1997

Inyest1gat1on　of　a　second　15S－1ipoxygenase1n

humans　and1ts　mduc1b111ty　m　ep1the11a1t1ssues，

BRASHAR，MJISAKA，WEBOEGLIN，MS．
CHANG，D，S　KEENEY，L　B．NANNEY，S．

KASPER，R　J　MATUSIK，and　S臥SHAPPELL

E1cosan01ds＆Other　B1oact1ve　L1p1ds　m　Cancer，

Iniammat1on　and　Re1ated　D1sease，　5th

Intemat1ona1Conference，September17－20，La

Jo11a，CA，USA，Abstract　P128．1997
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14．マウス8S一リポキシゲナーゼの反応位置特異性決定

　　部位の解析，地阪光生，R．B．KIM，W．E．

　　BOEGLIN，and　A　R　BRASH，日本農芸化学会

　　誌，72，145．1998

　　　　　農業生産学科

Departr口Lent　of　Agricu1ture

　　　　　　　　　　〔その他〕

L　Psωdo刎o〃αs属細菌が産生する赤色抗藻類活性物

　質の単離，持田和男，細胞情報伝達とそれに関わる

　分子認識機構の解明「平成9年度教育改善推進費研

　究成果報告書，代表　尾添嘉久」，p53－60，199＆

2。イオンチャネル型GABAレセプター　非競合的ア

　ンタコニスト結合部位における分子認識と阻害機構

　尾添嘉久，同，p皿1－31，199＆

a昆虫と哺乳類のGABA受容体におけるアンタコニ

　スト結合部位の構造：3D－QSARからのアプローチ。

　赤松美紀⑧尾添嘉久，日本農薬学会誌鴉344－34＆

　1998．

4殺菌および抗菌機能を有する新規材料の開発と応用

　に関する研究，柴田　均，ハイテクインフォメーショ

　ン，No99，9－12．1998

民8S一リポキシゲナーゼのクローニングと基質脂肪酸

　の反応部位認識機構の解析，地阪光生，平成9年度

　教育改善推進費成果報告書（細胞伝達とそれに関わ

　る分子認識機構の解明，代表　尾添嘉久），pp75－

　86．1998

　本学科は，食糧生産学講座，植物資源開発学講座，生

産技術管理学講座の3講座で構成されており，世界人口

の急増や農業生産物に対する社会の要求の動向に対応す

べく，植物⑧動物生理学，植物⑧動物栄養学，バイオテ

クノロジー，耕地生産技術，施設生産技術，農作業管理

技術，生産環境管理技術および耕地生態管理技術などの

多様な手法により，効率的な食糧生産と高晶質な農産物

生産技術の向上を図るとともに，地域環境と調和した持

続型農業生産システムを実現するための教育⑧研究を行っ

ている。

　以下に、本学科の研究概要および研究業績を各講座毎

に紹介する．

食糧生産学

　　Crop　and　An1ma1Production

今　木　　　正

Tadash1IMAKI

小葉田　　　亨

Tohru　K0BATA

小　林　和　広

Kazuh1ro　K0BAYAsHI

藤　原　　　勉

Tsutomu　FUJIHARA

一　戸　俊　義

Tosh1yosh1IcHIN0HE

粟　野　貴　子

Takako　AwAN0

⑧作物生産学研究室（今木，小葉田雪小林）

　イネ，ムギ茅ダイズなどの単位土地面積当たりの作物

収量は勇太陽からの日射がどれだけ収穫部分に変換され

るかによって決定される。この変換は気象および土壌環

境からの生産基質の供給量と，晶種雪栽培管理，環境ス

トレスなどの作物側の要因の両者によって大きく変動す

る。本研究室では多このような作物生産過程のどのよう

な場面が実際の収量に影響を与え，制限しているのかに

っいて，地域性を重要視しながら量的，質的に明らかに

することを目的として教育⑧研究をおこなっている。主

な研究テーマは以下のとうりである。

1。種々の気象条件，不良環境下での作物生産性の低下

　　と適応性機構の解明と克服の方法に関する研究

　　（1）高温下でのイネの開花反応と適応性の性質解明

　　（2）土壌乾燥あるいは異なる土壌物理性条件下での

　　　　イネの水利用効率と蒸散から見た生産維持機能
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　　　　の解明と晶種比較

　　（3）灌概下での窒素ストレスがイネやタイスの生産

　　　　性へ与える影響

2。作物の子実収量の変化と限定要因の解明に関する研

　　究：

　　（1）子実の成長と子実の成長ポテンシャル，物質生

　　　　産量茅茎葉貯蔵量の関係とその一般化

　　（2）窒素施肥によるイネ頴花数の決定要因と収量ポ

　　　　テンシャルの成立過程

3。特産作物の安定的高収竃高晶質生産のための基礎的

　　研究：

　　（1）赤米や黒米などの有色米系統の交雑の排除方法

　　（2）砂地での黒ダイズやサツマイモの高収鱈高晶質

　　　　生産のための施肥予灌概環境の決定

このような研究課題について，圃場，人工気象室などに

おいて，物質生産，光合成騒呼吸、蒸散および無機栄養

の動態などの定量的研究を行っている。

⑧動物生産学研究室（藤原，一戸，粟野）

　反舞動物栄養学および動物生理学の方面からの基礎的

な研究および発展途上国からの外国人留学生とともに粗

飼料を主体とした反舞家畜の飼料技術の確立に関する研

究を行っている。当研究室で目下進行中の研究は以下の

ように大別できる自

1。反窮胃内微生物の増殖収支および宿主動物の微生物

　　タンパク質利用に関する研究二反甥動物の栄養に関

　　しぎ飼料タンパク質の形質変換および非タンパク態

　　窒素の利用について量的に把握することは重要な課

　　題となっている，当研究室では，尿中に排泄される

　　プリン代謝産物を微生物マーカーに用いることによ

　　り，反甥動物の小腸へ移行する微生物タンパク量を

　　推定する技術を確立している。本技術を用い、各種

　　生理状況雪種々の飼料給与条件下でのタンパク質代

　　謝に関する研究を行っている。

2。反窮胃内繊維質の消化に関する研究反鍔動物は単

　　胃動物が利用できない繊維質飼料を利用し，生産す

　　る能力を有する。摂取される繊維質飼料の粒子サイ

　　ズの微細化速度や消化管内移動速度は，繊維成分の

　　発酵速度と密接に関連することが想定される。当研

　　究室では曾繊維質飼料粒子のサイズに着目した動態

　　モデルを用い，反揚胃内ρ反窮胃内の繊維質飼料の

　　消化について解析を行っている。また多低晶質な粗

　　飼料に物理⑱化学的処理を行うことにより，家畜の

　　利用性を向上する技術の検討も行っている。

3。反甥動物の微量元素利用に関する研究：熱帯気候帯

　　に属する発展途上国では顕著な乾期にみまわれるた

　　め，反舞動物に粗飼料を十分に供給することは経済

　　的に困難である。加えて，酸性土壌のため雪土中の

　　ミネラル含量，ミネラルバランスが不均衡であり，

　　そこに生育する植物を採食する動物の生産性を第

　義的に制限するものと考えられる。当研究室では，

　発展途上国の動物生産性，繁殖成績多発育成績を向

　上させるための基礎的研究として，若齢⑧妊娠反舞

　動物へのミネラル給与技術、効率的粗飼料給与法に

　関する研究を行っている。

4。 畜産物の利用性向上に関する研究乳からカゼイン

を除いた乳清には乳清タンパク質が含まれており、

その用途は広まりつっある。当研究室では特に乳清

タンパク質の利用性の向上をはかるため，家禽に飼

料として給与し，その利用性を検討している。

　　　　　　　　　　〔著書〕

1．Ut111zat1on　of　treated　beef　ta11ow　m　fatten1ng

　sheep　and　catt1e　FUJIHARA，T，T　MATSUI　and

　H　NARUSE，m　Rumen　M1crobes　and－D1gest1ve

　Phys1o1ogy　m　Rum1nants　Eds　R　ONODERA，H．

　ITABASHI，K　USHIDA，H　YANO　and　Y
　SASAKI，JP皿Sc1　Soc　Press　and　KARGER，

　Tokyo，Japan．P叫145－166，199τ

z

1
。

z

Trace　mmera1nutnt1on　of　Ph111ppme　goats　and

sheep　Constra1nts　and　potent1a1SERRA　A　B，E

A　ORDEN，L　C　CRUZ　and　T　FUJIHARA　m

Rumen　M1crobes　and　D1gest1ye　phys1o1ogy　m

Rummants　Eds　R　ONODERA，H　ITABASHI，K

USHIDA，H　YANO　and工SASAKI　JPn　Sc1Soc

Press　and　KARGER，Tokyo，Japan　pP　179－187

1997。

　　　　　　　　　〔論　文〕

1穂頴花数の異なる水稲晶種における穂軸節位別に

みた2次枝梗と頴花の分化小林和広⑱今木　正茅

日作紀，66：578－587，199τ

Response　of　ur1nary　and　p1as二ma　punne　der1va－

t1ves　to　vanous　rates　and　patterns　of五nfus1ons　of

punnes1n　sheep　nounshed　by1ntragastnc1nfu－

s1o皿CHEN，X　B，TFUJIHARA，KNAKAMURA，

P　O　MAWUENYEGAH，M　FRANKLIN　and
D　J　KYLE，Jouma1of　Agr1cu1tura1Sc1ence，
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　Cambr1dge，129343－352．1997

a　Effectofsupp1ementaryfeedmgw1thprotem　and

　energyon　d1gest1onandrum1nat1onbehav1ourof

　sheepconsum1ngstrawd1ets　MAWUENYEGAH，

　　P　O，M　N　SHEM，LILI　WARLY　and　T

　FUJIHARA，Jouma1of　Agncu1tura1Sc1ence，

　Cambr1dge，129479－484．1997

4．B1oava11ab111ty　of　rumen　bactena1se1emum　m

　m1ce　usmg　t1ssue　uptake　techn1que　SERRA，A

　B，S　D　SERRA，K　SHINCHI　and　T　FUJIHARA，

　B1o1og1ca1Trace　E1ement　Research58255－261．

　　1997．

5．Para11e11sm　and　compar1son　between㈱砂肋o　and

　肋8α㏄o　techmques　on　dry　matter　degradat1on，

　and　rum1na1degradat1on　of　f1ber　and　protem　of

　se1ected　trop1ca1forages　SERRA，A　B，S　D

　SERRA，T　ICHINOHE　and　T　FUJIHARA，Proc

　PSAS34山Annua1Convent1on，219－229．1997

6．Eff1c1ency　of　chewmg　for　breakdown　of1arge

　part1c1es　durmg　eatmg　and　rummatmg　m　sheep

　fed　hays　UEDA，K，T　ICHINOHE，T　TAMURA，

　MOKUBOandYASAHIDA，Amma1Sc1ence
　and　Techno1ogy，（JaPan），68：917－925．1997．

7．The　effectoffeedmgd1etw1thn1ac1nsupp1ement

　on　the　meat　co1or1n　fattenmg　sheep　NARUSE，

　H，T　MATSUI　and　T　FUJIHARA，Anma1
　Sc1ence　and　Techno1ogy，（Japan），69　646－652．

　1998．

8．Growth　responses　of　drought　res1stance　nce

　cu1t1vars　to　s011compact1on　under1rr1gated　and

　succeed1ng　non－1rr1gated　cond1t1ons　dunng　the

　vegetative　stage．Hoque　M．M．and　T．Kobata，

　P1ant　Prod　Sc1．3183－190．1998

　　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1．穂首分化期から頴花分化始期までの窒素濃度の上昇

　が2次枝梗の分化に及ほす影響．小林和広⑧山口大

　悟⑧今木正，日作紀，66（別2）1189－190．1997．

2。水稲の立地⑱年度と晶種条件による群落水利用効率

　の変化機構。足立文彦⑧小葉田　亨⑧今木　正，日

　作紀，66（別2）：213－214，199τ

ユイネ耐皐性晶種の土壌乾燥下における根への同化産

　物分配特性小葉田　亨⑧朝木隆行⑧今木　正，日

　作紀，66（別2）：215－216，199τ

4．Impact　of　warmmg　c11mate　on　water　use　and

　y1e1d　of　paddy　r1ce　m　hur㎜d　areas　Adach1F，T

　Kobata　and　T　Imak1Abstracts　of　The3rd　As1an

　Crop　Sc1ence　Conference，134－138．1998

5。島根県における水稲の作期移動にともなう対収量水

　利用効率の変化足立文彦⑧小葉田　亨⑧今木正，

　　日作中国支部研究集録，39：46－47．1998．

6．M1nera1content　and　rum1na1so1ub111ty　of

　Leucaena1eucocepha1a，G11ric1d1a　sepium　and

　Sesbama　rostrata　SERRA　A　B，S　D　SERRA，E

　A　ORDEN，T　ICHINOHE　and　T．FUJIHARA，

　Proα8山WCAP，Vo1．1：26－27，199＆

7．The　effect　of　feedmg　frequency　on　rumma1

　　protem　synthes1s　on　sheep　IWAKUNI，M，T

　　ICHINOHE　and　T　FUJIHARA，Proc8油WCAP，

　　Vo1L1：362－363．1998．

＆The　effect　of　feedmg　frequency　on　unnary　excre－

　　t1on　pattem　of　punne　denvat1ves　m　sheep

　　FUJIHARA，T，M　IWAKUNI，K　MURANAKA
　　andT　ICHINOHE，Proc8伽WCAP，Vo1．1，392－393．

　　1998．

乱熱帯性マメ科飼料木の化学成分含量の茎葉部間差異

　　および季節間変動。SERRA，んB，SD　SERRA，

　　藤原　勉，第94回日本畜産学会大会講演要旨，

　　P34．　1998．

1α粗飼料を単体給与したメンヨウにおける反窮胃内容

　　液通過遠度と微生物態タンパク質合成量との関連。

　　一戸俊義⑧岩国真弓⑧藤原　勉，第94回日本畜産

　　学会大会講演要旨、P62，199＆

11。イネ登熟初期の同化産物不足はその後の玄米発育能

　　力低下の主原因にはならない。小葉田　亨竃菅原

　　誠⑧高津訓，日作紀205（別1）：84－85，199＆

　　　　　　　　　　　〔その他〕

1。畜産における温室効果ガスの発生抑制第3集，海外

　調査報告第3親朝日田康司⑧関根純二郎⑧一戸俊

　義，（平成9年度畜産関係温室効果ガス抑制技術等

　調査検討事業報告書），畜産技術協会，pp146－221．

　1998．
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植物資源開発学

　　Hort1cu1ture　and　Breedmg

山　村　　　宏　⑧

H1rosh1YAMAMURA
細　木　高　志　⑧

Takash1Hos0KI

山　岸　真　澄　⑧

Masum1YAMAGIsHI

板村裕之
H1royuk1ITAMURA

太　田　勝　巳

Katsum1OHTA
中　努　　　明

Ak1ra　NAKATsUKA

　　ある尻腐れ果の発生にっいて，季節および水耕培養

　液濃度など環境条件による差異を捉えたうえで要因

　解明を試みている．

5．これまでにトルコギキョウの苗に対してキトサンを

　処理した場合，成長促進効果が顕著であることを明

　　らかにした．今後は，この要因を解明するとともに，

　他の花井でも同様な効果が認められるか検討してい

　　く予定である．

竃植物育種学研究室（山岸，中務）

⑧果樹機能学研究室（山村，板村）

1．フドウの早期栽培や二期作栽培における樹勢の低下

　　を防ぎ，毎年安定した収量が得られる技術の確立を

　　目指して。夜問の補光（光中断）の効果および日長

　　とフィトクロームに関する基礎的調査を行っている．

2．日本で栽培されているカキの原生地を明らかにする

　　ための研究を行っている．耐寒性を指標とした調査

　　では，栽培カキの原生地は日本ではないことが示さ

　　れた．現在，他の形質やDNAマーカーを用いて調

　　査を行っている。

3。カキ果実の軟化とエチレン生成系および細胞壁分解

　　酵素の関係性について研究を行っている．既往の研

　　究によって細胞壁中のペクチンが分解を受けること

　　で，エチレンが生成され，それによって，細胞壁中

　　のヘミセルロースを分解する酵素が活性化すること

　　で，急遠な果実軟化がおこることが示唆されている。

4．中山間地におけるブルーベリーやオウトウの栽培，

　水田転換作としてのイチジクの栽培について，生理，

　生態的に検討を行っている。

1。

2．

3．

DNAマーカーを用いてイネの有用遺伝子を連鎖地

図上にマップしており，マップされた遺伝子の機能

解析を行っている．とくに組織培養に応答する遺伝

子のマッピングと解析に取り組んでいる。

スカシュリのDNAマーカーを開発して連鎖地図を

作成している．今後有用形質のマッピングに取り組

む予定である．

植物ホルモンのエチレンは成長⑳発育中の様々な段

階で調節的役割を果たしている。とくに果実の成熟

や花の老化など生産物の晶質低下を引き起こすため，

エチレンの制御は重要な課題となっている。現在ト

マト果実を用いてエチレンの生合成のエチレン自身

によるフィードバック調節について調査している。

主に生合成経路の律速段階となっているACC合成

酵素遺伝子の制御領域におけるc1s－e1ementの決定

を行っている。今後，その制御領域の一部とGUS

（β唱1ucuron1dase）とのキメラ遺伝子を作成し，

トランス．ジェニック植物体での発現解析を行う予定．

である。

⑧蕗菜⑧花卉資源学研究室（細木，太田）

1．ポタン，シャクヤク，サクラ，メロンなどの園芸晶

　　種の起源や近縁関係および晶種の同定に，DNA解

　　析（RAPD，RFLP）を用いて実験を行っている。

　　これらの結果を統合して園芸晶種の成立過程の追究

　　を目指している。

2．ハナタバコやペチュニアにCMV－CP（外披タンパ

　　ク）を作るプラスミドをベクター（アグロバクテリ

　　ウム）を通して導入し，耐ウイルス性遺伝子を植物

　　に付与する。また，色素の発現や老化を抑制する遺

　　伝子も組み込んで発現を査定しいる。

3。中国ボタンの12月下旬開花の促成栽培に成功し，今

　　後大根島での普及を予定している。

4。ミニトマトと大型トマトにおいて生理障害の　種で

1
。

2
．

a

4
．

　　　　　　　　　〔著　書〕

利用部門　皿．収穫後の成熟⑧老化　2。果実の収

穫後の成分変化（園芸学会編「新園芸学全編」所収）。

板村裕之，養賢堂，東呆，PP570－574．1998

カキ，基礎編，果実の成熟と収穫後の生理（農山漁

村文化協会編「農業技術大系　果樹編」所収）。板

村裕之，農山漁村文化協会，東県，p皿85－103，199＆

4。マイクロプロパゲーション　4．1歴史⑧設

備⑧器材⑧準備（今西英雄編著「園芸種苗生産学」

所収）。細木高志，朝倉書店，東泉，p皿82－91，199τ

花き部門　皿。繁殖　3。組織による増殖　2）宿

根草⑱一年草⑧観葉植物⑧花木他（園芸学会編「新

園芸学全編」所収）．細木高志，養賢堂，東泉，pp

415＿420．　1998．
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　　　　　　　　　　〔論文〕

1．Poss1b111ty　of　contro111ng　fru1t－crack1ng1n　cherry

　tomatoes　by11ght　treatment　at　nlght　OHTA，K，

　K　TSURUNAGA　and　T　HOSOKI，J．Japan　Soc

　Hort．Sci．，67：216－218．1998．

2。水耕キュウリの培養液非交換による収量の減少と活

　性炭添加による回復．浅尾俊樹⑧梅山元正⑧太田勝

　巳⑧細木高志⑧伊藤憲弘⑧植田尚文，園学雑，67：

　99－105．　1998．

3。キュウリ幼苗のバイオアッセイによる閉鎖系養液栽

　培に適した晶種選定の可能性浅尾俊樹竃大谷紀之⑧

　清水法子⑧梅山元正⑧太田勝巳⑧細木高志，植物工

　場学会誌，1092－95，199＆

4液体振とう培養におけるササユリ小球根の養分吸収

　と肥大に及ぼす照明の影響．春木和久⑧細木高志⑧

　名古洋治，園学雑，67：106－111，199＆

5．Trac1ng　the　parentages　of　some　or1enta1hybnd

　111y　cu1t1vars　by　PCR－RFLP　ana1ys1s　HARUKI，

　K，T　HOSOKI　and　YNAKO，J　Japan　Soc　Hort

　Sci．，67：352－359．1998．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．カキ栽培の基礎　18　一カキ果実のビタミンー，板

　村裕之，島根の果樹，20（6）：1・3．1997．

Zカキ栽培の基礎　19　一カキのY字型仕立てや水平

　棚栽培のよさ一，板村裕之，同，21（3）：1－3．1998．

3。カキ栽培の基礎20一カキヘの遺伝子導入の試み一，

　板村裕之，同，21（4）：1－5．1998。

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1．Morpho1ogica1c1ass1f1cat1on　of且owermg　cher－

　ries．　HOSOKI，　T．，　I．CNO，　A．　SATOH，　Y．

　HIRASAWA，K　OHTA　and　T　ASAO，J　Japan

　Soc　Hort　Sc1．67（Supp1．1）’2221998

2．キトサン処理によるトルコギキョウの成長促進とキ

　チナーゼおよびTTC活性との関係について．太田

　勝巳⑧小西則子⑧細木高志⑧稲葉久仁雄，園学雑，

　66（別2）：542－543，199τ

a　ミニトマトと大型トマトの尻腐れ果発生の比較．太

　田勝巳⑨武田栄治郎⑧吉岡大輔⑧浅尾俊樹⑧細木高

　志，園学雑中四国支部，37．28，199＆

4．キュウリの自家中毒に関する研究（第5報）活性炭

　に吸着された根の湊出物の分析．浅尾俊樹⑧M．H．

　R　PRAMANIK⑧松井佳久⑧太田勝巳⑧細木高志，

　園学雑，66（別2）：542－543，199τ

5．Stud1eson　autotox1c1tyofcucumber6Extens1on

　of　harvest　per1od　by　graft1ng　m　non－renewa1

　cu1ture　so1ut1on　ASAO，T，N．SHIMIZU，K

　OHTA　and　T　HOSOKI，J　Japan　Soc　Hort　Sc1

　（SuppL1）二176，199＆
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生産技術管理学

　　Cu1t1vat1on　Techno1ogy　and　Management

伊　藤　憲　弘

Norihiro　IT0

福　田　　　晟

Akira　FUKUDA

青　木　宣　明

Nonak1A0KI
山　岸　主　門

Kazuto　YAMAGIsHI

　本講座は，1講座1教育研究分野制をとっており，農

業生産技術管理学の教育研究分野でもある．なお本講座

は，研究活動の拠点を附属生物資源教育研究センター⑧

農業生産科学部門（本庄総合農場，神西砂丘農場）に置

き，当部門の教官と一体となった研究を行っている。し

たがって，その研究内容は，当部門の研究領域，すなわ

ち耕地生産技術，施設生産技術，農作業管理技術，生産

環境管理技術およぴ耕地生態管理技術などの専門領域を

含んでいる。目下，進行中の研究テーマは，以下のとう

りである。

1。ボタンに関する研究：

　　島根県はポタンの主産地として内外に広く知られ，

　　島根県で育成されたボタン晶種や海外から導入され

　　たボタン晶種が多い。それらの晶種を供試し，切花

　　や鉢花並びに花色等諸形質の調査，また，促成栽培

　　や抑制栽培を行った場合の晶種間差異を検定してい

　　る。

2．フルーベリーの鉢花栽培に関する研究

　　フルーベリー花芽分化のための光⑧施肥⑧勇定⑧環

　　状剥皮の影響や休眠打破の条件を調査し，鉢花に適

　　する晶種の抽出と促成鉢花栽培を行っている。

3。ブルーベリーの収穫作業合理化に関する研究

　　（1）手摘み収穫作業の改善　収穫作業の現状から，

　　　　作業改善にあたっての問題点を把握し，仕立て

　　　　法，勇定法および収穫量など栽培技術との関連

　　　　において作業能率の向上，作業姿勢の改善策を

　　　　模索している。

　　（2）収穫作業の機械化　果実の力学的特性測定から

　　　　機械化収穫の可能性を検索するとともに，振動

　　　　採果機を試作⑧開発し，果実振るい落とし性能

　　　　および作業能率など，その実用化について検討

　　　　している。

4．寒風害に関する研究

　　山陰地方は冬季の季節風（寒風）が強い。その寒風

　　によって越冬作物に発生する被害を水分生理の面か

　　ら明らかにし，その被害の回避方法について研究を

5。

6．

7．

行っている。

田畑輪換栽培に関する研究

畑作物と水稲による田畑輸換体系について，畑転換

による連作障害の発生，雑草の種類⑧量などについ

て研究を進めている。

永続的農業のための土壌管理法に関する研究

作物の永続的な生産並ぴに生物相の保全を意図した

生産システム及び環境保全システムの構築を目指し

た土壌管理法について，特に耕素云方法と被覆方法か

ら生産や生態に及ほす影響を調査している。

持続型農業に関する研究

環境保全⑧持続型農業を前提とした畑作物の不耕起

栽培の可能性や水稲における少肥料⑧減農薬栽培に

ついて模索している。

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1。水耕キュウリの培養液非交換による収量の減少と活

　性炭添加による回復．浅尾俊樹⑧梅山元正⑧大田勝

　巳⑧細木高志⑧伊藤憲弘⑧植田尚文，園学雑肌99－

　105，199ポ

1
。

z

a

4

　　　　　　　　〔学会発表〕

ブルーベリーの振動収穫に関する基礎的研究　第2

報加振部からの距離と果実脱離状況の関係。山岸

主門⑧武田久男⑧伊藤憲弘，農作業研究33（別1）二

129＿130．　1998。

土壌の違いがブルーベリー晶種の新梢生育と果実晶

質に及ぼす影響．栂野康行⑧藤本順子⑧山本孝司⑧

小豆沢　斉⑱伊藤憲弘⑧植田尚文⑳浅尾俊樹⑧山岸

主門，農業生技誌5（別1）7－8，199＆

不耕起栽培圃場更新前後の作物および雑草生態の変

化山岸主門⑧武田久男⑧安田　登⑧広瀬佳彦⑧伊

藤憲弘，農業生技誌5（別1）’17－18，199＆

予備冷蔵の有無と冷蔵開始時期並びに頂芽除去が黄

色系ボタンの促成開花に及ほす影響。青木宣明⑱劉

政安⑧坂田祐介，農業生技誌5（別1）’13－141998。
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　　　地域開発科学科

Department　of　Regiona1

Deve1opment

　地域開発科学科は，食糧や緑を生み出し，景観や環境

の保全に大きな役割を果たすことが期待されている農業

の場としての農村地域と，その周辺の中小都市を一体的

に「地域」として捉え，地域資源の活用等を図りながら

都市の住人にも開かれた豊かで快適な特色ある農村空間

を創出することを目的として，ソフト⑧ハードの両面か

ら教育研究を行うユニークな学科であり事ソフト面を担

当する地域経営学講座，及びハード面を担当する農林シ

ステムエ学講座と地域環境工学講座，の3講座から構成

されている．

地域経営学

　　Rura1Management

平　塚　貴　彦　　㊧

Takahiko　HIRATsUKA

濱　田　年　駿　　畷

Tosh1k1HAMADA
渡　部　晴　基　　⑧

Haruki　WATANABE

伊　藤　勝　久　　⑧

Katsuh1sa　IT0

大　森　賢　一　　竃

Ken1ch1OM0RI

仙　田　久仁男

Kumo　SENDA

谷　口　憲治

Ken工1TANIGUcHI

内　田　和　義

Kazuyosh1UcHIDA

伊　藤　康　宏

Yasuhiro　IT0

鹿　取　悦　子

Etsuko　KAT0RI

　本論座の共通的研究テーマは雪中山間地域の構造分析

と将来展望に関するものである。その成果は，安達生恒

編著『農林業生産力論』（お茶の水書房事1979年刊），

永田恵十郎⑧岩谷ゴ四郎編著『過疎山村の再生』（同，

1989年刊），北川泉編著『中山間地域経営論』（同，1995

年刊）として世に問い，学会，行政機関等から大きな反

響を得ている．本講座は，農業経営学，地域政策論，農

山村開発学，地域市場論多山村経済学，漁村経済論から

なり，広範囲の研究領域を10名の教官でカバーしてい

る．

　平塚貴彦（教授）は勇土地利用型農業経営の合理化鱈

近代化にっいての理論的⑧実証的研究，中山問地域の担

い手としての集落営農の成立要件と形成手法，中山間地

域農業振興方策と行政支援のあり方等幅広い研究を行っ

てきた。今後は，中山間地域を中心に農山村地域全体の

マネジメントのあり方を幅広く具体的に研究していく。

　仙田久仁男（教授）は，「地代論論争」について「価値

法則」を守るという視点に価値の「分割法則」を順守す

るという新しい視点を設定し分析を行った。また，日本

の農産物価格法則を考察し，政策的な価格の評価，農業

発展のための適正価格等について理論的研究を行い，そ

の成果を公表した。

　濱田年麟（教授）は，出雲平野に展開した高畦一首措農

法の形成⑧存続要因⑧メカニズムの実証的亀理論的研究

中国中山間地域の小規模肉用牛飼養実態とその存続支援

システム等の研究を行った。今後は争肉用牛経営発展を

促す粗飼料、牛舎，放牧等の支援システム争中山間地域

の担い手としての集落営農とその法人化問題を中心に研

究を進める。

　谷口憲治（教授）は多農村の協同組合組織の生成⑧展開

要因の研究，農林産物で看過されてきたシイタケの流通

経済的研究、中山間地域における農業公社⑱自治体農政

の展開要因と役割について研究してきた、今後は多中山

間地域を中心とした地域市場の役割，農家の存立要因，

農協⑧農業公杜亀自治体の役割雪地域経営の概念の検討

をしていく。

　渡部晴基（助教授）は多中山間塾過疎地域の位置付けを

統計的分析で行い，過疎問題の構造及び過疎地域の農業

生産⑱経営構造分析，中山間⑧過疎地域の開発手法及び

政策論的研究を行ってきた．今後は，中山間⑧過疎地域

の産業振興の方向多環境保全型農業の方向性，中山間竃

過疎地域の農林業が持っ国土保全機能等の社会的費用の

内部化効用の重要性とその内部化効果を政策体系に導入

していく必要性について研究を進める面

　内田和義（助教授）は，これまで近世農書の発掘調査を

行い、それを基に争近世農民の思想，農業技術の分析，

明治期の著名な老農の史料蝪発書記録等の調査発掘を行

い，老農の思想と彼等の唱えた農業技術を分析して，農

業技術を全国に普及するための献身的な活動の実態を明

らかにするとともに、彼等を支えたものは何であったか

を考察した。今後は茅上記研究の一層の推進と農村の活

性化のための農村リーダー論についての理論的⑧実証的

研究を進める。

　伊藤勝久（助教授）は，これまで林業地域の資源特性と

地域特性をもとに，農林業諸主体の行動を地域林業の特

性を形成する諸要素とその相互関連の実証分析，及び農

林産物の生産爾流通亀需要に関して，産地化、産地間競
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争，銘柄化等の側面から，マーケッティングや産業組織

論的考察等を行った．また山村に対する直接所得補償の

検討，林業労働力問題についての研究を行っている。

　伊藤康宏（助教授）は，これまで近世，近代の日本漁業⑧

漁村の特質の解明，地域資源問題を地域史論的にパース

ペクティブした地域漁業史研究，それに現代の山陰地域

の農林漁業，農山漁村問題研究を行ってきた。今後は，

近世から近代にかけての山陰地域の漁業⑧漁村の成立，

発展，変貌過程の実証的分析，地域資源の利用と管理シ

ステムに関する史的研究，また，現代における農山漁村

問題等の実証的⑧理論的研究を進める．

　大森賢一（講師）は，これまで土地改良事業の効果の多

目的評価と農家の評価行動を規定する要因の計量的分杭

土地改良事業に伴って誘発される農業生産の組織化行動

の実態とそれを規定する要因の計量分析，そして環境保

全と農村開発，とくに景観評価に関する関連主体の意識

構造の解明等を行ってきた。今後は，上記研究を一層進

め，生活環境整備を主目的とした過疎地域の開発評価シ

ステムの確立を目指した研究を展開する．

　鹿取悦子（助手）は，これまで尿都大学芦生演習林を事

例にとり，林業をとりまく社会経済環境と演習林の施業

の変遷を歴史的に研究した。また，竹材や割箸など，用

材⑧林産物の生産⑧流通⑧消費の構造に関する研究を行っ

てきた。近年は，森林資源をはじめとし，耕地なども含

めた地域資源を現代の農山村社会でどのように活用する

かという’ことに関連した研究を行っている．具体的には

特に中山問地における耕地⑧林地の利用の動態，原生林

の保護と利用のあり方の検討などである。

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1。中山間地帯における地域農業活性化の方向と課題

　（稲本志良編著「地域農業の活性化戦略を問う」所

　収）。平塚貴彦，家の光協会，pp99－126．1998

2。地域別にみた農業経営発展の論理と展開の方向（藤

　谷築次編「日本農業の現代的課題」所収）。平塚貴

　彦，家の光協会，pp6企77．1998

a日本農書全集59巻（漁業2）．伊藤康宏（編著），

　農山漁村文化協会（東呆），p465．1997

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1。新基本法における構造政策と価格⑧所得政策の課題

　平塚貴彦，農業生産技術管理学会誌，第4巻第2号，

　pp29－34．　1997

z食糧⑧農業⑧農村基本問題調査会中間報告を読んで。

　平塚貴彦，月刊NOSAI，3月号，pp44・49．1998

a島根県における中山間地域農業の新展開に向けて。

　平塚貴彦，山陰の経済，No154，pp4－24．1998

4。中山間地域農業⑧農村活性化対策とJAの役瓢谷

　口憲治，農業と経済，63（15）　103－111．1997
5
。

6
。

7
。

＆

乱

10。

林業従事者の労働状況と雇用改善方策一島根県下の

森林組合作業班の実態と意識調査から一．伊藤勝久，

島根大学生物資源科学部紀要2，15－25．1997

AStudyonTheD1str1but1onFunct1onsforCut

F1owers　m　The　Ph111ppme＆Eyang11ine　GToroy

and　Katsuh1sa　Ito，Jouma1of　Rura1Prob1em

Vo134（2），21－35．1998

旧来待村農会と農会史料．伊藤康宏，宍道町歴史叢

書，3，33－45．1998

地域農林業衰退の地域経済への影響に関する　試算。

大森賢一，農林業問題研究，別冊633－36．1998

中山間地域における農業集落の衰退⑧崩壊過程　集

落営農の農業集落維持効果に関する研究（1）．大森

賢　⑧西村武司⑧内田和義，農業生産技術管理学会

誌，5（1）：41－46．1998

中山間地域における集落営農の形成と農業集落の変

容　集落営農の農業集落維持効果に関する研究（2）．

大森賢一⑧西村武司⑧内田和義，農業生産技術管理

学会誌，5（1）：47－52．1998

11。中山間地域農業の地域人口扶養力の推計。大森賢一，

　　農業経済研究，70（1）28－35．1998

1
。

2。．

3
。

　　　　　　　　〔学会発表〕

自然を基調とした「農山村観」の自覚化について一

美山町における都市住民の来訪者と農山村住民の比

較から一鹿取悦子，第109回日本林学会大会講演要

旨集，PP93，199＆

「日本型デカップリング対策」の条件検討（1）過

疎山村集落の変貌と現状。井口隆史，伊藤勝久，鹿

取悦子，第109回日本林学会大会講演要旨集，pp

69．1998

「日本型デカップリング政策」の条件検討（2）直

接的所得補償の方法試論。伊藤勝久，鹿取悦子，井

口隆史，第109回日本林学会大会講演要旨集，pp

69．1998

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。第1章はじめに，第2章中山間地域における担い手

　の役割と集落営農の意義．濱田年駿，「集落営農型
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　　法人化の取り組み」（所収），島根県農業会議，pp1－

　　2，　3＿7．　1998

Z2．地域産業振興方策，3．地域瀞性化方策。濱田年駿，

　　「平成9年度中山間農林地整備計画策定調査（島後

　　地区）報告書」（所収），社団法人全国農業構造改善

　　協会，p叫19－45．1998

a皿一第3章観光レクレーションの課題，皿一第5章観

　　光レクレーション構想，皿一第6章生活環境整備構

　　想，W一第3章生活環境整備計画，IV一第4章地域資

　　源利活用計画，w一広域整備計画．濱田年駿，「石西

　　のみらい，広域農村総合整備基本調査石西地域（島

　　根県）調査結果」（所収），中四国農政局計画部，

　　pp55－59，　78－83，　84－86，　100・106，　107，　110，　111－

　　111．　1998

4．皿中山間地域における水田営農類型の設定と今後の

　　展望。濱田年駿，「平成9年度計画開発調査　島根

　　東部地区調査成績書」（所収），中四国農政局中国土

　　地改良調査管理事務所，pp2ひ36．1998

エ皿ヘルパー制度（組織）の実態とその評価及び課題

　　（畜産ヘルパー現地調査報告書，第1班兵庫県）。濱

　　田年駿，「第2回畜産ヘルパー検討会資料」（所収），

　　社団法人全国肉用牛協会，PP岨21．1998

a書評　児玉明人「中山間地域農業⑧農村の多様性と

　　新展開」．谷口憲治害農業と経済，63（13）．86．1997

τ農業協同組合論。谷口憲治，月刊J　A，44（4）’90，

　　44（6）二89，　44（8）：90，　44（10）：92．　1998

＆横田町における園芸作物の選択とマーケティング戦

　　略に関する調査⑧診断事業報告書．谷口憲治⑧小林

　　一⑧松村一善，社団法人農業開発研修センター，1－

　　46．1998

臥平成9年度林業雇用改善促進事業研究成果報告書。

　　伊藤勝久，林業雇用改善促進事業研究委員会⑧島根

　　県林業労働力確保支援センター，1七5．1998

10．平成9年度国土総合開発事業調整費　紀伊半島南部

　　振興整備計画調査報告書．伊藤勝久，林野庁，p36－

　　43，　p182－215，　p245－253．　1998

11。島根県における漁協強化組織の方向．伊藤康宏，漁

　　協（くみあい），70，10－14．1997

1z山陰地域における鉄道輸送体制の変容に関するノー

　　ト。大森賢　，島根観光学会誌，159－17雪1997

1a一般市民参加型の森づくりへの取り組み鹿取悦子

　　「太田川流域調査報告書一「緑と水」としての森

　　林の多様な整備一」所収，全国森林組合連合会，

　　pp78－96．　1998

14広域連携の推進と森林⑧林業亀山村の活性化鹿取

　　悦子，「西中四国地方における広域連携整備計画調

　　査報告書」所収，農林水産省中国四国農政局，pp

　　210＿216．　1998
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農林システムエ学

　　Agr1cu1tura1and　Forestry　Systems

　　Engineering

中　尾　清　治　　⑧

Se1j1NAKA0

竹　山　光一　　⑧

Kou1ch1TAKEYAMA
土　肥　　　誠　　⑧

Makoto　D0HI

藤　浦建　史

Tatesh1FUJIURA

喜　多　威知郎

Ichiro　KITA

北　村　　　豊

Yutaka　KITAMURA

　本講座では，従来の農業機械学と情報科学を融合し，

ロボティツクス⑧メカトロニクスや環境科学を主体に，

農作業や農産加工の機械化，農村環境の快適化をめさし

た先端的な科学技術の教育⑧研究を行っている。

　カリキュラムの特徴⑧教育科目として，機械力学，材

料力学，流体力学，熱力学，電気工学，電子工学などの

基礎的なものから計測管理システムエ学などの先端技術

までを広範に学習し，農業用ロボット，バイオマスエネ

ルギ，水管理システムなどの卒業研究に取り組んでいる．

　中尾は農用4軸ラジコンヘリとその作業機の開発や堆

肥埋め込み作業機の開発を研究している。

　藤浦は三次元視覚センサによる作物の認識，ミニトマ

ト収穫ロポットやレタス収穫ロポットを研究している．

　竹山は，汽水域の水環境の解析と制御，雨水や自然エ

ネルギを利用したシステムの開発，環境情報ネットワー

クシステムの構築を研究している。

　喜多は，広域水管理システムの解析とその制御手法の

開発，雨水を有効な水資源として利用するための基礎的

な研究をしている。

　土肥は，人工生命による生態系モデルに関する研究，

農業用6足歩行ロボットの研究，画像処理による花壇苗

の選別などの研究をしている。

　北村は，生コミのバイオカス変換や食晶の殺菌⑧晶質

評価等に関する研究を行っている。

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．Robot1cs　for　B1oproduct1on　Systems　Fu］1ura雪

　丁，NKondo，M．Monta，HMurase，TOkamoto，

　FSev11a，YSh1ra1and　KCT1ng，（Kondo，N，

　KCTmg　eds）ASAE，pp1－325．1998

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1。三次元視覚センサを用いたミニトマト収穫ロボット

　（第2報）。スフラタ⑧藤浦建史亀山田久也⑧石原幸

　信⑧檜田賢⑧湯川琢至，農業機械学会誌，60（1），

　59＿68．　1998．

z・農作物のマニピュレーション．藤浦建史，日本ロボッ

　　ト学会誌，16（2），168－171，199＆

a果実収穫ハンド装着用三次元視覚センサの研究。藤

　浦建史⑧中尾清治⑧韓麗捷嚢上田弘一　農機学会関

　西支部報，84：65－66，199＆

全　レタス選択収穫ロボットの研究，一収穫基礎実験一。

　藤浦建史⑧土肥誠⑧丁碩絃⑧月谷香織⑧西尾　洋，

　農機学会関西支部報，8467－68，199＆

民　レタス選択収穫ロボットの研究、一GAによるレタ

　ス三次元画像の認識一．藤浦建史⑧土肥誠⑧丁碩燧⑧

　西尾洋⑧月谷香織，農機学会関西支部報，8469－

　70，199＆

巳The　Sustamab1e　System　mJapanw1thRamwater

　and　So1ar　Energy　TAKEYAMA　K，IDE　M，

　KITA　I，YOSHIDA　T，HIGUCHI　A，FUJIMOTO

　Y　Proc　of　The　Second　Domest1c　and　Inter－

　nat1ona1Sympos1um　of　Ramwater　Ut111zat1on1n

　Ch1na　pp98－103，Xuzhou，Sept1998

τ　レタス選択収穫ロボットのための三次元形状認識一

　遺伝的アルゴリズムによるレタスの認識一。喬軍⑧

　土肥誠⑧藤浦建史⑧Suk　Hyun　Chung，農機学会

　関西支部報，83．109－112，199＆

＆GAによる環境適応システムに関する研究（1）一ゴ

　キブリをモデルにしたシステムの構築一．土肥誠⑧

　藤浦建史⑧加藤祐一、農機学会関西支部親84：77－

　78，199＆

臥セルオートマトンによる植物形態モデルに関する研

　　究（1）一セルオートマトンによる樹型の表現一。土

　　肥誠⑧藤浦建史⑧杉谷道雄，農機学会関西支部報，

　　84：79＿80．　1998．

1α人工生命による進化モデルに関する研究（1）一草原

　　における生態系のモデル化一。土肥誠⑧藤浦建史⑧

　　船越知也，農機学会関西支部報，84：81－82，199＆

11。紫外線照射による液体食晶の殺菌（1）一液厚と殺菌

　　効果の関係一，北村豊⑧藤浦建史⑧中尾清治⑧原恵

　　子，農業機械学会関西支部報，84127－128．1998

12．　L1quefact1on　for　Anaerob1c　Treatment　of

　　Soybean　Mea1，YKITAMURA，A工AGAWA，S

　　NAKAO茅CLHANSEN，Jouma1of　the　Soc1ety

　　of　Agncu1tura1Structures雪2出69－74．1998
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　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。竹山光　，丼手光男，樋口　昭，吉田　孝　太陽エ

　ネルギーを利用した持続的な水環境システムに関す

　　る基礎的研究一マイクロスプリンクラによる節水灌

　概への応用について，日本国際雨水資源化学会講演

　要旨，6－10，12月，1997

2．GAによるレタスの三次元画像認識について．土肥

　誠⑧藤浦建史⑧西尾　洋⑧Suk　Hyun　Chung，日

　本機械学会第75期通常総会講演会，199＆

a不整地における農業用6足歩行ロボット（1）一ロボッ

　　トの試作と歩容について一．土肥誠⑧小林和則⑧藤

　浦建史，日本機械学会ロポティクス⑧メカトロニク

　ス講演会998，199＆

4ストック苗の選別移植ロボット（1）一選別と移植方

　法一。土肥誠⑧山口宏樹⑧藤浦建史，日本機械学会

　ロボティクス⑧メカトロニクス講演会’98，199＆

5セルオートマトンによる植物形態モデルについて．

　土肥誠，ファイトテクノロジー研究会第12回研究

　交流会，199＆

a花壇苗の選別移植ロボットー画像処理による苗選別

　と移植ハンドー．土肥誠⑧藤浦建史，第16回日本

　ロボット学会学術講演会，199＆

7．インピーダンス計測法の食晶分野への応用一保蔵中

　の魚肉におけるインピーダンス変化一，北村豊⑧藤

　浦建史⑧中尾清治⑧豊田浄彦，第57回農業機械学

　会年次大会講演要旨，303－304．1998

＆液化豆腐おからのメタン発酵，北村豊⑧藤浦建史⑧

　中尾清治，1998年度農業施設学会大会講演要旨，

　584－585．　1998

乱紫外線照射による液体食晶の殺菌，北村豊⑧原恵子⑧

　藤浦建史⑧中尾清治，日本食晶科学工学会第45回

　大会講演集，174．1998

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．農業用ロポットの研究とその展開方向。藤浦建史⑧

　行本　修⑧近藤　直，シンポジウム「躍動の軌跡と

　新たなる挑戦」資料，農機学会，pp61－70，199＆

地域環境工学

　　Engmeermg　on　Regiona1Deve1opment

福櫻盛一　⑧　鳥山胱司
Sh1gekazu　FUKUsAKURA　Koush1T0RIYAMA

福　島　　　晟

Ak1ra　FUKUsHIMA

藤　居　良　夫

Yosh1o　FUJII

木原康孝
Yasutaka　KIHARA

野　中　資　博

Tsuguh1ro　N0NAKA

武　田　育郎

Ikuo　TAKEDA

森　　　也寸志

Yasush1M0RI

　本講座では，農村地域の水文⑧水質環境，農地環境の

整備⑧保全，農業施設⑧構造物，農村地域計画に関わる

工学的手法による基礎的あるいは応用的研究により，農

村地域の生産環境⑧生活環境の新たな整備方向を勘案し

た学術研究活動が行われている。

　福櫻は，最も基本的な土壌侵食である雨滴侵食の機構

の研究，農地侵食（流亡土砂量）の実態の研究，土壊流

亡の防止法の研究を行い，これらの成果は農地造成地に

おける表土流亡の抑止と周辺の環境汚染防止に役立てら

れてきている．

　鳥山は，土木構造物の材料としての砂礫材の勢断強度

特性と設計に用いる強度定数の取り方を検討し，次いで，

締固め土と飽和した正規圧密，過圧密土の勇断特性を比

較し，両者を同じ勇断特性を持つとする従来の見方が過っ

ていることを明らかにしつつある。

　福島は雨水流モデルと長短期流出両用モデルとを統合

した流出モテル（K1WSモデル）の活用，モデル定数の

有効桁を設定した流出モデルの同定手法について検討し

ており，農山村地域の流域数値モデルと洪水流出予測手

法，農業水管理を考慮した雨水流出システムのモデル化

を検討課題としている。

　野中は，「水貯留コンクリート構造物の設計と耐久性」

という研究テーマの下に研究を進めており，潅概排水，

上下水道などに関わるコンクリート構造物の設計法，維

持管理，補修改修についての論理を統合化するのを目標

としている．

　藤居は，自然環境及び社会経済環境を含んだ地域環境

を，環境情報システムやシステムエ学的手法により分析⑧

評価して，環境計画⑧環境管理の観点から，とくに農村

地域における地域基盤のあり方を検討している。

　武田は，集水域からの水質汚濁物質の流出機構とその

制御に関する研究，特に，汚濁負荷の実態が把握しにく
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く，人為的な制御が困難であるノンポイント汚染源負荷

に関する研究を実施している。そして，斐伊川流域の数

地点で水質汚濁物質の動態と水資源の循環利用による水

質汚濁物質の流出削減効果を実証的に考察している．こ

れらの研究は流域スケールにおける水文循環に伴う物質

循環機構の解明及び水域の水質改善を目指している．

　木原は，土壌中の移動現象に関する基礎的研究を様々

な角度から進め，土壌の吸着イオンが土壌の物質移動に

与える影響を明らかにした．あわせて，乾燥地において

問題となる塩類集積現象についても実験及び理論的研究

を行っている。

　森は軟X線で土壌中の鉛直下方への水移動を可視化す

る手法を用い客土壌がマクロポァとマトリックスという

二重間隙構造性を持っており，かつ土壌中の水移動がこ

れらの構造に強く影響されることを明らかにした。そし

て，現在TDR法，4極法センサーなどによって，その

移動量の定量測定を検討中である．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．大山⑧蒜山ロームのカ学的性質にっいて鳥山胱司，

　島根大学生物資源科学部研報，227－34．1997

Z　C1ass1f1cat1on　of　damage　mtens1ty　on　mcrob1a1

　corros1onofconcreteYANG，W，TNONAKA，

　and　KFUJISAWA，Proc2nd　Int　Conf　on　Conc

　under　Sever　Cond，1731－1740．1998

a農山村地域における高速遣路整備効果の定性的要因

　分析。藤居良夫，山陰地域研究，14：47－54，199＆

4．Non－pomt　po11utant　reduct1on　m　a　paddy－f1e1d

　watershed　usmg　a　c1rcu1ar1rr1gat1on　system

　TAKEDA　I，A　FUKUSHIMA　and　R　TANAKん

　WaterResearch，312685－2692，199τ

民農地におけるノンポイント汚染源負荷武田育郎、

　水環境学会誌，20：816－820，199τ

6。熱収支ボーエン比法によるブロッコリ畑からの蒸発

　散量の測定。三浦健志蓼S五一MICSON⑱木原康孝，

　中国⑧四国の農業気象，1015－2α1997

τ潜熱輸送に対する葉面バルク係数のモテル化と芝生

　圃場への適用。木村玲二⑧近藤純正⑧大槻恭一⑧木

　原康孝，農業気象，53（4）307－3141997

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。締固めた砂質粘土の圧密非排水と非圧密非排水試験

　の比較．烏山胱司，52農土学会中国四国支部講演

　要旨，94－96，199τ

z緩い締固めと正規圧密粘性土の勇断特性の比較。鳥

　山胱司、平10農土学会大会講演要旨，478－479．19

　98。

ユ不浸透面積率を考慮した長短期流出両用モデルの適

　用事例。福島晟，52回農土学会中四国支部講演

　要旨，P皿247－249，199τ

4

5
．

a

流出モテル定数の探索に関する一考察。福島　晟，

平10農土学会大会講演要旨，pp124－125，199＆

ボックスカルバートの横断面，縦断面における

d1rect　tens1on　crackの研究。中村裕大⑧野中資博，

52回農土学会中国四国支部講演要旨，142－144，199

τ

生物難付着性コンクリートの開発に関する基礎的研

究。野中資博，同，151－153，199τ

τStab111tyofconcrete　aftercorroded　partremoved

　in　the　repaiL　Yang　Wei⑧野中資博，同，154－156，

　199τ

＆

9
．

10。

11。

12。

1a

14

15。

1a

アルカリ骨材反応抑制混和剤による強度低下の改善

に関する研究．野中資博，平成10年度農土学会大

会講演要旨，406－407，199＆

Effect　of　remamder　SO董・10ns　on　durab111ty　of

concrete　w1th　X－ray　f1uorescence　ana1ys1s　Yang

Wei⑧野中資博，408－409，199＆

併用法および限界状態設計法での水貯留コンクリー

ト構造物の設計にっいて。中村裕大⑧野中資博，同，

596＿597，　199＆

畑地ライシメータを用いた窒素成分の収支に関する

研究成松克彦，武田育郎，福島晟，平9農土

学会中四国支部講演要旨，pp187－188．1997。

斐伊川流域における水文特性と汚濁負荷量の推定精

度。武田育郎，福島　晟，森也寸志，第32回水環

境学会講演集，p22，199＆

穏効性肥料を用いた畑地からの窒素負荷の流出削滅

成松克彦，武田育郎，福島　晟、平10農土学会大

会講演要旨，pp282－283，199＆

傾斜畑地におけるリンとCOD成分の流出特性武

田育郎、成松克彦，福島晟，平10農土学会大会

講演要旨，p皿284－285，199＆

蒸発速度予測による水分⑧塩分⑧熱の連成輸送シミュ

レーションにっいて。木原康孝⑱福桜盛一，52回

農土学会中四国支部講演要旨85－8τ1997

黒ボク土における水分⑧塩分⑧熱の連成輸送にっい

て。木原康孝⑧福桜盛一，平10農土学会大会講演

要旨，106－10τ199＆
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17．土壌構造⑧水移動の可視化における軟X線の最適出

　　力の算出．森也寸志，福島晟，渡邊紹裕，丸山

　　利輔，第52回農業土木学会中国四国支部講演会講

　　演要旨，p皿88－90．1997

1＆軟X線を用いた土壌からの排水過程の解析（2）。

　　森　也寸志，福島　晟，丸山利輔，三野　徹平成10

　　年度農業土木学会大会講演会講演要旨集，pp69ぴ

　　691．　1998

岨TDR法⑧4極法による土壌の電気伝導度測定．村

　　田　剛，森　也寸志，佐藤理恵子，平成10年度農

　　業土木学会大会講演会講演要旨集，pp610－611．

　　1998

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．緩く締固めた粘性土の勇断特性鳥山胱司，平成9

　年度タム研究委員会報告書，農業土木学会，379－

　399．　1998

2．Hydrogen　su1f1de　generat1on　1n　wastewater

　treatment　p1ants．NONAKA，T，WYANG，

　KFUJISAWA　and　HTAMURA，Proc　2nd　Int

　Semmar　SUBSEC，90－98．1997

＆農業集落排水施設の防食対策。野中資博，平成9年

　度農業集落排水計画設計士技術講習会テキスト，5／

　75－5／84．　1997．

4被覆肥料を用いた畑地からの窒素負荷の流出削減

　（農業土木学会編「児島湾周辺地域基幹土地改良整

　備調査検討委託業務報告書」所収）。武田育郎，農

　業土木学会，東呆，81－86事199＆

5．　Stud1es　on　the　behav1or　of　po11utants1n　paddy

　f1e1d　watershed　（Sc1ence　Encouragement

　Award）．L　TAKEDA，Rura1and　Env1ronmenta1

　Eng1neer1ng，3474－76．1998

附属生物賢源教育研究センター

Education　and　Research　Center
　　for　Bio1ogica1Resources

森林科学部門

　　Section　of　Forest　Science

瀧　本　義　彦　　⑧

Yosh1h1ko　TAK㎜0T0

西　野　吉　彦　　⑧

Yosh1h1ko　NIsHIN0

新　村義　昭

Yosh1ak1SHINMURA

山　下　多　聞

Tamon　YAMAsHITA

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．土の環境圏「砂漠化の自然発生要因と人為的発生要

　因」。岩田進午

　暑田大三監修，フジ⑧テクノシステム1352～1356．

　1997

1
。

2
．

a

4

　　　　　　　　〔論　文〕

手入れが困難な場所に造成されたスギ⑧ヒノキ人工

林のその後。山下多聞⑧高本麻衣子，日本林学会大

会発表論文集，108，265－266，199τ

マックイムシ被害林における土壌窒素の無機化能，

硝化能にっいて．片桐成夫⑧金子信博⑧長山泰秀⑧

井関寛人⑧山下多聞，日本林学会大会発表論文集，

108，　487－490．　1997．

スギおよびヒノキ人工林における雪害に関する研究

（II）林木のサイズおよび成立位置が雪圧害に及ぼ

す影響。川上誠一⑧三浦恒雄⑧後長正行⑧森山　勲⑳

寺田和雄⑧山下多聞，島根大学生物資源科学部研究

報告，2，一、199τ

針葉樹人工林から針広混交林へのアプローチ～スギ

人工林の下層に進入再生した広葉樹の成長～。山下

多聞⑧高本麻衣子，森林応用研究，7，一，199＆

民島根大学三瓶演習林の針葉樹資源。山下多聞⑧川上

　誠一⑧寺田和雄⑧新村義昭，山陰地域研究，1島、

　1998．

6．Decomposlt1on　and　nutnent　dynam1cs　of1eaf

　1itter　in1itter　bags　of　two　mesh　sizes　set　in　tw0

　d1pterocarp　forest　s1tes　m　Peninsu1ar　Malays1a

　Tamon　YAMASHITA　＆　H1rosh1TAKEDA，
　Pedobio1ogia，42，11－21．1998．
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τ木工用帯のこ盤による切削面性状に関する研究。切

　　削方向と繊維方向の関係，のこ車回転数，および樹

　　種が切削面粗さとAE計数率に与える影響．チンレ

　　イカイ⑧田中千秋⑧吉延匡弘⑧西野吉彦⑧片山裕之，

　　木材工業，53（1），14－18．1998。

＆帯のこ挽き材加工のファジィ制御に関する研究（第

　　3報）。自己調整付ファジィ制御における評価方法

　　及び識別方法について。黄箭波⑧田中千秋爾中尾哲

　　也⑧西野吉彦，木材学会誌，44（1），9－161998。

乱帯のこ挽き材加工のファジィ制御に関する研究（第

　　4報）．自己調整付ファジィ制御における修正方法

　　及び学習効果について。黄箭波⑧田中千秋⑧中尾哲

　　也⑧西野吉彦，木材学会誌，44（1），17－24199＆

1O．Co1or1metry　of　wood　spec1mens　from　French

　　Gu1ana　Y　N1shmo，G　Jan1n，B　Chanson，P

　　Det1eme，J　Gr11，B　Th1baut，Jouma1of　Wood

　　Science，44（1），3－8（1998）．

11．Effects　of　he1ica1ang1e　of　router　bit　on　acoustic

　　em1ss1on　G　Cyra，C　Tanaka，M．Yoshmobu，Y

　　N1shmo，Jouma1ofWood　Sc1ence，44（3），169－176

　　（1998）．

12．AFRICAN　BASED　SAWAH　SYSTEMS　FOR

　　THE　　　INTEGRATED　　　WATERSHED

　　MANAGEMENT　　OF　　SMALL　　INLAND

　　VALLEYS　IN　WEST　AFRICA．Wakatsuk1⑧

　　Shmmura⑳Otoo⑧01an1yan，Inst1tut1ona1and

　　Techn1ca1Opt1ons1n　the　Deve1opment　and

　　Management　of　Sma11－Sca1e　Imgat1on，FAα56－

　　79．1998

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1。針葉樹人工林から針広混交林へのアプローチ～スギ

　人工林の下層に進入再生した広葉樹の成長～、山下

　多聞⑧高本麻衣子罰日本林学会関西支部第48回大

　会講演要旨集婁28，199τ

z木材棒状試験体の乾燥過程における縦振動．関　恵

　元⑧西野吉彦，第48回日本木材学会大会研究発表

　要旨集，567，199＆

慶業生産科学部門

　　Section　of　Agricu1tura1Science

専任教官

　　　植　田　尚文　⑧

　　　H1safum1UEDA

　　　浅尾俊樹
　　　Tosh1k1AsA0

兼任教官

　　　伊藤憲　弘　⑧

　　　Norihiro　IT0

　　　福　田　　　晟　⑳

　　　Ak1ra　FUKUDA

　　　山　岸主　門

　　　Kazuto　YAMAGIsHI

1
．

2
。

中　野　尚　夫

H1sao　NAKAN0

青木宣　明
Nor1ak1A0KI

宇津田　嘉　弘

Yosh1h1ro　UzUTA

　　　　　　　　〔論　文〕

水耕キュウリの培養液非交換による収量の減少と活

性炭による回復。浅尾俊樹⑧梅山元正⑱太田勝巳⑧

細木高志⑧伊藤憲弘⑧植田尚文，園学雑ぎ67：99－

105ぎ　1998o

キュウリ幼苗のバイオアッセイによる閉鎖系養液栽

培に適した晶種選定の可能性浅尾俊樹⑧大谷紀之⑧

清水法子⑧梅山元正⑧細木高志。太田勝巳，植物工

場学会誌，10：92－95，199＆

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．キュウリの自家中毒に関する研究（第5報）活性炭

　に吸着された根の湊出物の分析に吸着された根の湊

　出物の分析。浅尾俊樹⑧Md．H　R　Praman1k⑧松

　井佳久⑧太田勝巳⑧紬木高志、園学雑，66（別2）

　412－413．　1997．

Z　Stud1es　on　Autotox1c1ty　of　Cucumber（6）Exten－

　s1on　of　Haryest　Per1od　by　Graftmg　m　Non－

　renewa1Cu1ture　So1ut1on　Asao，T，NSh1m1zu，

　KOhtaandT且osok1，JJaPanSocSci67（1）・176．

　1998．

a　Morpho1og1ca1C1ass1f1cat1on　of　F1owemg　Cher－

　nes．Hosoki，T，IOno，ASatoh，Y．H1rasawa，

　KOhta　and　T．Asao　JJapa皿Soc　Sc167（1）　222．

　1998．

4土壌の違いがフルーベリー晶種の新梢生育と果実晶

　質に及ほす影響。栂野康行⑧藤本順子⑧山本孝司⑧
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　小豆沢　斉⑧伊藤憲弘⑧植田尚文⑧浅尾俊樹⑧山岸

　主門，農業生産技術管理学会，5（別1）τ8，199＆

エブルーベリーのマンガン欠乏にっいて．藤本順子⑧

　栂野康行⑧伊藤憲弘⑧植田尚文。日本土壌肥料学会

　関西支部会。9417，199＆

海洋科学部門

　　Section　of　Marme　Bio1og1ca1S1ence

梶村光男
Mitsuo　KAJIMURA

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。キュウリの自家中毒について．浅尾俊樹，ハイドロ

　ポニックス，12：14－16．1998．

なお，兼任教官の研究業績は，農業生産学科（生産技術

管理学講座）の頁に示されている

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Noteon　theMarine　A1ga1F1oraoftheOki　Is1s，XI

　V．Ka〕mura，M．，Bu11Fac　L1feEnv　Sc1Sh1mane

　Univ．，2：35－40，199τ

2．The　Morpho1ogy　of　Chrysymen1a　grand1s

　（Rhodymen1aceae，Rhodophyta）from　the　Ok1

　IS1S．

　Kaエ1mura，M，Stud　San－mReg，ShmaneUn1v
　（Na七EnviL），14：1－6，199＆

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1．隠岐島海藻フロラの新知見．梶村光男，日本植物学

　会中国四国支部第55回大会講演要旨6，199＆
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新任教官

大　川　和　秋

Taka－ak1OHKAwA

　　　　　　　　　　　〔著書〕

1。ライフサイエンスの基礎実験（大阪大学教養部生物

　学教室編，今堀宏一監修），講談社サイエンティフィ

　　ク　総頁数　74，昭和51年6月

2。培養細胞の電氣生理（岡本尚⑧岸本卯一郎⑧柴岡孝

　雄⑧千田貢⑧田沢仁編集「植物電氣生理研究」所収）

　大川和秋，学会出版センター，東尿，p皿154－177，

　昭和57年10月

3．E1ectr1ca1　to1erance　of　the　Cんα伽　oo㈹〃閉α

　p1asma1emma　（Ste1n，WD　ed「Ion　Pumps

　Structure，Funct1on」，Progress1n　C11n1ca1and

　Bio1og1ca1Research　Vo1273所収）Ohkawa，T

　and　Tsutsu1，I，A1an　RL1ss，Inc　New　York／USA，

　pp．423－426．1987

4．　I．E1ectr1ca1to1erance　m　C肋榊p1asma1emma

　Effect　of　d1va1ent　cat1ons　on　breakdown　poten－

　t1a1（DamtyJ，DeM1ch111s，M，Marre，E，Ras1

　Ca1dogno，F　eds「P1ant　Membrane　Transport

　The　Current　Pos1s1t1on」，所収），Ohkawa，T　and

　Tsutsu1，I，E1sev1er　Inc　Nether1and，pp87－88，

　皿。Ca2＋regu1ated　C1‘一channe1s1n　the　C脆α伽

　oo”αZ伽α　P1asma　membrane　（Da1nty，J，De

　Mch111sM，Marre，E，Ras1Ca1dogno，F　eds「P1ant

　Membrane　Transport　The　Current　Pos1s1t1on」，

　所収），Tsuts1，I，Ya㎜ag1sh1，S，and　Ohkawa，T，

　E1sev1er　Inc　Nether1and，pp89－90．1988

5．　I．　B1oPh1s1ca1and　Phys1o1og1ca1Stud1es　on

　Membrane　Transport　A　Ca2＋一dependentα一一

　sens1t1ye　　an1on　　channe1s　　m　　the　　Cんα㈹

　p1asma1emma　A　patch－c1amp　study　（「G1ant

　ce11s　of　the　Characeae　Mode1System　for

　Study1ng　Ce11Mot111ty　and　Membrane　Trans－

　port」所収）Ok1hara，K，Ohkawa，T　and　Tsutsu1，I，

　山田科学振興財団（Sympos1um　Honomg　the

　80thB1rthdayofProfessorNoburoKam1ya），大

　阪，p皿23－24．1993

　皿。　B1oph1s1ca1and　Phys1o1og1ca1　Stud1es　on

　Membrane　Transport：Thresho1d　for　excitat1on

　of0んo湖oo湖π㈱αmternode（「G1ant　ce11s　of　the

　Characeae二Mode1System　for　Studymg　Ce11

　Moti1ity　and　Membrane　Transport」所収）

　Ohkawa，T　and　Tsutsu1，I，山田科学振興財団

　（Sympos1um　Hononng　the80th　Birthday　of

　ProfessorNoburo　Kam1ya），大阪，PP25－26．1993

　皿．B1oph1sica1and　Phys1o1og1ca1Stud1es　on

　Membrane　Transport　H＋pump　act1v1ty　m

　mtema11y　perfused　C肋㈹oo吻ZZ伽o　intemoda1

　ce11s　（「G1ant　ce11s　of　the　CharaceaeO　Mode1

　System　for　Studymg　Ce11　Mot111ty　and

　Membrane　Transport」所収），Tsutsu1，I．and

　Ohkawa，T，山田科学振興財団（Sympos1um

　Honormg　the80th　B1rthday　of　Professor　Noburo

　Kam1ya），大阪，pp31－32．1993

a　The　detect1on　and　propert1es　ofe1ectrogen1c　Na－K

　transport　m　the　squ1d　axon　membrane（Abott，

　N　J，W1111amson，M，Maddrock，Leds「Cepha1o－

　pod　Neurobio1ogy　　Squid　axon　structure，b1o－

　chem1stry　and　tranasport」所収），Kishimoto，U，

　Inoue，I，Tsutsu1，I　and　Ohkawa，T，　Oxford

　Unwers1ty　Press，pp53－70．1994

　　　　　　　　　　〔学術論文〕

1．K1sh1moto，U．and　Ohkawa，T　Shortenmg　of

　ハ嚇θ〃o　internode　dur1ng　exc1tat1on　　P1ant　and

　Ce11Phys1o1ogy，7，No5pP493－4971966

z大川和秋⑧岸本卯一郎生体膜興奮の一側面　一そ

　の1。過分極反応　生物物理，第13巻5号　213－

　228頁昭和47年10月

a大川和秋⑧岸本卯一郎生体膜興奮の一側面　一そ

　の2．Anode　break　exc1tat1on，breakdown　phe－

　nomenon生物物理，第13巻6号　253－261頁

　昭和47年12月

40hkawa，T　and　K1shmoto　U　The　e1ectromot1ve

　force　of　the　C肋湖　membrane　dunng　the

　hyperpo1ar1z1ng　　response　　P1ant　and　　Ce11

　Physio1ogy，15，No£PPユ039－1054．1974
5
。

6
。

7
．

Ohkawa，T　and　K1sh1moto，U　Anode　break

exc1ta1on　m　C肋湖membrane　P1ant　and　Ce11

Physio1ogy，16，Nα1pp．83－91　1975

0hkawa，T　and　K1sh1moto，U　Breakdown　phe－

nomenonm　the　C肋他membrane　P1ant　and　Ce11

Physio1ogy，18，No．1pp．67・80．1977

0hkawa，T，Koe1er，K。，Bentrup，FぺW　E1ectnca1



membrane potential and resistance in 
photoautotrophic suspension cells of Chenopo-

dium rubrum L. Planta, 151, N0.1 pp.88-94 1980 

8 . Kishimoto,U., Kami-ike,N., Takeuchi,Y., and 

Ohkawa,T. An improved method for de-
termining the ionic conductance and capaci-

tance of the membrane of Chara corallina. Plant 

and Cell Physrology 23, N0.6 pp.1041-1054 1984 

9 . Kishimoto,U., Kanu-ike,N., Takeuchi,Y., and 

Ohkawa,T. A kinetic analysis of the electrogenic 

pump of Chara corallina. I. Inhibition of pump by 

DCCD. Journal of Membrane Biology 80,' Nol, 

pp.175-183 1984 

10. Takeuchi,Y., Krshimoto,U., Ohkawa,T., and Kami-

ike,N. A kmetic analysis of the electrogenic 

pump of Chara corallina. II. Dependence of the 

pump activity on external pH. Journal of 

Membrane Brology, 86, Nol pp.17-26 1985 

1 1 . Kishimoto,U.. Takeuchi,Y., Kami-ike,N., and 

Ohkawa,T. A kinetic analysis of the electrogenic 

pump of Chara corallina. 111. Pump actiity during 

action potential. Journal of Membrane Biology, 

86, Nol pp.27-36 1985 

12. Kami-ike,N., Ohkawa,T., Kishimoto,U., and 

Takeuchi,Y. A kinetic analysis of the electro-

genic pump of Chara corallina. IV. Temperature 

dependence. Journal of Membrane Biology, 94, 

N0.1 pp.163-171 1986 

13. Kishimoto,U., Takeuchi,Y., Kami-ike,N., and 

Ohkawa,T. Changes in activity of the 

electrogenic pump of the Chara membrane 

dunng excitation. Blomedical Research, 7, No. 1 

pp.61-65 1986 

14. Tsutsui,1., Ohkawa,T., Nagai,R., and Kishimoto,U 

Inhibition of Cl- channel activation in Chara 

corallina membrane by lanthanum ion. Plant and 

Cell Physiology., 27, No. 5 pp.1197-1200 1986 

15. Ohkawa,T., Tsutsui,1., and Kishimoto,U. K+ 

channel in the Chara plasmalemma: Estimation 

of K+ channel density and single K+ channel 

conductance. Plant and Cell Physiology. 27, N0.6 

pp.1429-1438 1986 

16. Tsutsui,1., Ohkawa,T., Nagai,R., and Kishimoto,U 

Role of calcium ion in the excitabitlity and 

(~z~i~ 9 ~FIO;il -~z~:lO~~ 9 ~l ) 

1 7. 

1 8. 

19 . 

20 

21. 

22. 

23 . 

24. 

27 
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electrogenic pump activity of Chara corallina 

membrane: Effects of La3+ , verapamil, EGTA, 

W-7, and TFP on the action potential. Joumal of 

Membrane Biology. 96, N0.1 pp. 65-73 1987 

Tsutsui,1., Ohkawa,T., Nagai,R., and Kishimoto,U 

Role of calcium ion in the excitabitlity and 

electrogenic pump activity of Chara corallina 

membrane: Effects of La3+ , EGTA,W-7, and 

calmodulme antagonists on the current-voltage 

relation. Journal of Membrane Biology. 96, No. 1 

pp.75-84 1987 

Tsutsui,1., Nagai,R., Ohkawa,T., and Kishimoto,U 

Effects of divalent cations on the excitability and 

on the cytoplasnuc streammg of Chara corallina 

Plant and Cell Physiology. 28, No. 4 pp.741-751 

1987 

Ohkawa,T. and Tsutsui,1. Electrical tolerance 

(breakdown) of the Chara plasmalemma. I 

Necessity of Ca2 +. Journal of Membrane Biology 

103, No. 2 pp.273-282 1988 

Ohkawa,T. and Tsutsui,1. Electric tolerance 

(breakdown) of the Chara corallina plasma-

lemma. II. Inductive property of membrane and 

effects of monovalent cations on breakdown 

phenomenon. Journal of Membrane Biology. 1 14, 

No. I pp.159-173 1990 

Okihara,K., Ohkawa,T., Tsutsui,1., and Kasai,M. A 

Ca2+- and voltage-dependent and Cl- - sensitive 

anion channel in the Chara plasmalemma: A 

patch-clamp study. Plant and Cell Physiology 

32, No. 4 pp. 593-601 1991 

~: Chara australi~･ a)~~~/'~~~'~~~~ec~~~ ~ ~ h ~ ~ 

4 ycDfi;;~1 ~~~~~~:~~~~ ~i~ 27 ~~ 175-179 ~: 

1 991 

~~Jll~D~~ ~~:~l~~H~~) ~r ;~ y ~ ~ )/ ;j~ )11 H~ 

(Membrane) ~~ 18~~, No. 1 3-12~: 1993 

Okihara,K., Ohkawa,T., and Kasai,M. Effects of 

calmodulin on Ca'+ -dependent Cl- -sensitive 

anion channel in the Chara plasamalemma: A 

patch-study. Plant and Cell Physiology. 34, N0.1 

pp.75-82 1993 

Tsutsui,1. and Ohkawa,T. N-ethylmaleimide 

blocks the H+-pump in the plasma membrane of 
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　　C肋閉oo湖〃㈱αmtemoda1ce11s　P1ant　and　Ce11

　　Phys1o1ogy34，No5pp1159－11621993

2a　Tsutsu1，I　and　Ohkawa，T　L－type　Ca2＋channe11n

　　a1ga1p1ant　C肋柵oo醐Z伽αB1omed1ca1Research

　　14，Supp1ement2，p皿73－741993

π大川和秋⑳野坂修一⑧吉川清シャジクモ節間細胞

　　原形質膜に及ぼす局所麻酔薬の作用麻酔と蘇生第

　　29巻，第4号45ホ457頁1994

2＆Ohkawa，T，Nosaka，S，and　Tsutsu1，I　Ear1y　events

　　m　p1asma　membrane　of0肋㎜oo閉肋伽after

　　st1mu1at1on　Stud1es　under　current　c1amp　cond1－

　　t1ons　P1ant　and　Ce11Phys1o1ogy36，No　2pP299－

　　3121995

2乱　K1nosh1ta，H，Sano，S，Satake，H，Ohkawa，T，and

　　Ogur1，K　A　pharmacodynam1c　ana1ys1s　of

　　11doca1ne　on　the　squ1d　g1ant　axon．　　In　v1vo

　　app11cat1on　of　the　11docame－sens1t1ve　m1cro－

　　e1ectrode　Progress　m　Anesthet1c　Mechan1sm，3，

　　Spec1a11ssue　pp　230－2341995

3α高橋完⑧野坂修一騒重野紫乃⑨佐井義和爾犬伏俊郎竃

　　大川和秋シャジクモ節間細胞による局所麻酔薬リ

　　ドカインの取り込み　麻酔と蘇生　第32巻，第1

　　号pp71イ41996

31．佐竹弘⑧景山卓男竃大川和秋亀金晶昌史⑧鈴木茂行

　　イカ巨大神経軸索内灌流におけ局所麻酔薬リドカイ

　　ンの伝導麻酔作用に及ほすpHの影響　信学技法

　　Techn1ca1Report　of　ICICE　MBE97？46　47－54

　　頁1997

　　　　　　　　　　〔その他〕

　　　（学位論文，文部省科学研究費報告書，

　　　　1993年以降の主Proceedings）

1，E1ectr1ca1Charactenst1cs　of　the　Exc1tab1e　Cんo他

　Membra脇pp1棚大阪大学　理学博士　昭和50

　年9月　大川和秋

ZアニオンチャンネルのCa2＋による制御機構の解明

　　文部省科学研究費補助金（一般研究B，昭和63

　年度一平成2年度）研究成果報告書pp1－60　平

　成2年3月大川和秋
3．Effects　of1oca1anesthet1cs　on　Cん舳αp1asma

　membrane　at　d1fferent　pHo　P1ant　and　Ce11

　Phys1o1ogy34，Supp1ement　p　s112，The　Annua1

　Meetmg　And33th　Sympos1um　March29－31．1993

　Kanazawa，大川和秋⑧野坂修一⑱吉川清，

4

5
．

6
。

7
。

8
。

The　act1v1ty　of　the　H＋pump　m　perfused　C肋榊

oo湖〃㈱α　　　P1ant　and　Ce11　Phys1o1ogy　　34，

Supp1ement　p　s112，The　Amua1Meetmg　And

33th　Sympos1um　March29－31．1993Kanazawa，

筒丼泉雄⑳大川和秋

Thresho1d　potent1a1for　Exc1tat1on　of　the　Cんα㈹

1ntemoda1ce11P1ant　and　Ce11Phys1o1o駆35，

Supp1ement　p　s88The　Amua1Meetmg　And

Sympos1um　March28－30．1994Tsukuba，大川和

秋⑧筒井泉雄⑧野坂修一

Ear1y1on1c　currents　after　step　potent1a1changes

1n　the　C肋糊p1asma1emma　P1ant　and　Ce11

Phys1ology36，Supp1ement　p　s106The　Annua1

Meet1ng　and35th　Sympos1um　March28－30．1995

Shmane，筒井泉雄⑧大川和秋⑱野坂修一

Ear1y1on1c　currents　wh1ch　proceed　the　mam

process　of　exc1tat1on　1n　the　Cんα糊　ooγα〃㈱o

p1asmamembrane　P1antand　Ce11Phys1o1ogy．37，

Supp1ement叫s98The　Amua1Meetmg　and36th

Sympos1um　March27－29．1996Kagoshma大川

和秋⑧筒井泉雄⑧野坂修一

Ear1y　ion1c　processes　in　the　Cκα列α　oo”α〃㈱α

p1asma　membrane　after　st1mu1at1o皿L　Ba2＋

sens1t1ye　current　P1ant　and　Ce11Phys1o1ogy38，

Supp1ement　p　s133The　Amua1Meetmg　And

36th　Sympos1um　March27－29．1997Kyoto，大川

和秋⑧筒井泉雄⑧野坂修一

臥Ear1y1on1c　processes　afterrecept1on　of　stimu11m

　theC肋”αoo他〃伽p1asmamembrane　P1ant　and

　Ce11Phys1o1ogy39，Supp1ement　p　s109The

　Amua1Meet1ng　And38th　Sympos1um　May3－5．

　1998Sapporo大川和秋⑱筒井泉雄嚢野坂修一



島根大学生物資源学部業績目録（平成9年10月～平成10年9月） 111

松　崎　　　貴

Takash1MATsUzAKI

　　　　　　　　　　〔著書〕

1．魚類その他の実験免疫学（山村雄一⑱多田富雄編

　「現代免疫学第2版」所収）松崎　貴，医学書院，

　東尿，p叫457－468．1992

z表皮の再生（吉里勝利編「再生一甦るしくみ」所収）

　松崎　貴，羊土社，p皿32－63，199a

a　Ha1r　mduct1on　by　derma1pap111a　ce11s　cu1tured

　w1th　cond1t1oned　med1um　of　keratmocytes　DJJ

　VanNesteandVARanda11（ed），Ha1rresearch

　for　the　next　m111emum　Matsuzak1T，Inamatsu，

　MandYosh1zato，K，E1sey1er，Amsterdampp
　447－451．1996．

4．Rad1osensit1v1ty　　of　freshwater　　sponge

　gemmu1es　Y　Watanabe　and　N　Fusetan1（ed），

　Sponge　sc1ences　Sh1mada　A，Watanabe，Y，

　Matsuzak1，T，Maeda，E　and　Egam1N，Sprmger－

　Ver1ag，Tokyo，p叫311－319，199＆

5。松崎　貴著「岩波科学ライフラリー61⑧毛髪を科

　学する」岩波書店，東尿事p皿1－105，199＆

　　　　　　　　　　〔論文〕

1．Matsuzak1，T　and　Shma，A　Number　of　maエor

　h1stocompat1b111ty1oc1m1nbred　strams　of　the

　f1sh　Oryz1as1at1pes　Immunogenet1cs，30226－228．

　1989．

2．Matsu2ak1，T，Amanuma，H　and　Takeda，H　A

　POU－doma1n　gene　of　zebraf1sh　ZFPOU1，spe－

　c1f1ca11y　expressed　1n　the　deve1op1ng　neura1

　t1ssues　B1ochem　B1ophys　Re＆Commun，187

　1446＿1453．1992．

3．Saka1zum1，M，Sh1m1zu，Y，Matsuzak1T　and

　Hamaguch1，S　Unreduced　d1p101deggsproduced

　by　mterspec1f1c　hybr1ds　between　Oryz1as1at1pes

　and　O－curv’1notus　J　Exp　Zoo1．266312－318．1993

4Matsuzak1T，Saka1zum1，M．and　Shma，A　Inter－

　and　intraspecif1c　d1str1but1on　of　an　ant1gen1c

　ep1tope　found　m　an　mbred　stram　ofthe　Medaka

　Oryz1as1at1pes　J　Exp　Zoo1．267198－208．1993

5．Takeda，H，Matsuzak1，T，Ok1，T，M1yagawa，T

　and　Amanuma，H　A　nove1POU　doma1n　gene，

　zebraf1sh　pou2　express1on　and　ro1es　of　two

　a1ternat1ve1y　sp11ced　twm　products　m　ear1y

　deve1opment　Genes　Dev，845－59．1994

6．K01ke，S，Taya，C，Aok1，J，Matsuda，Y．Ise，I，

　Takeda，H，Matsuzak1，T，Amanuma，旺，
　Yonekawa，H　and　Nomoto，A．Character1zat1on

　of　three　d1fferent　transgemc　mouse1mes　that

　carry　human　po11ov1rus　receptor　gene－miuence

　of　the　transgene　express1on　on　pathogenes1s

　Arch．Viro1”139：351－363．1994
7
． Matsuzak1，T，Inamatsu，M　and　Yosh1zato，K

Regenerat1on　of　a　ha1r　bu1b1n　consequence　of

the　mteract1on　between　upper　derma1sheath

ce11s　and　basa1ce11s　m　the　amputated　v1br1ssa

fo111c1e　D1fferent1at1on，60287－297．1996

　　　　　　　　　　〔総説〕

1。松崎　貴，渡辺純代，米川博通：PCRによるクロー

　ニング法，実験医学，9巻10号，pp．35－41．1991．

Z松崎貴：魚類の生体防御機構．臨床免疫，23巻

　11号，P臥1635－1643．1991。

＆松崎　貴，米川博通：PCRによるクローニング，

　医学のあゆみ，162巻9号、p臥516－520，199Z

4武田洋幸，松崎　貴，天沼　宏：ゼブラフィッシュ

　初期発生とPOU転写因子，実験医学，11巻12号，

　pp．101－107．　1993．

a松崎貴，吉里勝利二皮膚の再生，遺伝，50巻4

　号，P臥21－25，199a

a松崎　貴，吉里勝利　失われた毛髪は再生できるか，

　ニュートン，16巻12号，P皿122－127，199a

τ稲松　睦，松崎　貴，吉里勝利：毛乳頭細胞の毛髪

　誘導能を評価するアッセイ法，組織培養工学冨23

　巻2号，P叫57－61，199τ

　　　　　　　　　　〔特許〕

1．毛包組織に対するモノクローナル抗体と，この抗体

　を産生するハイブリドーマ，およびこのハイブリドー

　マの作成法（日本国特許出願済み，特開平7－

　132083），発明者’松崎貴，稲松　睦，吉里　勝

　利，199a

z毛乳頭紬胞の長期継代培養法（日本国特許出願済み，

　特開平7－274950），発明者　稲松　臨松崎　貴，

　吉里　勝利，1994．

3．Method　for　produc1ng　monoc1ona1ant1bodies

　spec1f1c　toha1rfo111c1e＆　（アメリカ合衆国特許，
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　No5，674，719），発明者松崎　貴，稲松　睦，吉

　里　勝利，19晦

4．Monoc1ona1ant1bod1es　aga1nst　ha1r　fo111c1e

　hybr1domas　producmg　the　antibod1es，and　a

　method　for　prepanng　the　hybr1domas　（オース

　　トラリア国特許，No681704），発明者　松崎　貴，

　稲松　睦，吉里　勝利，1998．

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。松崎　貴，嶋　昭紘：カワカイメンの発芽過程にお

　　ける芽球細胞の細胞増殖動態，日本動物学会第57

　　回大会，198a

z松崎　貴，嶋　昭紘：カワカイメンの芽球発芽過程

　　における細胞増殖の解析，日本動物学会第58回大

　　会，198τ

a松崎　貴，嶋　昭紘二鱗移植により近交系メダカ稚

　　魚に誘導されたアロトレランス，日本動物学会第

　　59回大会，198＆

4松崎　貴，酒泉　満，嶋　昭紘ニメダカ血球紬胞ア

　　ロ抗原に対するモノクローナル抗体の作製，日本比

　　較免疫学研究会第1回学術集会，1989

ユ松崎　貴，酒泉　満，嶋　昭紘：メダカの主要組織

　　適合性と連鎖するアロ抗原，日本比較免疫学研究会

　　第2回学術集会，199α

a松崎　貴，酒泉　満，嶋　昭紘　系統間分布から見

　　たメダカアロ抗原SA1の多様性にっいて，日本動

　　物学会第61回大会，199α

τ松崎　貴，天沼　宏，武田洋幸：ゼブラフィッシュ

　　初期胚に発現するPOUドメインをもっ遺伝子の分

　　離，日本分子生物学会第14回年会，1991。

＆松崎　貴，天沼　宏，武田洋幸　神経管特異的に発

　　現するゼブラフィッシュPOUドメイン遺伝子，

　　ZFPOU1，日本発生生物学会第25回大会，199Z

乱武田洋幸、松崎貴，天沼宏：ゼブラフィッシュ

　　初期胚で発現するPOUドメインをもっ遺伝子の単

　　離，日本発生生物学会第25回大会，1992．

1α松崎　貴，隠岐　徹，天沼　宏，武田洋幸：ゼブラ

　　フィッシュ初期胚特異的POUドメイン遺伝子

　　ZFPOU2の発現と機能，日本分子生物学会第15回

　　年会，1992

11。渡部　聡，武田洋幸，松崎　貴，隠岐　徹，天沼

　　宏ゼフラフィッシュの初期胚で発現している蛋白

　　質チロシンリン酸化酵素ファミリーの解析，日本分

　　子生物学会第15回年会，1992．

12．

13．

14

15。

1a

1τ

1＆

19

2α

21。

22。

23。

武田洋幸，松崎　貴，隠岐　徹，天沼　宏：ゼブラ

フィッシュ神経特異的転写因子ZFPOU1の神経管

形成における役割，日本分子生物学会第15回年会，

1992．

Takeda，H，Matsuzak1T　and　Amanuma，H．

Iso1at1onofazebraf1shPOU　doma1n　gene，re1ated

to　human　Bm－1and　Bm－2，and　the　regu1at1on　of

1tsexpress1on．The7th　Intemationa1Conference

of　The　Internat1ona1Soc1ety　of　D1fferent1at1on

1992．

武田洋幸，松崎貴，隠岐徹，天沼　宏：ゼブラ

フィッシュ初期胚特異的POUドメイン遺伝子

ZFPOU2の発現様式　who1e　mount　m　situ　hy－

br1d1zat1onによる解析，日本発生生物学会第26回

大会，199ユ

武田洋幸，松崎　貴、天沼　宏ニゼブラフィッシュ

初期発生とPOU転写因子、日本比較生理生化学会，

1993。

松崎貴，稲松　睦雪吉里　勝利　ラット毛包を構

成する各組織に対するモノクローナル抗体の作製，

日本動物学会第64回大会，199a

松崎　貴，稲松　睦、吉里　勝利　毛乳頭細胞は毛

包の再生に必要か9、日本発生生物学会第27回大

会，1994。

稲松　睦，松崎貴，吉里　勝利　ラット頬髭より

単離した毛乳頭細胞の長期継代培養法の確立，日本

発生生物学会第27回大会，1994

松崎　貴，稲松　睦，吉里　勝利・長期継代培養し

たラット毛乳頭細胞にみられる毛包誘導能，日本動

物学会第65回大会，1994

松崎貴：毛髪の形成を支えるパピラ紬胞の培養法

Sym．pos1a’94（TOKYO），創造科学技術研究報告

会，1994

松崎貴，稲松　睦，吉里　勝利　長期継代後も毛

包誘導能を維持するパピラ細胞培養法の確立、第2

回毛髪科学研究会，1994

Matsuzak1T，Inamatsu，MandYosh1zato，K

Estab11shment　of　derma1pap111a　ce111mes　w1th

the　　act1v1ty　　t0　　1nduce　　a　　ha1r　　fo111c1e

Intematma1Sympos1um　on　Wound　Hea1mg
and　T1ssue　Regenerat1on，199a

松崎　貴，稲松　睦，吉里　勝利　培養ラット胚皮

膚を用いた毛包分化因子アッセイ法の検討，日本発

生生物学会第28回大会、199臥
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24．稲松　睦，松崎貴，吉里勝利　ラット頬髭毛乳

　　頭を免役して得られたユニークなモノクローナル抗

　　体の特性，日本発生生物学会第28回大会，1995．

25．松崎　貴：毛髪の形成を支えるパピラ細胞の培養

　　Sympos1a’95（OSAKA）創造科学技術研究報告会，

　　1995．

26．Matsuzak1T，Inamatsu，M　and　Yosh1zato　K

　　Ha1r　mduct1on　by　derma1pap111a　ce11s　cu1tured

．　w1thcond1t1oned　med1um　ofkeratmocytes　F1rst

　　Tr1contmenta1　Meetmg　of　Ha1r　Research

　　Societies，1995．

2τ稲松　睦，松崎　貴，吉里　勝利　表皮細胞培養上

　　清中に存在するラット毛乳頭細胞増殖活性化因子の

　　検索，日本発生生物学会第29回大会，199巳

2＆松崎　貴，稲松　臨吉里　勝利　P　CR一サフト

　　ラクション法によるラット毛乳頭細胞特異的遺伝子

　　の単離，日本動物学会第67回大会，199a

2臥松崎　貴，稲松　睦，吉里　勝利　ラット頬髭パピ

　　ラ細胞に特異的に発現する遺伝子の単離，第4回毛

　　髪科学研究会，199α

3α稲松　睦，松崎　貴，吉里　勝利：パピラ細胞の増

　　殖に対するFGFの効果，第4回毛髪科学研究会，

　　199＆

31．岩成　宏子，大浦　一，松崎　貴，荒瀬　誠治，吉

　　里　勝利　Rat　v1br1ssaを抗原として得られたモ

　　ノクローナル抗体の正常ヒト毛包における反応性，

　　第4回毛髪科学研究会，199α

32．Kr1stensen，DB，Inamatsu，M，Matsuzak1Tand

　　Yosh1zato，K　Ana1ysis　ofthe　rat　derma1papa111a

　　ce11proteome　F1rst　Intercont1－nenta1Meetmg　of

　　Hair　Research　Societies，199τ

33．Matsuzak1T，Inamatsu，MandYosh1zato，K

　　Iso1at1on　of　ha1r　derma1pap111a－spec1f1c　genes

　　19th　Wor1d　Congress　ofDermato1ogy，1997

34．Matsuzaki，T　Ro1es　of　derma1pap111a　ce11s　on

　　d1fferent1at1on　　and　　regrowth　　of　ha1r

　　Mechan1sms　　of　　Metamorphos1s　　and

　　Regenerat1on　Keys　to　T1ssue　Restorat1on，1997

35．Inamatsu，M，Matsuzak1，T，Iwanar1，H　and

　　Yosh1zato，K　The　cond1t1on　requ1red　for　mam－

　　tammg　the　mherent　funct1ons　of　rat　derma1

　　ce11＆　Mechan1sms　of　Metamorphos1s　and

　　Regenerat1on’Keys　to　T1ssue　Restora．t1on，1997．

3a松崎貴二毛の分化⑧増殖を支えるパピラ細胞の特

　　性，吉里プロジェクトシンポジウム，199τ

3τ松崎貴　培養パピラ細胞を用いた毛髪形成遺伝子

　　の探索，第3回新技術地域展開セミナー，199τ

3＆松崎貴：毛のでき方と毛乳頭細胞の役割，第29

　　回変態の生物学討論会，199＆
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川　口　英　之

H1deyuk1KAwAGUcHI

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．　Changes1n　carbon　cyc11ng　dunng　regenerat1on

　of　a　dec1duous　broad1eaf　forest　KAwAGUcHI，H

　andKY0DA肋JTAVERH0EvEN，GWHE1L
　and　M　J　A　WERGER（eds）吻g物施o〃s物o肋削〃

　〃Zακo〃　広o　oα吻o〃α〃d〃〃ガθ械θoo〃o刎映　　SPB

　Acad　Pub，The　Hague，pp1－18．1988

　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Carbon－cyc11ng　changes　dur1ng　regenerat1on　of　a

　　dec1duous　broad1eaf　forest　after　c1ear－cutt1ng　I

　　Changes　m　organ1c　matter　and　carbon　storage

　　KAwAGUcH1，H　and　K　Y0DA　JapaneseJouma1of

　　Eco1ogy，35：551－563，198a

z落葉広葉樹林の再生過程における炭素循環．川口英

　　之。学位論文（大阪市立大学），198a

a　Carbon－cyc11ng　changes　dur1ng　regenerat1on　of　a

　　dec1duous　broad1eaf　forest　after　c1ear－cutt1ng　II

　　Aboveground　net　product1on　KAwAGUcHI，H

　　and　K　Y0DA　Eco1og1ca1Research，4271－286．1989

4．大阪南部のアカマツ林の組成と構造．神崎護⑧依田

　　恭二⑧川口英之，関西自然保護機構会報，145－14．

　　1992．

a　トンレサップ湖周辺の植生状況。川口英之。環境技

　　術，班：785－787．1992．

aせき悪土壌地におけるクロマツ植栽林の林分構造．

　　榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎　日本林学会論文集，

　　103二461＿462．　1992、

τ田上山クロマッ造林地における樹木の更新状況とそ

　　の制限要風飛田博順⑧榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五

　　郎日本林学会論文集，且⑰4567－568，199a

＆田上山クロマツ砂防造林地における土壌有機物の堆

　　積様式と細根量。榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎　日

　　本林学会論文集，且⑪4369－370，199＆

臥田上山クロマッ造林地における樹木の天然更新とそ

　　の制限要風飛田博順⑧榎木勉蓼川口英之。京都大

　　学農学部演習林報告，6550－62．1993．

1αクロマツ砂防植栽林のリターフォールと土壌窒素蓄

　　積量　榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎日本林学会関

　　西支部論文集，3：69－70．1994．

11。初期窒素濃度と斜面上の位置がクロマッ落葉の分解

　　に及ぼす影響榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五飢日本

　　林学会論文集，106227－228．1995．

12．田上山砂防造林地におけるクロマッの枯死。川口英

1ユ

之⑧榎木勉⑧岩坪五郎　日本林学会関西支部論文集，

5：117＿118．　1996。

田上山砂防植栽林におけるクロマツの肥大成長の季

節パターン。榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎　日本林

学会関西支部論文集，5115－116，199a

14．Topograph1c　vanat1ons　of　so11propert1es　and

　　stand　structure1n　P吻ω8　肋〃〃6θ岬z　p1antat1on

　　EN0KI，T，H　KAwAGUcHI　and　G．IwATsUB0

　　Eco1og1ca1Research，11299－309．1996

15。

16．

Product1on・dependent　reproduct1ve　a11ocation　of

a　ta11tree　spec1es　Q脇κ㈱8g仰α勉　NAKAs㎜zUKA

T，Y　TAKAHAsH1and　H　KAwAGUcH1Jouma1of

P1ant　Research，11⑪7－13．1997

Nutnent－uptake　and　nutnent－use　eff1c1ency　of

P㈱〃8　肋〃〃6θ螂z　Par1　a1ong　a　topograph1ca1

grad1entofs011nutnentaya11ab111ty　EN0KI，T，H二

KAwAGUcHI　and　G　　IwATsUB0－　　Eco1og1ca1

Research，12191－199．1997

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．P1ant　resp1rat1on　KAwAGUcHI，H。肋K　Y0DA（ed）

　Improvement　of　b1o1og1ca1product1v1ty　m　trop1－

　ca1waste1ands－Act1v1ty　report　for　October－

　November，1988The　Nat1ona1Research　Counc11

　of　Tha11and，Bangkok，pp117－132．1988

z名勝箕面山の生態系．依田恭二⑧川口英之。名勝箕

　面山保存管理計画，大阪府教育委員会，p皿118－15＆

　1989．

a樹木成長量調査の解析と検討岩坪五郎⑧武田博清⑧

　川口英之．田上山山腹保育工調査検討業務平成元年

　度報告書1，建設省琵琶湖工事事務所，199α

4。山腹工施行地における植生土壌発達様式の検討．岩

　坪五郎⑧武田博清⑧川口英之。同上2，建設省琵琶

　湖工事事務所，199α

5田上山腹保育工調査研究武田博清⑱岩坪五郎⑧川

　口英之。財団法人防災研究協会研究報告第13号，

　pp，53－54．　1990．

a山腹保育工施行地におげるクロマツの枯死と植生更

　新状況の検討。岩坪五郎⑧武田博清⑧川口英之⑧榎

　木勉．田上山山腹保育工調査検討業務平成2年度報

　告書，建設省琵琶湖工事事務所，1991。
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7。田上山腹保育工調査研究。川口英之⑧武田博清⑧岩

　　坪五郎，財団法人防災研究協会研究報告第14号，

　　pp．51－52．　1991。

＆　Resp1rat1on　of　p1ant　and　s011　KAwAGUcHI，H，T

　　NAGANAwA　and　P　SAHUNALU　肋K　Y0DA　and　P

　　SAHUNALU　（eds）　Improvement　of　b1o1og1ca1

　　product1v1ty　of　trop1ca1waste1ands　m　Tha11and

　　Osaka　C1ty　Un1vers1ty，Osaka，pp115－137．1991

9．Pr1mary　product1on　and　carbon　cyc1mg

　　KAwAGUcHI，H，TANpIBAL　and　P　SAHUNALU　Ib1d，

　　pp335－343．1991．

10．C11mate，topography　and　m1t1a1∀egetat1on　of

　　exper1menta1s1tes　w1th　reference　to　the　dynam－

　　1csofnatura1forest　KANzAKI，M，HKAwAGUcHI，

　　PSAHUNALU，PDHANMAN0NDA，VTANPIvAL，B
　　PURIYAK0RN，K　MUANGNIL，P　PREEcHApANYA　and

　　KY0DAIbid，pp23－47．1991

11．B1omass，product1onandsurv1va1oftreesp1anted

　　mtrop1ca1waste1andsmTha11and　KANzAKI，M，

　　KKIMURAHKAwAGUcHI，PSAHUNALU，P
　　DHANMAN0NDA，B　PRAcHAIY0，V二TANPIvAL，B

　　PURIYAK0RN，K　MUANGNIL，P　PREEcHAPANYA，S

　　TH0RANIs0RN，TY0NEDA，HSAT0andKY0DA．
　　Ib1d，pp49－92．1991

12．Root　system　p1ast1c1ty　of　E〃oαZ妙肋s　oo榊αZ一

　　∂〃θκ8z8－p1anted　on　var1ous　s011s　of　trop1ca1

　　waste1ands　KANzAKI，M，H　KAwAGUcHI，T

　　Y0NEDA，H．SAT0，K．Y0DA，．P．SAHUNALU，R

　　DHANMAN0NDA，VTANPI▽AL，BPRAcHAIY0，B

　　PURIYAK0RN，K　MUANGNIL，P　PREEcHApANYAandS

　　TH0RANIs0RN　Ib1d”PP93－113．1991

1巳森林生態系における単木の落葉量とその空問的な配

　　分．川口英之⑧田中拓弥平成3年度一般研究B研

　　究成果報告書（代表山倉拓夫），pp1－13，199Z

14常緑広葉樹林における樹木の肥大成長パターン。名

　　波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫同上，P叫15－27，199Z

15．　Eco1og1ca1and　eros1on　contro1stud1es　on　sub－

　　trop1ca1forests　IwATsUB0，G　and　H　KAwAGUcHI

　　肋Researches　Re1ated　to　the　UNESCαs　MAB

　　Programme　m　Japan，1991－1992　Coordmatmg

　　Comm1ttee　on　MAB　Programme，Tokyo，pp7－12．

　　1992．

16。山腹保育工施行地における植生状況一クロマツの枯

　　死状況と他樹種の更新状況。岩坪五郎⑧武田博清⑧

1τ

1＆

19．

川口英之⑧榎木勉。田上山山腹保育工調査検討業務

平成3年度報告書，建設省琵琶湖工事事務所1992

田上山腹保育工調査研究岩坪五郎⑧武田博清⑧川

口英之。財団法人防災研究協会研究報告第15号，

pp－57－58，　199Z

田上山クロマツ造林地の物質循環一地形による養分

利用効率の違い。榎木勉⑧川口英之。平成4年度一

般研究B研究成果報告書（代表岩坪五郎）雪pp118－

151．　1993。

山腹保育工施行地における植生の生育⑧枯死状況と

物質循環。岩坪五郎亀武田博清⑧川口英之⑧榎木勉

田上山山腹保育工調査検討業務平成4年度報告書多

建設省琵琶湖工事事務所，199ユ

2α田上山腹保育工調査研究。岩坪五郎⑧武田博清⑧川

　　口英之。財団法人防災研究協会研究報告第16号，

　　pp，67－68，　199a

21． Eco1og1ca1and　eros1on　contro1stud1es　on　sub－

trop1ca1forests1n　Chma　KAwAGUcHI，H　and　G

IwATsUB0．　肋　Researches　Re1ated　to　the

UNESCαs　MAB　Programme　m　Japan，1993－1994

Coordmatmg　Comm1ttee　on　MAB　Programme

Tokyo，p皿1－6．1994．

2Z田上山山腹保育工調査検討業務平成5年度報告書。

　　岩坪五郎露武田博清⑧川口英之⑳榎木勉。建設省琵

　　琶湖工事事務所多1994

2a

24

田上山山腹保育工調査検討業務平成6年度報告書。

岩坪五郎⑧武田博清⑧川口英之⑧榎木勉。建設省琵

琶湖工事事務所、199a

田上山腹保育工調査研究岩坪五郎⑧武田博清⑧川

口英之。財団法人防災研究協会研究報告第18号，

pp－71－72．　1995。

25．D1spersa1pattem　and　the　amount　of1eaf11tter

　　from　an　md1v1dua1tree　m　a　dry　e∀ergreen　forest

　　mSakaerat，northeastTha11and　KAwAGUcHI，H，

　　TEN0KI，MKANzAKIandRSAHUNALU肋K
　　Y0DA，R　　SAHUNALU　and　M二KANzAKI　（eds）

　　E1uc1dat1on　of　the　mユss1ng　s1nk　1n　the　g1oba1

　　carbon－cyc11ng－focus1ng　on　the　dynaIn1cs　of

　　trop1ca1seasona1fores鳳Osaka　C1ty　Umvers1ty，

　　Osaka，pp45－56．1995

2a　Fo1iar　nutrient　dynamics　of35tree　species　of　a

　　dry　evergreen　forest　1n　Sakaerat，　northeast

　　Tha11and　KAwAGUcHI，H，YINAGAKI，TEN0KI，M

　　KANzAKI　and　P　SAHUNALU　Ib1d，pp57－66．1995．
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2τF1or1st1c　compos1t1on　and　stand　structure　of　an

　　evergreen　broad－1eaved　forest　1n　J1u11anshan，

　　southern　Chma　KAwAGUcHI，H，C　LI，S　KATAGIRI

　　andYNAGAYAMA一肋GIwATsUB0andCLI（eds）

　　Eco1og1ca1and　hydro1og1ca1study　on　a　forested

　　watershed　m　southem　Chma　Kyoto　Un1vers1ty，

　　Kyoto，pp33－58．1997

28．Nutr1ents　retumed　by11tte㎡a111n　a　natura1

　　evergreen　broad1eaved　forest1nsouthem　Ch1na

　　KATAGIRI，S，C　LI，H　KAwAGUcHI　and　Y

　　NAGAYAMA　Ib1d，PP77－g6．1997

29．Changes　of　nutnent　e1ements　m　decomposmg

　　1eaf11tter1n　a　natura1evergreen　broad1eaf　forest

　　m　southern　Chma　KATAG眠I，S，C　LI，H

　　KAwAGUcHI　and　Y　NAGAYAMA　Ib1d　pP77－96．1997

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。落葉広葉樹林の炭素循環L林分構造と現存量．川

　　口英之⑧依田恭二．第29回日本生態学会大会要旨

　　集，叫g5，198Z

2。落葉広葉樹林の炭素循環II。諸量の林齢による変

　　化．川口英之⑧依田恭二。第30回日本生態学会大

　　会要旨集，p63，198＆

a落葉広葉樹林の炭素循環．IIL相対成長関係と植物

　　体現存量。川口英之⑧依田恭二．第31回日本生態

　　学会大会要旨集，p158．1984

4落葉広葉樹林の炭素循環Iγ枯死量の林齢による

　　変化川口英之客依田恭一　第32回日本生態学会

　　大会要旨集，p231．1985

5。落葉広葉樹林の炭素循環V。植物体呼吸量⑧土壌

　　呼吸量の林齢による変化川口英之⑧依田恭＿。第

　　33回日本生態学会大会要旨集，p72，198a

a落葉広葉樹林の伐採鰭再生過程における炭素循環の

　　シミュレーション、川口英之⑧依田恭二．第34回

　　日本生態学会大会要旨集，p138，198τ

τ林床での落葉の消失過程一サイズ頻度分布の変化よ

　　り。川口英之．第35回日本生態学会大会要旨集，

　　叫175．1988．

＆森林の再生過程と物質循環。川口英之。第36回日

　　本生態学会大会要旨集，p200，198乱

軌ナギ林の組成と構造。玉井潤⑧山倉拓夫憾川口英之

　　同上，叫231，198臥

1αナギ林の構造とリターフォーノk川口英之⑧玉井潤⑧

　　山倉拓夫．同上，皿232，198軌

11。肋ω妙肋80㈱α肋肋Sづ8の根系構造と土壌環境。

　　神崎護⑧川口英之⑧木村勝彦⑧依田恭二⑧

　　Pongsak　SAHUNAL肌同上，P300，198臥

12．

1a

14．

1a

16。

1τ

18。

1臥

20。

21。

2Z

23。

L1tter　fa11pattems　m　a　Poσooα物s〃螂forest

KAwAGUcHI，H　and　Y　YAMAKURA　5th　Intema－

t1ona1Congress　of　Eco1ogy，Abstract，p388．1990．

Improvement　of　b1o1og1ca1product1v1ty　m　trop1－

ca1waste1andmTha11and　Y0DA，K，MKANzAKI，

H　KAwAGUcHI，K　KIMURA，S　TH0RANIs0RN，P

SAHUNALU，PDHANMAN0NDAandVTANPIBAL
Ibid”p－372．1990．

タイ国における肋oα妙肋∫oα舳肋Z吻8乞8の樹形

と呼及川口英之⑧神崎護⑧依田恭二⑧Pongsak

SAHUNAL肌第38回日本生態学会大会要旨集，p

151．　1991。

タイ国におけるユーカリ造林地の一次生産九川口

英之⑧Pongsak　SAHUNALU⑧長縄貴彦⑧神崎護⑧

依田恭二第103回日本林学会大会要旨集，p129．

1992．

せき悪土壌地における植栽クロマツ林の林分構造。

榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五飢同上，皿137．1992。

田上山クロマッ造林地における樹木の更新状況とそ

の制限要因。飛田博順⑧榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五

郎第104回日本林学会大会要旨集，p172．1993。

田上山クロマッ砂防造林地における土壌有機物の堆

積様式と細根量。榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎同

上，皿98，199a

奈良市御蓋山における単木の落葉量とその空間配分．

川口英之⑧田中拓弥。第40回日本生態学会大会要

旨集，叫113，199a

奈良市御蓋山における林木の肥大成長の季節パター

ン。名波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫。同上ヨ叫113婁

1993。

中国江西省九連山自然保護区の常緑広葉樹林の組成

と構造。川口英之⑧李昌率⑧片桐成夫⑧岩坪五郎

第3回日本熱帯生態学会大会要旨集，p17，199ユ

トンレサップ湖の環境と水資源に関する調査報告。

松井三郎⑧川口英之⑧土井敦⑧松田知成。第1回地

球環境シンポジウム要旨集，土木学会地球環境委員

会，P叫139－145茅199a

Product1v1ty　and　mmera1cyc11ng　of　reforested

ecosystem1n　Tha11and　　KAwAGUcHI，H，P

SAHUNALU，MKANzA㎜andKY0DA　15th
Intemat1ona1Botan1ca1Congress，Abstract，p55，
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　　1993．

24田上山クロマツ砂防植栽林のリターフォールと土壌

　　窒素蓄積量　榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎。第44

　　回日本林学会関西支部大会要旨集，p27，199a

25。クロマッの養分利用様式の地形による変化榎木勉⑧

　　川口英之⑧岩坪五郎第41回日本生態学会大会要

　　旨集，皿154．1994．

26．　D1spersa1patterns　of11tterfa111n　a　Podooαゆ㈱

　　勿α卯　forest　KAwAGUcHI，H　and　T　TANAKA

　　Proceed1ngs　of　the6th　Internat1ona1Congress　of

　　Eco1ogy，叫299．1994．

2τEffects　of　m1cros1tes　on　nutnent　use　eff1c1encym

　　aP肋〃8肋〃肋θ柳zp1antat1on．　EN0KI，T，H

　　KAwAGUcHI　and　G　IwATsUB0Ib1d　p293．1994

2＆　タイ国サケラート常緑季節林における単木からの落

　　葉供給パターン。川口英之⑧榎木勉⑧神崎護亀

　　PongsakSAHUNALU。第106回日本林学会大会要

　　旨集，P．725．1995

2臥窒素濃度と斜面上の位置がクロマツ針葉の分解に及

　　ぼす影響。榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五郎。同上，

　　p．212．　1995．

3αタイ国熱帯常緑季節林における木本35種の養分利

　　用様式。稲垣善之⑧川口英之⑧神崎護⑧pongsak

　　SAHUNA凪第5回日本熱帯生態学会大会要旨集，

　　叫20．1995．

31．御蓋山におけるナギとイヌガシの雌雄の分布．川口

　　英之⑧名波哲⑧山倉拓夫。第42回日本生態学会大

　　会要旨集，p53．1995

32。御蓋山におけるナギとイヌカシの共存に果たす雌雄

　　性の役凱名波哲⑧川口英之⑧久保拓弥⑧山倉拓夫．

　　同上皿53争19晦

3a御蓋山でナギとイヌガシは共存できるか？種子散

　　布様式を考慮した格子モデル。久保拓弥竃巖佐庸憾

　　名波哲⑧川口英之．同上，叫53．1995

34タイ熱帯季節林における木本種の養分利用様式．稲

　　垣善之蜜川口英之⑧神崎護⑧Pongsak　SAHUNALU。

　　同上叫86雪1995．

3a枝サイズ分布を利用した繁殖投資量の推定中静透⑧

　　高橋やよひ⑧川口英之。同上，叫95，199民

36。田上山砂防植栽林におけるクロマツの肥大成長の季

　　節パターン．榎木勉㊧川口英之⑧岩坪五郎．第46

　　回日本林学会関西支部大会要旨集，p59．1995

3τ田上山砂防造林地におけるクロマツの枯死パターン。

　　川口英之⑱榎木勉⑧岩坪五郎同上，叫60，199民

3＆

3軌

4α

41。

42

4a

44

45。

4a

4τ

4＆

49。

50。

51。

タイ国サケラート常緑季節林における土壌呼吸速度

の空間分布。川口英之⑧榎木勉⑧稲垣善之⑧

Pongsak　SAHUNALU⑧神崎護⑧籠谷泰行。第43回

日本生態学会大会要旨集，p161，199a

御蓋山におけるナギとイヌガシの直径成長と林分構

造名波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫。同上，p．43，

199＆

タイ国常緑季節林における木本の養分利用様式と土

壌の養分蓄積．稲垣善之⑧川口英之⑧神崎護⑧

Pongsak　SAHUNAL皿同上，P194，199a

御蓋山におけるナギとイヌガシの窒素利用様式の可

塑性舘野隆之輔⑧川口英之。同上，臥194．1996。

クロマツ針葉の葉齢による養分濃度の変化一斜面位

置による比較。榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五貞民同上，

pユ93．　1996。

タイ国サケラート常緑季節林の土壌呼吸速度。川口

英之⑧榎木勉⑧稲垣善之⑧神崎護⑧Pongsak

SAHUNAL旺第107回日本林学会大会要旨集皿115．

1996。

クロマッ砂防造林地における土壌特性の地形による

変化榎木勉⑧川口英之⑧岩坪五飢同上，叫114．

1996。

タイ国サケラート熱帯季節林における樹木個体と土

壌間の養分動態。稲垣善之⑧川口英之⑧神崎護⑧

Pongsak　SAHUNALU。第6回日本熱帯生態学会大

会要旨集，p54．1996。

田上山砂防造林地におけるクロマツの枯死パターン

川口英之⑧榎木勉⑧岩坪五郎。第47回日本林学会

関西支部大会要旨集，p28，199巳

御蓋山ナギ林における雌雄の空間分布のL関数を用

いた解析．名波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫。第44回

日本生態学会大会要旨集，p20，199τ

トチノキ（λθ80μ肋8肋グ肋〃α肋）のマイクロサテラ

イトマーカーの開発と野生個体群における多型。南

恵津⑧井鷺裕司⑳金子有子鰭川口英之．同上，

p．173，　199τ

クロマツの養分利用様式の地形による変化榎木勉⑧

川口英之⑧岩坪五飢同上，P．13L199τ

土壌の窒素無機化速度と樹冠の光条件がナギとイヌ

ガシの落葉の窒素濃度に与える影響。舘野隆之輔⑧

川口英之。同上，皿157，199τ

中国南部九連山自然保護区の照葉樹林でおきた樹冠

の着氷による森林撹乱川口英之鶴舘野隆之輔⑧李

昌華同上，皿168，199τ
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52。クロマツ砂防造林地におけるリターフォールと土壌

　　特性との関係一地形による変化榎木勉⑧川口英之⑧

　　岩坪五飢第108回日本林学会大会要旨集，p283，

　　199τ

53。中国南部九連山自然保護区における照葉樹林の組成

　　と構造．名波哲⑧川口英之⑧舘野隆之輔⑧李昌華。

　　第45回日本生態学会大会要旨集，P75，199＆

54御蓋山におけるナギとイヌガシの光と窒素条件に対

　　する葉の窒素濃度の変化舘野隆之輔⑧川口英之。

　　同上，p91，199＆

55．トチノキ野生個体群における種子の花粉親の推定一

　　マイクロサテライトマーカーを用いたDNA解析か

　　ら。南恵津⑧井鷺祐司⑧川口英之⑧金子有子同上

　　P．130．　1998、．

5α中国江西省の馬尾松林における針葉の窒素濃度の地

　　形による変化．榎木勉⑧川口英之⑧片桐成夫。第

　　109回日本林学会大会要旨集，P302，199＆

5τ御蓋山におけるナギとイヌカシの優占度と土壌条件

　　との関係．舘野隆之輔⑧名波哲⑧川口英之⑧山倉拓

　　夫。同上，P．315．1998。

木　原　淳

Jun1ch1KIHARA

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Ecotypes　of　the　fungus3妙o肋欄o卿醐θw1th

　var1ous　responses　of　the　mycochrome　system．

　KIHARA　J　and　T　KUMAGAI，Phys1o1P1ant．，鑓

　689＿695．1994．

2．　Distr1but1on　of　photo－mduced　and　non－photo－

　1nduced　sporu1ator　phys1otypes　of　13妙oZαηs

　o㎎醐θ1n　Japan　KIHARA　J，S　IsHIKAwA，and　T

　KUMAGAI，Mycosc1ence，38147－153．1997．

a　Inhentance　of　photo－contro1of　con1d1a1deye1op－

　mentm　the　fungus3妙oZα伽o脇ωKIHARA，J，S

　IsHIKAwA，A　SAT0，and　T　KUMAGAI，Mycosc1ence，

　認⑭二89＿91，199＆

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。数生態種3ゆoZα㈱o螂αθの胞子形成の光調節反応。

　木原淳一⑧熊谷忠，日本植物生理学1994年度年

　会講演要旨集，皿78．1994

Zイネごま葉枯れ病菌3ゆoZα㈱o㎎脇の胞子形成光

　調節反応。熊谷　忠⑧石川志保⑧木原淳一，1995

　年度光生物学協会講演会講演要旨集，皿18．1995．

aイネごま葉枯病菌における光応答cDNAの単離。

　木原淳一⑧熊谷忠，日本植物生理学会1997年度

　年会講演要旨集，p149．1997．

4。光誘導型優非光誘導型のイネごま葉枯病菌

　（3幼oZα㎡80螂〃）の日本における分布と交雑によ

　る光調節反応の変異木原淳一⑳石川志保⑧熊谷

　忠，日植病報，鯛205，199τ

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。マイコクローム系からみた稲ゴマ葉枯れ病菌の生態

　型．熊谷忠⑧木原淳一，IGEシリーズ20　遺伝

　生態の諸問題，P叫61－73雪1995．

Zイネごま葉枯病菌（3砂oZα㈱o㎎脇）の胞子形成

　光調節反応に関する遺伝生態学的研究。木原淳　⑱

　石川志保⑧佐藤　聡⑧熊谷　忠，IGEシリーズ24

　遺伝生態研究の台頭，発展，そして未来への展望，

　pp，96－98，　199＆



島根大学生物資源学部業績目録（平成9年10月～平成10年9月） 119

助教授　石　川　孝　博

Takah1ro　IsHIKAwA

　　　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Hydrogen　perox1de　generat1on　m　organe11es　of

　　肋ψ伽卿α伽ISHIKAWA，T，T　TAKEDA，S

　　SHIGEOKA，OHIRAYAMAandTMITSUNAGA，
　　Phytochem1stry，鎚1297－1299．1993．

2．Requirement　for1ron　and1ts　effect　on　ascorbate

　　perox1dase1n肋g肋α卿α脆ISHIKAWA，T，T

　　TAKEDA，S　SHIGEOKA，O　HIRAYAMA　and　T

　　MITSUNAGA，P1ant　Sci．，93：25－29．1993．

3．　Pur1f1cat1on　and　character1zat1on　of　g1utath1one

　　reductase　from　C〃α榊ψo榊o〃α8　閉励伽泓zz

　　TAKEDA，T，T　ISHIKAWA，S　SHIGEOKA，O．

　　HIRAYAMA　and　T　MITSUNAGA，J　Gen
　　Microbio1．，139：2233－2238．1993．

4C1onmg　and　express1on　ofcDNA　encod1ng　a　new

　　type　of　ascorbate　perox1dase　from　spinach

　　ISHIKAWA，T，K　SAKAI，T　TAKEDA　and　S

　　SHIGEOKA，FEBS　Lett，36728－32．1995

5．Subce11u1ar1oca11zat1on　and　propert1es　of　L－ga1a

　　ctono一γ一1actone　dehydrogenase　1n　　sP1nach

　　1eaves　MUTSUDA，M，T　ISHIKAWA，T
　　TAKEDA　and　S　SHIGEOKA，B1osc1B1otech

　　B1ochem．，5⑭1983－1984．1995

6．cDNAs　encodmg　sp1nach　stroma1and　thy1ak01d－

　　bound　ascorbate　perox1dase，d1ffenng　1n　the

　　presence　or　absence　of　the1r3’一cod1ng　reg1ons

　　ISHIKAWA，T，KSAKAI，K　YOSHIMURA，T

　　TAKEDA　and　S　SHIGEOKA，FEBS　Lett．，384

　　289＿293．1996．

7，Mo1ecu1ar　charactenzat1on　of肋gZ吻αascorbate

　　perox1dase　　usmg　　monoc1ona1　ant1body

　　ISHIKAWA，T，T　TAKEDA，H　KOHNO　and　S

　　SHIGEOKA，B1och1m　B1ophys　Acta，129⑰69－75．

　　1996．

8．　Pur1f1cat1on　and　character1zat1on　of　cytoso11c

　　ascorbate　perox1dase　from　komatsuna（肋088zoα

　　ゆα）　ISHIKAWA，T，T　TAKEDA　and　S

　　SHIGEOKA，P1ant　Sc1，12⑪．11－18．1996

9．　The　cata1ase－perox1dase　of∫榊θoんooooo鮒PCC

　　7942．pur1ficat1on，nuc1eot1de　sequence　ana1ys1s

　　and　express1on　m跳o加肌肋αoo〃MUTSUDA，

10。

11。

12。

13．

14。

15．

M，T　ISHIKAWA，T．TAKEDA　and　S
SHIGEOKA，B1ochem　J．，3161251－257．1996

Enzym1c　and　mo1ecu1ar　charactenzat1on　of

NADP－dependent　g1ycera1dehyde－3－phosphate

dehydrogenase　from　S物θoんooooω8PCC7942

res1stance　of　the　enzyme　to　hydrogen　perox1de

TAMOI，M，T　ISHIKAWA，T　TAKEDA　and　S

SHIGEOKA，Biochem　J，班6・685－690．1996

Mo1ecu1ar　charactenzation　and　res1stance　to

hydrogen　perox1de　of　two　fructose－1，6－

b1sphosphatases　from　S榊θoんooooo〃s　PCC7942

TAMOI，M．，T　ISHIKAWA，T．TAKEDA　and　S

SHIGEOKA，Arch．Biochem．Biophys．，334：27－36．

1996．

A1temat1ve　mRNA　sp11c1ng　of39－temma1exons

generates　ascorbate　perox1dase1soenzymes　m

sp1nach　　　（Sカ㈱ααα　　o1鮒αoθα）　　ch1orop1ast＆

ISHIKAWA，T，K　YOSHIMURA，M　TAMOI，T．

TAKEDA　and　S　SHIGEOKA，B1ochem　J，328
795＿800．1997．

　Effects　of　11ght　on　1nduct1on　of　ascorbate

perox1dase　and　enzymes　mvo1ved　m　the
ascorbate－91utathione　cyc1e　in亙〃91θ〃α帥αo〃狛Z．

ISHIKAWA，T，T　TAKEDAand　S　SHIGEOKA

Mem　Fac　Agr　K1nk1Umv’，馳49－56．1997

Metabo11sm　of　hydrogen　perox1de　by　the　scav－

eng1ng　system　m　C〃α閉ψo㈱o舳s閉肋α”励zz

TAKEDA，T，T　ISHIKAWAand　S　SHIGEOKA，

Phys1o1P1ant　⑭⑨49－55．1997．

Ident1f1cat1on　of　S100b　prote1n　as　copPer－b1nd1ng

prote1n　and1ts　supPress1on　of　copPer－1nduced

ce11damage．　NISHIKAWA，T，I　S．LEE－

MATSUI，N　SHIRAISHI，T．ISHIKAWA，Y

OHTAandMNISHIKIMI，J．B1o1．Chem，飲2・
23037＿23041．1997．

1a　Mo1ecu1archaracter1zat1onandphys1o1og1ca1ro1e

　　of　a　g1yoxysome－bound　ascorbate　perox1dase

　　from　spmach　ISHIKAWA，T，K　YOSHIMURA，

　　K　SAKAI，M　TAMOI，T　TAKEDA　and　S
　　SHIGEOKA，P1ant　Ce11Phys1o1，鎚23－34．1998

17．　Increased　ce11u1ar　res1stance　to　ox1dat1ve　stress

　　by　express1on　of　cyanobactenum　cata1ase－

　　perox1dase　m　anma1ce11s　ISHIKAWA，T，Y

　　OHTA，T　TAKEDA　and　S　SHIGEOKA　and　M。
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　　NISHIKIMI，FEBS　Lett，426221－224．1998

18．Comparat1vestudy　on　recombmant　ch1orop1ast1c

　　and　cytoso11c　ascorbate　perox1dase1sozymes　of

　　spmach　YOSHIMURA　K，T　ISHIKAWA，Y

　　NAKAMURA，M　TAMOI，T　TAKEDA，T
　　TADA，K　NISHIMURA　and　S　SHIGEOKA　Arch

　　B1ochem　B1ophys，35355－63．1998

19．Ident1f1cat1on　by　bacter1a1express1on　of　the　yeast

　　genom1c　sequence　encodmg　L－ga1actono一γ一

　　1actone　ox1dase，the　homo1ogue　of　L－ascorb1c

　　ac1d－synthes1zmg　enzyme　of　h1gher　anma1s

　　NISHIKIMI，M，Y　OHTA　and　T　ISHIKAWA，

　　B1ochem　Mo1B1o1Int44907－913．1998

20．　Punf1cat1on　and　character1zat1on　of　ascorbate

　　perox1dase　m　C〃o惚〃αo〃gαηs　TAKEDA，T，Y

　　YOSHIMURA，T　ISHIKAWAand　S　SHIGEOKA，

　　B1och1m1e80295－301．1998

21．Mo1ecu1ar　c1onmg　and　funct1ona1express1on　of

　　rat　　　　　　　11ver　　　　　　　g1utath1one－dependent

　　dehydroascorbate　reductase　ISHIKAWA，T，A．

　　FCas1n1andMNISHIKIMI，JB1o1．Chem．，碧73

　　28708－28712．1998．

　　　　　　　　　　〔総説その他〕

1．アスコルヒン酸ペルオキシダーゼの分子的性質，石

　　川孝博⑧重岡成，ビタミン，67巻，pp．638－640．19

　　93．

2．The　funct1on　of　H202－scaveng1ng　system　m

　　C〃α榊ψo刎o舳8　昭z肋α彬肋　TAKEDA，T，T．

　　ISHIKAWA　and　S　SHIGEOKA，　”P1ant
　　perox1dases　B1ochem1stry　and　Phys1o1ogy”，

　　Un1yers1ty　of　Geneya，pp257－262．1993．

3．　The　H202－scavengmg　system　and　to1erance

　　system　to　H202m　a1gae　TAKEDA，T，T

　　ISHIKAWA　and　S　SHIGEOKA，”Front1ers　of

　　Reactive　Oxygen　Species　in　Bio1ogy　and

　　Med1c1ne”，E1sev1er，pp143－146．1994．

4．Mo1ecu1ar　character1zat1on　of　ascorbate

　　perox1dase　from肋g肋α鮒㏄棚8Z．ISHIKAWA，

　　T，　T　　TAKEDA　　and　　S　　SHIGEOKA，

　　洲Photosynthes1s　from　L1ght　to　B1osphere’’，

　　K1uwer　Academ1c　Pub11shers，vo1V，pp139－142．

　　1995．

5．Express1on　of　cyanobactenum　　cata1ase一

α

perox1dase1n　an1ma1ce11s　affords　ce11u1ar　res1s－

tance　to　ox1dat1ve　stress　ISHIKAWA，T，Y

OHTA，TTAKEDA，SSHIGEOKAandM
NISHIKIMI，”The　Proceedmgs　of　the　2nd

Intemat1ona1　Conference　on　B1orad1ca1s洲，

Yamagata　Technopo11s　Foundat1on，pp40－42．

1997．

光合成生物における光⑧酸素毒防御系の分子機構一

光⑧酸素毒耐性植物の創製は可能か一，重岡成⑳石

川孝博⑧武田徹⑧田茂井政宏，蛋白質⑧核酸⑧酵素，

43巻，pp－634－648．1998。

　　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。肋ψ〃αにおけるg1utathione　reductaseの免疫学

　的性質にっいて，石川孝博⑧近藤鈴佳⑧武田徹⑧重

　岡成⑧中野長久⑧北岡正＝郎⑧飯塚義富，第34回

　　日本農芸化学会、199α

2。

a

4
．

5
。

　動植物および微生物におけるAscorbate
perox1daseを含む酸化還元系にっいて，石川孝博⑧

重岡成⑧飯塚義富⑧中野長久，第42回日本ビタミ

ン学会，1990。

数種の植物におけるアスコルビン酸ペルオキシダー

ゼアイソザイムの存在と免疫学的相同性について，

石川孝博⑧高濱志帆⑧松田直美⑧重岡成⑧光永俊郎

第35回日本農芸化学会，1991．

高等植物及び肋g肋αにおけるアスコルビン酸ペ

ルオキシダーゼの酵素学的及ぴ分子学的性質，重岡

成⑧石川孝博，ビタミンC研究委員会第74回会議

研究会，1991．

Mo1ecu1ar　propert1es　of　ascorbate　perox1dase　m

肋gZ㈱α蜥㏄肋80KAMURA，H，T　ISHIKAWA，

S．SHIGEOKA，T．MITSUNAGA　and　O，
HIRAYAMA　V1tamms　and　B1ofactors　m　Life

Sc1ence，Noyember1991，Kobe，Japan

a肋g肋oアスコルビン酸ペルオキシダーゼに及ぼす

　光および鉄イオンの分子的機作，石川孝博⑧岡村秀

　政霜重岡成⑧光永俊郎⑧平山修茅第44回日本ビタ

　　ミン学会，199z
7
．

8
。

アスコルビン酸ペルオキシダーゼ発現に及ぼす光お

よび鉄イオンの影響茅石川孝博⑧武田徹⑧重岡成⑱

光永俊郎⑧平山修，第8回ユーグレナ研究会，

1992。

アスコルビン酸ペルオキシダーゼの鉄イオンによる

発現機構，石川孝博⑧武田徹⑧重岡成⑧光永俊郎鱈
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　　平山修，第37回日本農芸化学会，199a

9　コマッナにおける細胞質型アスコルビン酸ペルオキ

　　シダーゼの性質と生理的意義，石川孝博⑧武田徹⑧

　　重岡成⑧平山修，第45回日本ビタミン学会，1993．

10．The　H202－scaveng1ng　system　and　to1e1ance

　　system　to　H202m　a1gae　The6th　Intemat1ona1

　　Conference　on　Superox1de　and　Superox1de

　　d1smutase，TAKEDA，T，T　ISHIKAWA　and　S

　　SHIGEOKA，October1993，Kyoto，Japan

11．　Effect　of1ron　on　the　express1on　of　ascorbate

　　perox1dase　m　亙〃σZ吻α　SHIGEOKA，　S，　T

　　TAKEDA　and　T　ISHIKAWA，P1ant　Perox1dase

　　III　Intemat1ona1　Sympos1um，Ju1y　1993，

　　Copenhagen

1Z藻類における活性酸素代謝，武田徹⑧石川孝博⑱重

　　岡成，第9回ユーグレナ研究会，199a

1ユ肋g肋αアスコルビン酸ペルオキシダーゼに対する

　　モノクローナル抗体の作製と性質，石川孝博⑧藤原

　　ますみ⑧武田徹⑧重岡成⑧平山修，第38回日本農

　　芸化学会，1994

14ラン藻S幽θoんooo㏄㈱PCC7942のカタラーゼの特

　　性と機能，武田徹⑧島田浩治⑧木本みゆき⑧石川孝

　　博⑧重岡成⑧平山修，第38回日本農芸化学会，

　　1994

1ユァスコルビン酸生合成系のL一ガラクトノーγ一ラクト

　　ンデヒドロゲナーゼの細胞内局在性と特性う陸田径

　　典⑧石川孝博⑧武田徹⑧重岡成⑱平山修，第48回

　　日本栄養⑧食糧学会，1994．

1a肋g肋αアスコルビン酸ペルオキシターゼの分子特

　　性，石川孝博⑱武田徹⑧重岡成璽平山修，第386回

　　日本農芸化学会関西支部大会，1994

帆C〃α榊ψo榊o〃08におけるセレン依存性グルタチオ

　　ンペルオキシダーゼの分子特性，武田徹⑳石川孝博⑧

　　重岡成⑧平山修，第386回日本農芸化学会関西支

　　部大会，1994

1＆ユーグレナアスコルビン酸ペルオキシターゼの分子

　　的性質雷石川孝博鱈永井正浩⑧新宮原桃子⑧武田徹⑳

　　平山修亀重岡成，日本植物生理学会1995年度大会，

　　1995。

岨ホウレンソウにおけるペルオキシダーゼをコード

　　する12kbp　cDNAの解析，坂井康祐⑧三千典子⑧

　　石川孝博竃武田徹⑧平山修⑧重岡成多日本植物生理

　　学会1995年度大会，199a

20。ホウレンソウ葉アスコルビン酸ペルオキシダーゼを

21

22。

23。

24

25。

2α

2τ

28。

2軌

3α

コードする2っのcDNAの解析，石川孝博⑧三千

典子⑧坂井康祐⑧武田徹⑧重岡成，第47回日本

ビタミン学会，1995

．　Mo1ecu1ar　character1zation　of　ascorbate

perox1dase　from肋ψ伽卿α〃s　Z　ISHIKAWA，

T，T　TAKEDA　and　S　SHIGEOKA，　Xth
Intemat1ona1Phtosynthes1s　Congress，August

1995，Montpe111er，France

ホウレンソウ葉緑体型アスコルビン酸ペルオキシダー

ゼcDNAのクローニング，石川孝博⑧植野由美子⑧

坂井康祐⑧武田徹⑧重岡成，日本植物生理学会

1996年度大会，199α

鉄による肋gz吻αアスコルビン酸ペルオキシダー

ゼの発現機構の解明，石川孝博⑧吉村和也⑧武田徹鱈

重岡成，日本植物生理学会1996年度大会，199α

ホウレンソウ葉のアスコルビン酸ペルオキシダーゼ

アイソザイムcDNAの遺伝子解析，吉村和也⑧三

浦登貴子⑧坂井康祐⑧田茂井政宏⑧石川孝博⑧武田

徹⑧重岡成，第69回日本生化学会，199a

哺乳動物細胞へのラン藻カタラーゼペルオキシダー

ゼ遺伝子の導入と酸素障害抑制，石川孝博⑧太田裕

理子⑧武田徹⑧重岡成亀錦見盛光茅第41回日本農

芸化学会，199τ

ラット肝臓デヒドロアスbルビン酸レダクターゼ

cDNAのクローニング，石川孝博⑧小島圭太郎亀

錦見盛光，第49回日本ビタミン学会，199τ

C末端領域の選択的スプライシングにより生成する

葉緑体型アスコルビン酸ペルオキシダーゼアイソザ

イム，吉村和也⑧薮田行哲⑧本田貴弘⑧田茂井政宏⑧

武田徹⑧重岡成⑧石川孝博書第49回日本ビタミン

学会，199τ

A1temat1ve皿RNA　sp11cmg　of3’一temma1exons

generates　ascorbate　perox1dase　is02ymes　m

spmach　ch1orop1asts　　YOSHIMURA，　K，

YABUTA，Y，TAMOI，臥ISHIKAWA，T，
TAKEDA，T　and　SHIGEOKA，S，P1ant　B1o1ogy

’97，August1997，Vancouver，Canada

動物細胞におけるラン藻カタラーゼーペルオキシダー

ゼ遺伝子の発現と酸化ストレス抵抗性，石川孝博鱈

太田裕理子圃武田徹⑧重岡成⑧錦見盛光勇第70回

日本生化学会，199τ

Express1on　of　cyanobacter1a　cata1ase・Perox1dase

m　an1ma1ce11s　affords　ce11u1ar　res1stance　to

ox1dat1ve　stress　ISHIKAWA　T，OHTA　Y，
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　　TAKEDA　T，SHIGEOKA　S，NISHIKIMI　M，2nd

　　Intemat1onalConferenceonB1orad1ca1s，October

　　1997，Yamagata，Japan．

31。ラット肝臓デヒドロアスコルビン酸レダグターゼの

　　cDNAクローニンクと翻訳後修飾の証明，石川孝

　　博⑧A1essandro　FCas1n1⑧錦見盛光，第42回日

　　本農芸化学会，199＆

32。酵母L一ガラクトノラクトン酸化酵素遺伝子のバク

　　テリア発現による同定，錦見盛光亀太田裕理子雷石

　　川孝博，第50回日本ビタミン学会，1998。

助手　西　村　浩　二

KohJ1NIsHIMURA

　　　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．ポリ（ADP一リポース）代謝酵素（田沼靖一　監修

　　「アポトーシス実験プロトコール」所収）西村浩二，

　稲垣陽郎，阿部英明，秀潤社，東尿雪pp193－206．

　　1994．

　　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．　Synthes1s　of　structura1stud1es　of　nove1azu1eno

　　［1，2－aコazu1eneand1tsder1vat1ves　NITTA，M，

　　K　NISHIMURA，and　Y　IINO，Tetrahedron　Lett，

　　34：2157－2160．1993．

2．Nove1　mh1b1tors　of　po1y　　（ADP－r1bose）

　　g1ycohydro1ase　AOKI，K，K　NISHIMURA，H

　　ABE，H　MARUTA，H　SAKAGAMI，T　HATANO，

　　T　OKUDA，T　YOSHIDA，Y　．一J．TSAI，F

　　UCHIUMI，and　S　TANUMA，B1ochem　B1ophys

　　Acta，1158：251－256．1993．

3．　Express1on　of　theヵωグoperon　in　an　aerob1c

　　photosynthet1c　　bactenum，　　R08θo6αo肪

　　∂㈱肋批o郷NISHIMURA，K叩H．SHIMADA，H

　　OHTA，T　MASUDA，Y　SHIOI，and　K
　　TAKAMIYA，P1ant　Ce11Phys1o1．37153－159．1996

4．Atranscnpt1onfactorw1th　a1eucme－z1pper　mot1f

　　1nvo1ved1n11ght－dePendent1nh1b1t1on　of　expres－

　　s1on　of　theカωグoperon1n　the　photosynthet1c

　　bacter1um肋o∂o肋o肪功んω㈹肋8　SHIMADA，

　　H．，T．WADA，H．HANADA，H．OHTA，H．

　　MIZOGUCHI，K　NISHIMURA，T　MASUDA，Y
　　SHIOI，and　K　TAKAMIYA，P1ant　Ce11Phys1o1，

　　37：515＿522．1996．

5　Nuc1eot1de　sequence　and　transcr1pt1ona1ana1ys1s

　　of　the　刊ank1ng　reg1on　of　the　gene（8カ6）encod－

　　mg　the11ght－med1ated肋郷一acting　factor　of　the

　カ〃グ　　operon　　in　　亙んoδo6αo彪グ　　8ゆゐαθγo乞dθ8．

　　MIZOGUCHI，H．，T　MASUDA，K　NISHIMURA，

　　H．SHIMADA，H　OHATA，Y　SHIOI，K
　　TAKAMIYA，P1ant　Ce11Phys1o1．38558－567．1997

6．Growth，p1gmentat1on，and　express1on　of　the〃1

　　andカ〃o　operons1n　a11ght－respond1ng　repressor

　　（SPB）一d1srupted　　　Rんo∂o6αo彪グ　　　8ゆ庖α〃o〃θs

　　NISHIMURA，K，H　SHIMADA，S　HATANAKA，
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H．MIZOGUCHI，H．OHTA，T．MASUDA，K．
TAKAMIYA，P1antCe11Phys1o1．39411－417．1998

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1。タンニン化合物によるポリ（ADP一リボース）グリ

　　コヒドロラーゼの阻害，西村浩二爾察妖菊⑧青木努⑧

　阿部英明鱈丸田英晴⑧坂上宏⑧波多野力⑧奥田拓夫㊧

　田沼靖一，第65回日本生化学会大会，1992．

Zポリ（ADP一リボース）グリコヒドロラーゼの阻害

　剤オリゴエラジタンニンによるマウス乳癌ウイルス

　遺伝子発現の抑制，青木努⑧察妖菊⑧西村浩二亀青

　木一正⑧阿部英明⑧丸田英晴⑧坂上宏亀波多野力⑧

　奥田拓夫⑧田沼靖一、第65回日本生化学会大会，

　1992。

＆ブタ精巣のポリ（ADP一リボース）グリコヒドロラー

　ゼの精製と性状，阿部英明⑧西村浩二1丸田英晴⑧

　田沼靖一，第65回日本生化学会大会，199Z

4センチニクハエ胚細胞（NIH－Sape－4）に存在する

　ポリ（ADP一リボース）グリコヒドロラーゼの性状，

　西村浩二⑧阿部英明⑧丸田英晴⑧青木一正⑧内海文

　彰⑧田沼靖一，第66回日本生化学会大会，199＆

5．ポリ（ADP一リボース）グリコヒドロラーゼ阻害剤

　オリゴエラジタンニンの構造と阻害作用，青木一正⑧

　佐藤友昭⑧稲垣陽　郎⑧西村浩二⑧阿部英明⑧丸田

　英晴⑧内海文彰亀坂上宏⑧波多野力⑧奥田拓夫⑧吉

　田隆志⑧察研菊⑧田沼靖一，第66回日本生化学会

　大会，199a

6．Ana1ys1s　of　express1on　ofμグoperon　from　the

　aerob1c　photosynthet1c　bacter1um，Rosθo6αo肪

　d吻㈱弛α郷，西村浩二⑧島田裕士⑱太田啓之⑧増

　田建竃塩井祐三電高宮建一郎，日本植物生理学会

　1995年度年会，1995

7．　Iso1at1on　and　propert1es　of　secondary　spon－

　taneous　mutants　der1ved　from　R08θo6αo脈

　d刎桝伽α燗27R，strain、蓬田宏樹竃中埜健次郎⑧

　西村浩二⑧島田裕士⑧塩井祐三⑱局宮建一郎，日本

　植物生理学会1995年度年会，1995

＆　C1on1ng　and　characten逐at1on　of　a　protem　b1nd－

　mg　to　the㈱一e1ement　of　theヵぴoperon　m

　肋odo肋6肪8助ω㈹肋8勇島田裕士⑧西村浩二鰭

　太田啓之⑧増田建⑧塩井祐三⑧高宮建一郎，日本植

　物生理学会1995年度年会，199民

軌好気性光合成細菌R08θo6αo炊伽刎肋伽α郷におけ

　る光合成遺伝子μグoperonの発現様式の解析，西

　　村浩二⑧島田裕士霜蓬田宏樹⑱溝口寛⑧太田啓之⑧

　　増田建⑧塩井祐三竃局宮建一郎，基生研セミナー，

　　光合成細菌の色素系と反応中心に関するセミナー，

　　1995．

10．Express1on　of抄〃グoperon1n　an　aerob1c　photosyn－

　　thetic　bacterium，　R08θo6αc彪グ　加切肋ガoα郷，

　　NISHIMURA，K，H　SHIMADA，H　YOMOGITA，

　　H　MIZOGUCHI，H　OHTA，Y　SHIOI，and　T

　　TAKAMIYA，Intemat1ona1Meetmg　on　Mo1ec－

　　u1ar　B1o1ogy，B1ochem1stry　and　Phys1ology　of

　　Ch1orop1ast　Deve1opment，Hamburg，199臥

11．Ana1ys1s　of　the且ank1ng　reg1on　of　the　gene

　　encod1ng　a　transcr1pt1on　factor（SPB）of　theカ〃グ

　　operonin肋odo6αo脈8助α㈹〃θs、溝口寛⑧増

　　田建⑧西村浩二鱈島田裕士⑧太田啓之⑧塩井祐三⑳

　　高宮建一郎，日本植物生理学会1996年度年会，

　　1996．

1Z光合成細菌肋odo6αo鮒砂肋g㈹肋8における〃グ

　　オペロンのトランス因子（SPB）の機能解析，西村

　　浩二⑧溝口寛亀島田裕士⑧増田建⑧太田啓之⑧塩井

　　祐三紬局宮建　郎，第69回日本生化学会⑧第19回

　　日本分子生物学会年会合同年会，199α

13画相同組み換えによる光合成細菌Rosθo6αo肪

14．

15．

伽倣榊oα㈱の色素合成変異株の取得と解析，蓬田

宏樹㊧西村浩二⑧島田裕士⑧増田建⑧太田啓之⑧高

宮建一郎，日本植物学会第60回大会，199a

Genet1c　ana1ys1s　of　the　iankmg　reg1on　of功6m

肋odo6oo肪砂ん〃㈹肋8，TAKAMIYA，K，K
NISHIMURA，H　MIZOGUCHI，T　OBAYASHI，K

AWAI，H　SHIMADA，T　MASUDAandH　OHTA，

IX　Intemat1ona1sympos1um　on　phototroph1c

prokaryotes，V1enna，1997

Ana1ys1s　of　the　photosynthet1c　regu1atory　gene

c1uster1n　Rosθo6αo勉グdθ刎玄ηガoα〃8，an　aerob1c

photosynthet1c　bactenum、西村浩二⑧大林武⑧

万里直己⑧増田建⑧島田裕士⑧太田啓之⑧高宮建一

郎，日本植物生理学会1998年度年会，1998．

1a　Genet1c　ana1ys1s　of　oクプ5m　photosynthet1c　regu1a－

　　tory　c1usterof肋oδo6oo肋8助鰍o肋8，大林武紬

　　西村浩二⑧粟井光郎⑧島田裕士⑨増田建⑧太田啓

　　之⑧局宮建　郎，日本植物生理学会1998年度年会，

　　1998．

17．　Propert1es　of　oげ5－d1srupted　and－overexpressed

　　亙ゐoδo肋o畝功伽θ伽伽8mutants，OBAYASHI，T，
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H　SHIMADA，K　NISHIMURA，K　AWAI，T

MASUDA，H．OHTA，and　K．TAKAMIYA，XIth

Internat1ona1　Congress　　on　　Photosynthes1s，

Budapest，1998

山　岸　真　澄

Masum1YAMAGIsH1

　　　　　　　　　　　〔著　書〕

1。三倍体クロユリの茎亀葉からの子球増殖（新美芳二

　編，図解花のバイオ技術一増殖⑧育種とその関連技

　術）山岸真澄，誠文堂新光社争東京，pp52－53．

　　1992．

Zクロユリ（3倍体クロユリ）（農文協編，農業技術

　体系花井編第5巻草花類の培養苗生産）山岸真澄，

　農文協，東呆，pp475－477，199τ

立イネの菊培養能力を支配する染色体領域（大川安

　信⑧岡成美編，第39回日本育種学会シンポジウム

　報告第2部1植物体再分化一ゲノムと遺伝子発現多

　育種学最近の進歩第39集）山岸真澄多日本育種学

　会，東呆，PP29－32，199τ

　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．　In　y1tro　propagat1on　of　tnp1oid　Fη施〃αれα

　camtschatcens1s（L）Ker－Gaw1er　YAMAGISHI，

　M，Bu11ResInstAgrResources，Ish1kawaAgr
　Co11．，2：19－26．1991．

2．Effects　of　m　v1tro　cu1ture　temperature　and　co1d

　treatment　on　breakage　of　dormancy　m　bu1b1ets

　ofム棚㈱1ψo刎o㈱Thunb　YAMAGISHI，M，
　Bu11　Res　Inst　Agr　Resources，Ish1kawa　Agr

　Co11．，3：26－30．1993．

3．Effects　of　boron　on　nodu1e　deve1opment　and

　symb1ot1c　nitrogen　f1xat1on　m　soybean　p1ants

　YAMAGISHI　M　and　Y　YAMAMOTO，S011Sc1．

　P1ant　Nutr．，40：265－274．1994

4Caand　Mg　uptakebysoybean　p1ants　atdifferent

　phosphate1on　concentrat1ons　YAMAGISHI，M，

　Y　KAWAI　and　Y　YAMAMOTO，S011Sc1P1ant
　NutL，41：157－159．1995．

5．　Nodu1ar　ca11us1nduct1on　and　bu1b1et　regenera－

　t1on　from　anther　t1ssue　of〃肋榊1oκ皿刀o閉例

　YAMAGISHI，M．，Bu11．Res．Inst．Agr．Resources，

　Ish1kawa　Agr　Co11，452－59．1995

6．Effects　of　mannose　on　en1argement　of　m　y1tro

　bu1b1ets　　of　　〃Z伽榊　　1oヵo刎α4捌　　　Thunh

　YAMAGISHI，M，Bu11Res　Inst．AgL　Resources，

　Ish1kawa　Agr　Co11，4：86－89．1995．

7．Effects　of　co1d　treatment，BA　and　GA3on
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　　en1argement　and1eaf　emergence　of　m　v1tro

　　cu1tured　bu1b1ets　of〃Z脇閉1αヵo刎o〃榊　Thunb

　　YAMAGISHI，M．，J．JPn．Soc．Hort．Sci．，64：367－373．

　　1995．

8．Detect1on　of　sect1on－spec1f1c　random　amp11f1ed

　　po1ymorph1c　DNA（RAPD）markers1n〃肋榊

　　YAMAGISHI，M．，The0L　App1．Genet．，91：830－835．

　　1995．

9．D1storted　segregat1on　of　RFLP　markers　m　regen－

　　erated　p1ants　der1ved　from　anther　cu1ture　of　an

　　F1hybnd　ofr1ce　YAMAGISHI　M，M　YANO，Y

　　FUKUTA，KFUKUI，MOTANIandT
　　SHIMADA，Genes　Genet　Syst，7137－41．1996

10．A　comparison　of　somac1ona1var1at1on　m　nce

　　p1ants　der1ved　and　not　der1ved　from　protop1asts

　　YAMAGISHI　M，M　OTANIandT　SHIMADA，
　　P1ant　Breed．，115：289－294．1996．

11．Gametoc1ona1Yanat1on1n　anthercu1ture－der1ved

　　r1ce　p1ant＄Mutat1on　breed1ng　of　new　e11te1mes

　　show1ng　short　cu1m　and　ear1y　head1ng

　　YAMAGISHI，M，T　SHIMADA，H　NIIZEKI　M

　　OTANI，T　KOBA，T　HANDA，Y　TAKAMURA，

　　E　SHIMIZU，M　HIGASHI，K　NAKAMURA，K

　　ARAKAWA　and　N．MATSUMOTO，J．Genet．
　　Breed，50：269－275．1996．

12．Character1st1cs　of　genet1c　var1at1on1n　the　proge－

　　n1es　of　protop1ast　der1ved　p1ants　of　nce，0螂o

　　8α肋αcv　N1pponbare　YAMAGISHI，M，K　ITOH，

　　T　KOBA，Y　SUKEKIYO，K　SHIMAMOTO　and

　　T　SHIMADA，Theor　App1Genet，941－7．1997

13，Differentia1activities　and　transcript1eve1s　of

　　superox1de　d1smutases1n　two8o胴αgo〃z噸脇昭α

　　popu1at1onsfrom　d1fferent　a1t1tudes　MURAI，R，

　　MYAMAGISHI，STAKUMIandKMURAI，
　　Bu11Res　Inst　Agr　Resources，Ish1kawa　Agr

　　Co11．，5二9－16．1997．

14．The　rDNA1ocus　and　the　RAPDs　ana1ys1s　of

　　SoZzdαgo　o脈gα〃昭αssp　as1at1ca　and　ssp　Zθzooαゆα

　　（Compos1tae）mMt　Hakusan　NAKAMURA，M，

　　J　MIYAMOTO，K　MURAI，M　YAMAGISHI　and

　　KFUKUI，JPhytogeogrTaxon，4565－73．1997

15．Effects　of　cu1ture　temperature　on　the　en1arge－

　　ment，sugar　uptake，starch　a㏄umu1at1on，and

　　resp1rat1on　　of　1n　v1tro　bu1b1ets　of　ムzZ伽物

　　1ψo刎o〃例Thunb　YAMAGISHI，M，Sc1ent1a

　　Hortic”73：239－247．1998．

16．Chromosoma1　regions　contro111ng　anther
　　cu1turabi1ity　　in　　rice　　（0㎎醐　　s砿加α　　L．）。

　　YAMAGISHI，M，M　OTANI，M　HIGASHI，Y

　　FUKUTA，KFUKUI，MYANOandT
　　SHIMADA，Euphyt1ca，103227－234．1998。

　　　　　　　　　　　　〔国際学会〕

1．Genet1c　ana1ys1s　of　nce　mutants　obtamed　by

　　anther　cu1ture　SHIMADA，T．，M　YAMAGISHI，

　　M．OTANI，T　KOBA，M　TAKAMURA　and　H

　　NIIZEKI，Proc　　As1a－Pac1f1c　Conference　on

　　Agr1cu1tura1　B1otechno1ogy，　Be1］ing，　China，

　　Abstracts　pp．447－450．1992．

2．Detect1on　of　sect1on　spec1f1c　random　amp11f1ed

　　po1ymorphic　DNA（RAPD）markers　in〃肋伽。

　　YAMAGISHI，M．，XV伽Int　Botan1ca1Congress，

　　Yokohama，Japan，Abstracts　P酔509．1993

3．Genet1c　vanat1on　m　regenerated　rice　p1ants

　　denv－ed　from　anther　cu1tures，suspens1on　cu1－

　　tures　and　protop1ast　cu1tur脇SHIMADA，T，M

　　YAMAGISHI　and　M　OTANI，VIIIth　Intemat1ona1

　　Congress　of　P1ant　T1ssue　and　Ce11　Cu1ture，

　　Firenze，Ita1y，1994．

4Random1y　Amp11f1ed　Po1ymorph1c　DNA（RAPD）

　　markers　for　genet1c　ana1ys1s　m　〃吻物

　　YAMAGISHI，　M，　XXIV伽　Intemat1ona1

　　Hort1cu1tura1Congress，Kyoto，Japan，Abstracts

　　pp．163．1994．

5．D1storted　segregat1on　ofRFLP　markersm　anther

　　cu1ture－demedncep1ants　YAMAGISHI，M，M

　　YANO，YFUKUTA，KFUKUI，MOTANIand－T

　　SHIMADA，Proc．2nd　Asian　Crop　Sci．　Con－

　　ference，Fukui，Japan，Abstracts　pP．768－769．1996．

1
。

2
。

　　　　　　　　　　　〔総　説〕

PCR法によるユリ属の種鱈晶種の識別、山岸真澄，

農耕と園芸1993年9月号，誠文堂新光社，東呆，

pp．50－51雪　1993．

体細胞突然変異体の出現と変異形質の遺伝，山岸真

澄⑧島田多喜子，組織培養22巻11号雪ニューサイ

エンス社う東尿，pp430－435．1996
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　　　　　　　　　　〔国内学会〕

1。タイズの生育に及ほすホウ素の影響，山岸真澄亀山

　　本幸男，日本土壌肥料学会昭和62年度大会（土肥

　　講演要旨集33）：叫78，198τ

2。ダイズの生育に及ぼすホウ素の影響（第二報）ホウ

　　素が共生窒素固定に及ほす影響にっいて，山岸真澄⑧

　　山本幸男，日本土壌肥料学会昭和63年度大会（土

　　肥講演要旨集34）：叫65．1988．

a菊培養により得られた水稲コシヒカリの突然変異体

　　の遺伝子分析，山岸真澄⑧木庭卓人⑧半田高⑧高村

　　幸英⑧大谷基泰⑧島田多喜子⑧新関宏夫，日本育種

　　学会第79回講演会（育種学雑誌41（別冊1））：

　　pp48－49．1991．

4　3倍体クロユリのin　vitro増殖に関する研究，山

　　岸真澄鱈新関宏夫，園芸学会平成3年度春期大会研

　　究発表（園芸学会雑誌60（別冊1））：p叫44ひ441．

　　1991．

a培養温度がササユリ球根の肥大，形態，呼吸量，糖

　　の吸収に及ほす影響，山岸真澄茅園芸学会平成3年

　　度秋期大会研究発表（園芸学会雑誌60（別冊2））

　　pp－562－563．1991．

a鉢上げ時の低温処理が培養ササユリ球根の鉢上げ後

　　の出葉に及ほす効果，山岸真澄，園芸学会北陸支部

　　会平成3年度研究発表シンポジウム（園芸学雑誌

　　61（別冊1））：叫634．1991．

τ休眠打破がm　V1trOでのササユリ鱗片葉の出葉と

　　子球の肥大の促進に及ぼす効果，山岸真澄，園芸学

　　会平成4年度春期大会研究発表（園芸学会雑誌61

　　（別冊1））二p叫28－29．1992．

＆イネプロトプラスト由来再分化植物体とその自殖後

　　代における遺伝的変異L1っのプロトプラストに

　　由来する植物体間の変異事山岸真澄鯵木庭卓人⑧島

　　田多喜子壌伊藤紀美子騒助清泰教爾田中孝幸鱈島本

　　功，日本育種学会第83回講演会（育種学雑誌43

　　（別冊1））：叫41，199a

9。イネプロトプラスト由来再分化植物体とその自殖後

　　代における遺伝的変異IL個別のプロトプラストに

　　由来する植物体間の変異，山岸真澄⑧大谷基泰亀上

　　田恵美㊧島田多喜子多日本育種学会第83回講演会

　　（育種学雑誌43（別冊1）ジp40，199＆

1αP　CRによるユリ属のDNA多型の検出（第1報）

　　種，晶種多および野生種の個体の識別，山岸真澄，

　　園芸学会平成5年度春期大会研究発表（園芸学会雑

　　誌62（別冊1））：p叫336－337，199a

11。

12。

13．

14

15

岨

17．

凪

岨

2α

イネプロトプラスト由来再分化植物体とその自殖後

代における遺伝的変異m。懸濁培養細胞より再分

化した植物体との比較，山岸真澄⑧大谷基泰⑧島田

多喜子、日本育種学会第84回講演会（育種学雑誌

43（別冊2））二皿40，199a

BAとGA。がm　v1troで培養しているササユリの

鱗片葉の出葉と子球の肥大に及ぼす効果，山岸真澄，

園芸学会平成5年度秋期大会研究発表（園芸学会雑

誌62（別冊2））：p叫510－511．1993。

イネ日印交雑F1を菊培養して得られた再分化個体

集団におけるRFLPマーカーの分離の歪、山岸真

澄亀矢野昌裕⑧福田善通⑧福井希一⑧大谷基泰⑧島

田多喜子，日本育種学会第85回講演会（育種学雑

誌44（別冊1））：酔223茅1994

ユリ属の節特異的RAPDマーカーの単離と節間父

雑雑種の雑種判定への応用茅山岸真澄，日本育種学

会第86回講演会（育種学雑誌44（別冊2））p298．

1994

テッポウユリ菊組織からのnodu1arカルスの誘導

と子球再生，山岸真澄，園芸学会北陸支部会（園芸

学会雑誌64（別1））　p673．1994

水稲コシヒカリの菊培養に由来する短桿⑧早生系統

の育成と遺伝分析，山岸真澄竃大谷基泰⑳島田多喜

子⑧新関宏夫⑧中村啓二嚢荒川和夫竃松本範裕，日

本育種学会第87回講演会（育種学雑誌45（別冊

1））：叫166，199a

アキノキリンソウSoκ伽g0”卿α〃解α8砂．σs加肋α

とミヤマアキノキリンソウ＆〃㎎脇榊σ5功。

肋oooゆαにおける染色体⑧DNAレベルの遺伝的多

様性，中村未樹⑧宮本旬子⑧村井耕二⑧山岸真澄竃

福井希一，日本植物学会第59回大会（研究発表記

録）：叫161，199a

垂直分布する8oZ物go属植物におけるスーパーオ

キサイド⑧ディスムターゼ（SOD）遺伝子の変異

解析，村井耕二⑧村井里佳⑧山岸真澄嚢宅見薫雄，

日本遺伝学会第67回大会（遺伝学雑誌70）：叫72亀

1995。

イネプロトプラスト由来および懸濁培養細胞由来植

物に発生する変異の比較多山岸真澄竃大谷基泰⑧島

田多喜子，日本育種学会第88回講演会（育種学雑

誌45（別冊2））1叫72，199民

石川県のイネの育種におけるF1菊培養の利用，小

牧正子⑧大谷基泰竃東真理子⑧尊凡喜⑧山岸真澄⑧

吉秋斉⑧中村啓二⑧松本範裕⑱島田多喜子、日本育
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　　種学会第88回講演会（育種学雑誌45（別冊2））：

　　P．64，　199氏

21．垂直分布するlSo肋⑳o属植物における細胞質型Cu

　　／Zn－SOD　cDNAのクローニングと発現解析，村井

　　耕二⑧村井里佳⑧山岸真澄⑧宅見薫雄，日本植物生

　　理学会（講演要旨集）P162，199a

22．イネ菊培養における緑色植物再分化能力に関与する

　　染色体領域，山岸真澄⑧大谷基泰⑧東真理子⑧福田

　　善通⑧福井希一⑧矢野昌裕⑧島田多喜子，日本育種

　　学会第89回講演会（育種学雑誌46（別冊1））

　　p．67．　19961

2aイネ菊培養におけるカルス形成能力は第1染色体に

　　座乗する，山岸真澄⑧大谷基泰⑧東真理子⑧福田善

　　通⑧福井希一⑧矢野昌裕⑧島田多喜子，日本育種学

　　会第90回講演会（育種学雑誌46（別冊2））．p86．

　　1996．

24。水稲湛水土中散播栽培における根系形態の晶種間比

　　較　円筒モノリスによる圃場試験一，遠藤直生⑧酒

　　井智弘⑧井村光夫⑧山岸真澄，日本作物学会北陸支

　　部⑧北陸育種談話会第34回講演会⑧シンポジウム

　　（北陸作物学会報33（別号））：p皿26－27，199τ

25。水稲晶種のコシヒカリとアキヒカリの交雑に由来す

　　るDH系統群を用いた連鎖地図作成，竹内善信⑧

　　山岸真澄⑧田中勲⑧島野公利⑧河野いつみ⑧須藤充⑧

　　善林薫⑧藤栄吾⑱東真理子⑧塩沢寿苗⑧矢野昌裕⑨

　　佐々木卓治，日本育種学会第93回講演会（育種学

　　雑誌48（別冊1））：p，64，199＆

2α水稲品種のコシヒカリとアキヒカリの交雑に由来す

　　るDH系統群におけるDNAマーカーの分離の歪み，

　　山岸真澄竃矢野昌裕⑧竹内善信⑧佐々木卓治，日本

　　育種学会第93回講演会（育種学雑誌48（別冊1））

　　皿65，199＆

2τイネ日本型晶種コシヒカリの穂はらみ期耐冷性に関

　　するQTL解析，早坂浩志⑧竹内善信⑧千葉文弥⑧

　　矢野昌裕⑧山岸真澄⑧佐々木卓治⑧永野邦明，日本

　　育種学会第93回講演会（育種学雑誌48（別冊1））．

　　皿66，199＆

28．水稲晶種コシヒカリとアキヒカリの交雑に由来する

　　DH系統群を用いた穂の形態に関するQTL解析，

　　山岸真澄⑧矢野昌裕⑧竹内善信⑧佐々木卓治，日本

　　育種学会第94回講演会（育種学雑誌48（別冊2））’

　　皿87，199＆

2λ水稲晶種コシヒカリとアキヒカリの交雑に由来する

　　DH系統群を用いた食味に関するQTL解析，田中

勲⑧竹内善信⑧山岸真澄⑧矢野昌裕⑧佐々木卓治⑧

堀内久満，日本育種学会第94回講演会（育種学雑

誌48（別冊2））：叫89，199＆
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喜　多　威知郎

Ich1ro　KITA

1．東播用水地区タメ池群の統言十解析，南動⑧石黒栄　⑧

　　喜多威知郎，総合農業水利および淡水湖化、892－

　　123．　1983

2。貯水池群システム数理モデルの基礎的研究，南動⑧

　　喜多威知郎，農業土木学会論文集，1269－15．1986

3．A　Companson　of　Reserv01r　Operat1on　between

　　Lm1t　Des1gn　Method　and　Carry　Over　Des1gn

　　Method1n　Japan，Isao　M1nam1⑧Ich1ro　K1ta，

　　Proceedmgsofthe6thIWRA　Wor1dCongress
　　on　WaterResources，3：236－245．1988

全フロートを用いた潜りオリフィス型自動定量分水装

　　置の水理特性，南勲⑧喜多威知郎⑧モハメド　ホセ

　　イン　シャジャリ⑧サイフル　ロハディヤント⑧ヂ

　　艮愛⑳徐榮済，農業土木学会論文集、14843－50．

　　1990

5。並列連結型貯水池群の貯水量の調整にっいて一貯水

　　池群システムの運用に関する研究（I）一，喜多威

　　知郎⑨南勲，農業土木学会論文集，1571－1O，1992

a　System　Ana1ys1sofIntegratedWaterUse1n　Seto

　　In1and　Sea　Reg1on，Ich1ro　K1ta⑧Isao　Mmam1多

　　Proceedmgs　of　the1992Reg1ona1Conference　of

　　Intemat1ona1Ra1nwater　Catchment　Systems

　　Assoc1at1on，3939－948．1992

τ複合連結型貯水池群の貯水量の調整について一貯水

　　池群ンステムの運用に関する研究（皿）一，喜多威

　　知郎騒南勲，農業土木学会論文集，16239－46．

　　1992

＆Co皿parison　of　Tame1ke　Charactenst1cs　between

　　Seto　In1and　Sea　Reg1on　and　Hokur1ku　Reg1on多

　　Kun1h1ko　K1tamura竃Isao　Mmam1竃Ich1ro　K1ta，

　　Jouma1of　Intemat1ona1Ra1nwater　Catchment

　　Systems，1（1）1ひ18．1993

9．System　Ana1ys1s　of　Mu1t1－Reserv01r　System　m

　　Seto　In1and　Sea　Reg1on，Ich1ro　K1ta⑳Isao

　　M1nam1　感　Kun1h1ko　K1tamura，Jouma1of

　　Intemat1ona1Ramwater　Catchment　Systems1
　　（2）：7－9．1993

10．On　Drought　Funct1ons　of　Country　m　Afnca，Isao

　　Mmam1⑧Ich1ro　K1ta蜜R1kuya　Monmoto⑧

　　H1rosh1Okumura鰭Anthony　T　Amuzu⑧B　C　E

　　Egboka⑧Dat1us　G　Rutashobya⑧Macar1ous

11。

12．

13。

14。

15。

1a

17、

18．

19。

Yangyuoru，近畿大学農学部紀要，27175－189．

1994

浸透条件下における許容塩分濃度にっいて一水稲の

生育と許容塩分濃度とに関する研究（皿）一，北村

邦彦⑧喜多威知郎，農業土木学会論文集，171131－

135．　1994

決定論的なDDDPを用いた貯水池群における最適

貯水量調整，喜多威知郎⑧北村邦彦⑧河地利彦⑧金

翰泰⑧南勲，農業土木学会論文集，17433－40．1994

貯水池群における決定論的D1screte　D1fferent1a1

DPの収束性，喜多威知郎⑧北村邦彦⑧金翰泰，石

川県農業短期大学研究報告，2427－36．1994

Sa11n1ty　Contro1and　Deve1opment　of　Ramfed

Agncu1ture　of　Mekong　De1ta　m　V1etnam，Isao

MmamいKou1ch1Takeyama⑧Ich1ro　K1ta⑧

Nobuo　Kanamor1⑧Ch1zuru　Fukam1⑧Vuong

Bach　Tuyet，近畿大学農学部紀要，2893－103．

1995

The　Repet1t1ve　Imgat1on　Water　System　Used　m

Ouch1，Ish1kawa　Prefecture，Japan，Kun1h1ko

K1tamura⑧Ich1ro　K1ta，Proceed1ngs　of　the7th

Intemat1ona1　Conference　on　Ramwater
Catchment　Systems，16－40－6－44．1995

Deve1opment　on　Ramfed　Agricu1ture　of　De1ta　of

W1de　Area　in　As1a，Isao　MmamいIch1ro　K1ta⑧

Noboru　Kanamori壌Ch1zuru　Fukam1⑧Vuong

Bach　TuyeいSa1fu1Rochdyant，Proceedings　of

the7th　Internat1ona1Conference　on　Rainwater

Catchment　Systems，14－100－4－109．1995

F1uctuat1on　of　the　Qua11ty　of　Container－Stored

Ramwater　Durmg　Storage，　Ichiro　K1ta　亀

Kun1h1ko　K1tamura，Proceed1ngs　of　the7th

Intemat1ona1　Conference　on　Ramwater
Catchment　Systems29－27－9－32．1995

Ramwater　Ut111zat1on　m　K1en　G1ang　Provmce　m

the　Mekong　De1ta，Ich1ro　K1ta⑧Isao　Mmam1⑧

Kun1h1ko　K1tamura⑧Vuong　Bach　Tuyet，

Jouma1of　Intemat1ona1Ra1nwater　Catchment

Systems，2（1）浴12多1996

New　Contro1Measures　of　Sa1m1ty　Intrus1on　at

K1en　Giang　Project（Mekong　De1ta）in　V1etnam，

IsaoM1nam1竃Ich1roK1ta⑧Mutsum1Takeohara⑧

Nobuo　Kanamori㊧Vuong　Bach　Tyuet、近畿大

学農学部紀要予298τ106．1996
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2αベトナム⑧キエンジャン県における雨水利用，喜多

　　威知郎⑧北村邦彦⑧南勲，石川県農業短期大学研究

　　報告，26：9－13．1996

21．Ramwater　Catchment　Systems　and　Ra1nwater

　　Ut111zat1on　m　a　Un1vers1ty，Isao　M1nam1⑧

　　Kun1h1ko　K1tamura，Proceedmgs　of　the8th

　　Intemat1ona1　Conference　　on　　Ramwater

　　Catchment　Systems1305－312．1997

22．　Study　on　Reserv01rs　Storage　Regu1at1on　for

　　Effect1ve　Water　Ut111zat1on　Usmg　DDDP，Ich1ro

　　K1ta，Proceed1ngs　of　the　8th　Internat1ona1

　　Conference　on　Ramwater　Catchment　Systems，1

　　366＿373．1997

23．The　Effect　of　Storage　on　Ra1nwater　Qua11ty，

　　Kun1h1ko　K1tamura⑧Ich1ro　K1ta⑧Isao　M1nam1，

　　Proceed1ngs　of　the8th　Internat1ona1Conference

　　on　Ramwater　Catchment　Systems1590・595．1997

24石川県能登地域における中山間ため池地帯の水管理，

　　北村邦彦⑧喜多威知郎，農業土木学会論文集，188

　　145＿152．　1997

25．The　F1uctuat1on　of　Water　Qua11ty　and　Water

　　Temperature　of　Ramwater　Storaged1n　the

　　C1stem，Kun1h1ko　K1tamura⑳Ich1ro　K1ta，

　　Jouma1of　Intemat1ona1Ra1nwater　Catchment

　　Systems3（1）5ム57．1997

1
。

1
．

z

a

4

5
。

a

τ

＆

λ

1O．

11．

岨

中　野　尚　夫

H1sao　NAKAN0

　　　　　　　　〔著　書〕

細植の効果一特に株内競争の視点から（21世紀へ

の提言一低投入稲作は可能所収）橋川　潮編著

p348－353．　1996。

　　　　　　　　〔論　文〕

埋草用長桿作物の生産力比較。中野尚夫⑧西田正義

中国農業研究，4441－42，197Z

瀬戸内地方の草地における季節的平衡生産1）寒地

牧草地⑧暖地型牧草地併用利用における季節生産に

ついて．中野尚夫⑧西田正義，日草誌22：149－155．

1976。

瀬戸内地方の草地における季節的平衡生産2）寒地

型牧草⑧暖地型牧草混生草地の季節生産性にっいて

中野尚夫⑧西田正義。日草誌，22261－267，197a

埋草用麦類の種類比較と刈取期試験西田正義⑧中

野尚夫，日草誌近畿中国支部会親　6．18－21，197τ

サイレージ用麦類の収量⑧人工消化率の比較。西田

正義⑧中野尚夫，日草誌，2562－69雪19凪

瀬戸内地方の草地における季節的平衡生産　3）トー

ルフェスク草地とバヒアグラス草地の併用利用にお

ける季節生産性中野尚夫⑳西田正義予日草誌近畿

中国支部会報，8：19－22，197臥

寒地型亀暖地型牧草混生草地に関する研究　2）既生

暖地型牧草の庇陰が追播寒地型牧草の定着に及ぼす

影響。中野尚夫⑧西田正義，日草誌近畿中国支部会

報，9：37－40．1981。

サイレージ用麦類に対する窒素施用量と収量嚢乾物

消化率との関係．西田正義⑧中野尚夫，日草誌，28

195＿202．　1982．　1

瀬戸内地方におけるトールフェスク爾ダリスグラス

混生栽培に関する研究．中野尚夫雪岡山県立農業試

験場臨時報告争72：1－56，198λ

ハトムギの飼料化に関する研究　第2報栽植密度に

ついて。日草誌近畿中国支部会親119－1亀198Z

Eva1uat1on　of　D1gest1b1e　Dry　Mtter　of　Sugar

Cane　m　Wam　Temprate　Zone　of　Japan．

Tomok1　Takamura　　and　H1sao　Nakano，

Proceeding　ofthe15th　ICG，1031－1033．1985．

ハトムギの飼料化に関する研究（第1報）刈取り適

期にっいて。中野尚夫，岡山農試報，5：31－35，



130 島根大学生物資源科学部研究報告　第3号

　　1990．

13．Growth　and　Dry　Matter　Product1v1ty　of　Sugar

　　Cane　m　Warm　Temperate　Zone　of　Japam2

　　Eva1uat1on　of　D1gest1b111ty　of　Sugar　Cane．

　　Tomok1Takamura　and　H1sao　Nakano，Japanese

　　Jouna1of　Trop1ca1Agncu1ture，30257－263．1986

14．岡山県中北部における水稲作期と収量の関係．中野

　　尚夫⑧氏平洋二⑧水島嗣雄，岡山農試報，81－7，

　　199α

岨ハトムギの安定多収栽培に関する研究（第1報）播

　　種適期について．中野尚夫⑧氏平洋二⑧石田暑久男，

　　岡山農試報，10．1－5．1992．

16．ダイズ（品種タマホマレ）の子実生産に及ぼす播種

　　期の影響．中野尚夫⑧氏平洋二⑧石田喜久男，日作

　　紀中国支部研究集録，34：16－23，199a

1τ水稲の一株植付本数の違いが収量構成要素および収

　　量に及ぼす影響．中野尚夫⑧水島嗣雄，日作紀，63：

　　452－459．　1994．

1＆水稲の有機無農薬栽培におけるアカウキクサと菜種

　　油粕を用いた雑草防除．赤澤昌弘⑧杉本真　⑧河原

　　裕志⑧中野尚夫⑧冨久保男，近畿中国農業研究，95

　　3＿7．　1998o

　氏平洋二⑧中野尚夫⑧石田暑久男，日作紀，56（別

　2）1271－272，198τ

aハトムギの多収栽培法（2）窒素施肥と生育⑧収量

　中野尚夫⑧氏平洋二⑧石田喜久男，日作紀，56（別

　2）：331－332．1987。

τ大豆の正方播栽培における生育⑧収量．中野尚夫⑧

　河本恭一⑧石田喜久夫，日作紀，62（別1）62－63．

　1993．
8
．

a

1α

レンゲの生育に及ほすイナワラの影響。中野尚夫⑧

杉本真一⑧三宅幸⑧冨久保男，日作紀，64（別2），

21＿22．　1995。

レンゲの菌立ちに及ほす耕起の影響．中野尚夫⑧杉

本真一，日作紀，65（別2）79－80．1996。

水稲有機無農薬栽培における菜種粕を用いた雑草防

除赤澤昌弘⑧杉本真一⑧中野尚夫⑧冨久保男，日

作紀、65（別2）二83－84，199α

11．畦畔の刈取り回数と植生の関係．中野尚夫，農業生

　　産管理学会，5（別1）．9－10，199＆

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．ハトムギ短桿晶種「岡山3号」の育成．農業および

　園芸，氏平洋二⑧中野尚夫⑧石田暑久男、62，763－

　764．　1981．

2．エクアドルおよびボリビア国における根茎作物遺伝

　資源の調査。中野尚夫竃白井和栄⑧伊敷弘俊，植物

　遺伝資源探索導入報告書，10171－199．1994

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1．数種の寒地型牧草幼植物の生育に及ほす光の影響。

　中野尚夫⑧西田正義，日作紀，42（別2）’57－58，

　197亀

z暖地型⑧寒地型両牧草混生草地の季節生産性にっい

　て。中野尚夫⑧西田正義，日草誌，20（別1）．80－81．

　1974
a寒地型⑧暖地型牧草混生草地に関する研究皿。前

　植生暖地型牧草の光条件が追播寒地型牧草の定着に

　及ぼす影響。日草誌，23（別）：51－52，197τ

4．寒地型⑧暖地型牧草混生草地における両牧草の窒素

　の吸収．中野尚夫，日草誌，25（別）：55－56．1979．

5ハトムギの多収栽培法（1）栽植密度と生育⑧収量
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大　津　浩三

Kouzou　OHTsU

　　　　　　　　　　　〔論文〕

1．Murakam1，M，

2．Ohtsu，K＆Ohtsuka，T　Effects　of　chem1ca1s　on

　　receptors　and　hor1zonta1ce11s1n　the　ret1na　　J

　　Phys1o1．227899－913．1972

a　Toyoda，J－I，Hash1moto，H＆Ohtsu，K　B1po1ar－

　　amacr1ne　transm1ss1on1n　the　carp　retma　V1s1on

　　Res．，13：295－307．1973．

4Yosh1daM＆Ohtsu，KApre11m1narynoteon
　　the　e1ectr1ca1response　to　shadows　of　the

　　anthomedusa，助㈹oodo〃sα肋肋”　Pub1．Seto

　　Mar　B1o1．Lab，20647－65．1973

5．Ohtsu，K＆Yosh1da，ME1ectnca1act1v1t1esof

　　the　　anthomedusan，　Sヵ㈹oodoκ　　sα肋肋”

　　（T11es1us）　B1o1　Bu11．145532－547．1973

a　Yosh1da，M，Ohtsu，K＆Nakaye，TDeve1opment

　　of　the　cutt1e　f1sh　ret1na　In：Structure　of　the　Eye

　　III（ed1ted　by　Yamada　and　M1shma），pp215－221．

　　1976．

τOhtsu，KE1ectr1ca1act1v1t1esmthesubtentacu1ar

　　reg1on　of　the　anthomedusan助㈹ooδo勉sα肋施閉

　　（T11esius）　B1o1Buu，159376－393．1980

＆Na1to，T，Nash1ma－Hayama，K，Ohtsu，K＆K1to，

　　YPhotoreact1onsofcepha1opodrhodopsm
　　V1s1on　Res．，21935－941．1981

9．Ohtsu，K　UV－v1s1b1e　antagonism1n　extraocu1ar

　　photosens1tive　neurons　of　the　anthomedusa，

　　Sμ㈹oo∂o〃8α肋α肋”（T11es1us）．J．Neurob1o1．14

　　145－155．1983－

1α　Ohtsu，K　Antagom刎ng　effect　of　u1trav1o1et　and

　　v1s1b1e11ght　on　the　ERG　from　the　oce11us　of

　　8ヵ舳ooodo〃8α〃α肋”（Coe1enterata　Hydrozoa）　J

　　exp．Bio1”105二417－4＝20．1983．

11．Ohtsu，K＆K1to，Y　A　photoproduct　w1th13－c1s

　　ret1na1generated　by1rrad1at1on　w1th▽101et11ght

　　m　the　octopus　retma　V1s1on　Res，25775－779．1985

12。西村信哉、真下　節茅大津浩三，タコ網膜ERPの

　　麻酔薬感受性にっいて，麻酔と蘇生，24：265－268．

　　1988．

1a　Ohtsu，K　F1ash－mduceddepress1onoftheERP

　　under　the　Ca2＋一free　condition　in　the　octopus

　　ret1na　Zoo1Sc1，6，469－475．1989

14．Saka1nK，Yamamoto，M，Ohtsu，K＆Yoshlda，

　　MEnv1ronmenta1contro1ofgonada1maturat1on

　　m1aboratory－reared　sea　urchms，Anthoc1dans

　　crass1sp1na　　and　　1形榊zoθ〃伽o肋3　カ〃Zoんθ㈹物〃8

　　Zoo1．Sci．，6二721－730，198軌

岨Se1dou，M，Ohtsu，K，Yamas1ta，Z，Nar1ta，K＆

　　K1to，YThenuc1eot1decontentoftheoctopus

　　photorecetor　ce11s　No　changes　in　the　octopus
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　　nash　Zoo1Sc1，10，275－279，199a
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　　　　　　　　　　〔総説〕

1。吉田正夫雪弥益輝文，大津浩三茅下等生物の光感覚

　の比較生理雪生物物理，14：155－170．1974

2大津浩三，ヒドロムシ類カミクラゲの光感覚系にお

　ける紫外光⑧可視光拮抗現象，動物生理，632－40，

　198λ

a大津浩三，光の感覚器一海産無脊椎動物における光

　感覚器の進化，遺伝雪4514－18茅1991。

1
．
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　　　　　　　〔学会発表等〕

ヒトデの眼点電位，吉田正夫，岩田清；福田博之，

大津浩三多第39回日本動物学会，講演要旨集，

皿11，196臥

ヒトテの眼点電位にっいて、大津浩三，玉重三男，

吉田正夫書第41回日本動物学会，講演要旨集、

皿325，197α

aカミクラゲの環状神経近辺の電位変化，大津浩三，

　第42回日本動物学会，講演要旨集婁p403．1971．

4カミクラゲの種々の組織の電位変化雪大津浩三雪第

　43回日本動物学会雪講演要旨集，p377冨197Z

5カミクラゲの興奮伝導系，大津浩三，第44回日本

　動物学会，講演要旨集，p302，197＆

aイカ胚眼の受容層形成とERG発現，吉田正夫，第

　45回日本動物学会、講演要旨集，皿303勇1974
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　　の拮抗作用，大津浩三，第45回日本動物学会，講

　　演要旨集，p303．1974
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12。イイダコ網膜のERP，大津浩三，第3回日本動物

　　生理学会抄録，p28．1981．

1aイイダコ視物質の光異性化に伴う早期光受容器電位

　　（ERP），大津浩三，第53回日本動物学会茅講演要

　　旨集，皿447．1982

14頭足類視覚系の発生皿　受容器電位の出現と発達事

　　浦上逸男，山本雅遣，大津浩三，吉田正夫，第53

　　回日本動物学会，講演要旨集，皿447争198Z

15。イイダコ生網膜の近紫外光照射による13一シス型レ

　　チナールの生成，大津浩三，鬼頭勇次，第54回日

　　本動物学会，講演要旨集，皿533，198a

1巳イイダコ網膜における紫外光照射による13シスレ

　　チナールをもっ光産物の生成，大津浩三香鬼頭勇次，

　　第22回日本生物物理学会予稿集，p．s224．1984

17．　The　　dark　　degradat1on　　of　　the　　ear1y
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　　00θ〃α肋s．Ohtsu，K．Zoo1．Sci．，2（6）二872．1985．

18．　Effects　of　Ca2＋on　the11ght　act1vat1on　of　the

　　ERP1ntheoctopussretma　Ohtsu，K　Zoo1Sc1，

　　3（6）1986．1986．

1＆　Effects　of　Ca2＋and　Zn2＋on　the　ERP　of　octopus

　　retina，Ohtsu，K．Zoo1．Sci．，4（6）：979．1987

2αEffects　of　some　drugs　and1ons　on　the　ERP　and

　　the　LRP　of　octopus　retma　Ohtsu，K　Dobutsu

　　seiri，4（4）：145，198τ
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　　med1um　m　the　octopus　retma　Ohtsu，K　Zoo1

　　Sci，5（6）：1207．1988．
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　　Cumasea）．Ak1yama，T，Ohtsu，K　and　Yosh1da，

　　MDobutsuse1r15（3）113．1988

23．　Cyc11c　nuc1eot1des1n　the　ret1nae　of　cepha1opod

　　andcrustacea　Se1dou，M，K1to，Y，Ohtsu，K，

　　Nakaoka，Y　and　Yamash1ta，Z　Zoo1Sc1，6（6）

　　1085．1989㌧

24．感桿型視細胞中のヌクレトチド量，清道正嗣，鬼頭

　　勇次，大津浩三，山下仁平，第27回日本生物物理

　　学会予稿集，ps215，198臥

2ユPresumpt1ve　photoreceptor　ce11s　m　the　s1phon　of

　　aC1am，丁妙θ∫　（λ榊螂伽0）　助物ゆゴ舳閉刎．

　　Karak1sawa，H　and　Ohtsu，K　Zoo1Sc1，9（6）1232．

　　1992．

2α　Further1nvest1gat1on　of　the　photoreceptor　ce11s
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　　ph111ppmarum　Karak1sawa，H，Ohtsu，K．and

　　Kito，Y－ZooL　ScL，10（Supp1．）：123．1993．

27．　M1crospectrophotometry　of1so1ated　oce11us

　　ofp1anana，Dμ鰐5zα1妙o刎ω。Azuma　K，Iwasaki，

　　N，Ya皿amoto，K．and　Ohtsu，K．Zoo1　Sc1，

　　14（Supp1L）：96，199τ

28．　Distribution　of　Gq　in月妙〃o，0榊ヵんακ鮒，and

　　肋舳θ閉8　photoreceptors，　Sh1ma鯛k1，　Y，

　　Sh1ma鴉k1，工，Ohtsu，K．and　Yamamoto，M．Zool．

　　ScL，14（Supp1．）：107．1997．

29．Changes　m　the　membrane　bmdmg　of　GTP－

　　b1ndmg　prote1n，Gq　m　the　cepha1opod　retma

　　Nar1ta，K，Suzuk1，T，Ohtsu，K，K1to，Y－and

　　Tsuskahara，Y，Comp　Phys1o1B1ochem，14（4）

　　269．1997．

3α無脊椎動物視物質遺伝子の探索，多鹿哲也，岩佐達

　　郎，織井秀文，大津浩三，渡辺憲二，津田基之，第

　　35回日本生物物理学会予稿集，p　s220，199τ

31．Change　m　the　membrane　bmding　ofGTP－bmdmg

　　protem，Gq，m　the　cepha1opod　retina　Nanta　K，

　　Suzuk1T，Ohtsu　K”K1to　Y　and　Tsukahara　Y8th

　　1ntemat1ona1conferenceonret1na1proteins1998


